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　俺おれは和泉いずみ正まさ宗むね。十六歳さいの高校二年生。

　学校に通いながらライトノベルを書いている兼けん業ぎよう作家だ。

　ペンネームは、和泉いずみマサムネ。

　諸事情あって、二年前から、引きこもりの妹と二人きりで暮らしている。

　そんな生活に大きな変化があったのが、一年前のこと。

　俺おれは妹の『隠かくされた秘密』を知ってしまう。

　俺おれの小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　その人こそが、俺おれの妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりだったのだ。

　それから色々なことがあって──

　なんと今、俺おれの新作小説『世界で一番可愛かわいい妹』のアニメ化企き画かくが絶賛進行中だ。

　原作者である俺おれも、アニメの脚きやく本ほん会議に出席したり、ゲームのシナリオ監かん修しゆうをすることになったり、原作小説を連続刊行することになったり。

　その上、ソシャゲの仕事まで舞まい込こんできたり──

　俺おれと妹、ふたりの夢を叶かなえるため、不ふ眠みん不休で大量の仕事をこなしていた。

　のだが……。

「今日から兄さんは、私と同どう棲せいするの」

　俺おれの無茶に勘付いた紗さ霧ぎりが、とんでもないことを口走った。

　わざわざここ──『開かずの間』の鍵かぎを閉めた上でだ。

「な、なに言ってんの!?　おまえと俺おれは、いままでだってずっと一いつ緒しよに暮らしていただろ！」

「ちがう。同じところで暮らさないと、同どう棲せいとはいわない」

「だから同じ家で暮らしてたじゃないか！」

「ここ」

　紗さ霧ぎりは、首を横に振ふる。

「今日からこの部屋で、一いつ緒しよに暮らす」

　アニメによって──

　俺おれと妹の、同どう棲せい生活が始まった。

　今回の物語は、その直後から始まる。

　徹てつ夜や明けの早朝。

　紗さ霧ぎりに『開かずの間』に引ひきずり込こまれた俺おれは、部屋の中央で、正座をさせられていた。

「……俺おれが……おまえの部屋で……一いつ緒しよに暮らすって？」

　好きな人と二人きりで、朝から夜までずーっと一いつ緒しよに過ごせ……ってこと？

　ごく、と喉のどを鳴らす。

　紗さ霧ぎりの爆ばく弾だん発言を受けて、俺おれは、これ以上ないほどに動どう揺ようしまくっている。

　目前に立つ紗さ霧ぎりは、俺おれを冷めた眼まな差ざしで見下ろす。

「……そう。私とふたりで、ここで暮らすの」

　まともに思考が働かない。なのに妹は、次から次へと強きよう烈れつな言葉を重ねてくる。

　すっとベッドを指さして、

「だから、兄さんは、そこで寝ねて」

「いや……それ、おまえのベッド……」

「だから？」

　真しん剣けんな怒いかり顔で問うてくる。

　おまえのベッドで、おまえの香かおりに包まれて寝ねることになるけど本当にいいの？

　とか、聞ける雰ふん囲い気きではとてもない！

「ほら、早く寝ねて」

　強い口調で急せかしてくる紗さ霧ぎり。

「兄さんがちゃんと寝ねるまで、ここで見てるから」

「く……っ」

　妹を泣かせてしまった直後という負い目もあって、俺おれは妹の言いなりになるしかない。

　すさまじい背徳感に耐たえつつ、好きな人がいつも眠ねむっている布ふ団とんへともぐりこんだ。

「こ、これでいいか？」

　ちら、と紗さ霧ぎりを横目で見て言う。

　すると紗さ霧ぎりは、仰あお向むけに寝ねころんだ俺おれと目線を合わせて、「ん」と頷うなずく。

「そこで、ちゃんと寝ねて。ずーっと起きて仕事してたんだから」

「……心配してくれてありがたいけど。でも、」

「『けど』と『でも』は禁止。いいから寝ねて」

「うっ……」

　好きな人が使っている布ふ団とんなんだぞ!?　ドキドキして眠ねむれるわけねーだろ！

　とは、二重の意味で言えない。追おい詰つめられた俺おれは、

「わかったよ……」

　そう答えるしかなかった。

「ん」

　紗さ霧ぎりは、小さく首しゆ肯こうし、じっと見つめてくる。

　どうやら、俺おれが眠ねむりにつくまでそうしているつもりらしい。

　……まいったな、眠ねむれるわけないぞ……？

　ふわりとした甘あまいにおいで、頭がくらくらするんだけども。

　……そんな心配は、無用だったようだ。

　どうやら俺おれは、自分で思っているよりもずっと、疲つかれていたらしい──

「……おやすみなさい、兄さん」

　目を閉じてほどなく、俺おれの意識は、深い眠ねむりへと沈しずんでいった。

　感覚的には、ほんの一いつ瞬しゆん。

「ん……あれ、俺おれ、寝ねてたのか……」

　まどろみから、ゆっくりと意識が浮うかび上あがっていく。

　楽園の芝しば生ふで日ひ向なたぼっこしているような、あまやかな心地ここちよさ。

　──なんか、いつもよりもずっと、よく眠ねむれた気がする。

「……どのくらい寝ねてたんだろ」

　半覚かく醒せいの頭でそこまで思考し、目を開ける、と──

「！」

　まず最初に思ったのは『俺おれ、まだ夢を見ているのかな？』だ。

　鼻先が触ふれそうなほどの目前に、紗さ霧ぎりの寝ね顔がおがあった。

「……すぅ」

　と、安らかに眠ねむっている。

　俺おれと同じベッドの中で。

　紗さ霧ぎりの脚あしや腕うでが、俺おれの肌はだに、直接触ふれていて。

「んなっ……!?」

　なんだこの状じよう況きようは──!?

　どっ、どどど、どうして俺おれが、妹と同どう衾きんして……！

　え？　うそ？　マジで？　夢じゃないの!?

　すべての高校生男子が一度は妄もう想そうする『都合のよすぎるシチュエーション』に、

「いてっ」

　俺おれは、『頰ほおをつねる』という古すぎる確かく認にん方法まで試ためしてしまった。

　結果──夢じゃない、らしい。

　現実として、紗さ霧ぎりと俺おれは同どう衾きんしていて。

　恋こいする相手が、すぐ目前で、無防備な寝ね姿すがたをさらしているのであった。

　──てかっ、やわらかっ……。

　身体が一部触ふれ合あっていて、甘あまいにおいがフワフワと香かおってきて、起きたばかりだってのに、気絶してしまいそうだった。

　そして一度意識してしまえば、
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　頭の奥おくが、ジンと痺しびれるような感覚。

　急速に理性が溶とけて、ふにゃふにゃのバカになっていくような。

　酒なんて飲んだことないけど、酔よっ払ぱらうってこんな感じなのかも。

「……すぅ……すぅ……」

　小さな寝ね息いき。可か憐れんすぎる寝ね顔がお。

　──かわいい。

　──触ふれたい。

　──抱だきしめたい。

　危険なワードばかりが、俺おれの脳みその中を支配し、駆かけ巡めぐっている。

　俺おれの腕うでが、ゆっくりと紗さ霧ぎりの顔に近づいていく。

　理性と欲望が激しく戦っているのがわかる。

「──ごく」

　俺おれはつばを飲のみ込こみ、紗さ霧ぎりの頰ほおに掌てのひらで触ふれようとする──

　寸前、どんどんどんどん！　という音が聞こえた。

「！」

[image: ]

　音のした方を見ると、

「うわあああああ！」

　金きん髪ぱつ美少女が、ベランダの窓にベタッと張り付き、カーテンの隙すき間まから、こちらをジッとにらんでいたのであった。

　ホラー系のブラクラなんか目じゃないくらいビビった！

　たまらず俺おれはベッドから転げ落ち、半ば狂きよう乱らん状態で、そいつの名前を呼ばわった。

「えっ、エルフ！　なにやってんだオマエ……！」

「……！」

　潰つぶれたカエルのように、頰ほおをガラスに押おし付つけているエルフは、口をグワッと大きく開けて、『とっとと開けなさいアホぉ！』と訴うつたえているようだ。

「……お、おう」

　俺おれは女を捨てたエルフの姿にドン引きしつつ、望みどおり窓の鍵かぎを開けてやる。

　すると部屋に入ってきたエルフは、さっそうとポーズを決め、俺おれの顔を指さした。

「あんたねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]！　部屋の鍵かぎ閉め切って、妹となにやってんのよ──っ！」

「俺おれが聞きたいくらいだ！」

「いますぐ家族会議！　いいえ────『裁判』よ！」

　和泉いずみ家の一階・リビングにて、『家庭裁判』が始まった。

　状じよう況きようを説明しよう。

　目前には、氷の眼まな差ざしで俺おれを見下ろす三名（＋一名）の女性。

　正面のソファに座すわるのは、お隣となりに住む売れっ子作家・山やま田だエルフ。

　右手のソファに座すわるのは、我わがレーベルの看板作家・千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱい。

　両名ともに、昨夜は泊とまりで、ゲームシナリオの執しつ筆ぴつや家事等々、俺おれの仕事を手伝ってくれていた。二人の背後からは、黒いオーラがゆらゆらと立ち上っている。

　左手のソファでは、丸眼鏡のぐーたら脚きやく本ほん家こと葵あおい真ま希き奈なさんが、ニヤニヤと事の成り行きを見守っている。

　エルフの足元に寄せられたローテーブルには、素す顔がおの紗さ霧ぎりが映ったＰＣが載のっていた。

　でもって、俺おれはといえば──

　ソファの前に、正座させられているのであった。

　まるで、奉ぶ行ぎようの沙さ汰たを待つ罪人のような有あり様さまだ。

　カン！　と、裁判長──ではなくエルフが、おもちゃの槌つちをローテーブルに振ふり下ろす。

「これより『和泉いずみ正まさ宗むね・妹と同どう衾きん事件』の家庭裁判を開かい廷ていするわ」

「弁護側、準備完かん了りようしておりまっす！」

　真ま希き奈なさんが、ノリノリでエルフに合わせる。

　お遊び１００パーセント、なんとも頼たよりない弁護人である。

「検察側、準備完かん了りようだ」

　珍めずらしく戯ざれ言ごとにノッてきたのは、ムラマサ先せん輩ぱい。着物姿の彼かの女じよは、腕うで組ぐみをして、被ひ告こく──すなわち俺おれを睨にらみつけている。

　……おそろしい。カ●コンの裁判ゲームだったら、ボスクラスの風格だ。

　いつ抜ばつ刀とうして斬きりつけてくるかわからん程ほどの迫はく力りよくがある。

「じゃあ、ムラマサ検事、『事件』について説明して頂ちよう戴だい」

「わかった」

　ムラマサ検事はその場で立ち上がり、俺おれを視線でビビらせながら語り始める。

「事件があったのは、和泉いずみ家・二階・和泉いずみ紗さ霧ぎりの部屋──通つう称しよう『開かずの間』だ。被ひ害がい者は、エロマンガ先生、十三歳さい」

「そんな名前のひとはしらないっ」

　ＰＣ越ごしに、いつもの台詞せりふを口にする紗さ霧ぎり。

　ムラマサ先せん輩ぱいは構わず続ける。

「第一発見者・山やま田だエルフは、忙いそがしい被ひ告こくのために昼食を作っていたそうだ」

「ちなみに献こん立だてはおにぎりと唐から揚あげよ！　ぱっと食べて仕事に戻もどれるようにね！」

　裁判長が、己おのれの女子力を誇こ示じするように薄うすい胸を張る。

　そこでムラマサ先せん輩ぱいのお腹なかが、くぅ……とかわいい音を立てた。

「……む」

　彼かの女じよは、おなかを押おさえ、わずかに赤面。ごまかすように話を続ける。

「……こほん。昼食を作り終えたエルフは、午前中から姿の見えないマサムネ君を探すべく、各部屋を巡めぐっていった。しかしどこにも見当たらない。最後に残ったのが、鍵かぎのかかった『開かずの間』だ」

「女の勘かんが働いたのよ！　これは早さつ急きゆうに『中の様子』を確かく認にんしなくちゃ──ってね！」

　そうしてエルフは、いつものように、隣りん家かからベランダをつたい、『開かずの間』までやってきた。

「そこで被ひ告こくの淫いん靡びなる犯行を目もく撃げきした！　──これが犯行現場で撮さつ影えいされた写真だ！」

「エッ、そんなのあんの？」

　俺おれはムラマサ検事の手元を覗のぞき込こむ。

　法ほう廷ていへと提出された『証しよう拠こ品』は、エルフのスマホで撮さつ影えいされた画像であった。

　俺おれが、紗さ霧ぎりと同どう衾きんしているところが、ハッキリと映っている。

　……え、エルフのやつ……いつのまに……！

　俺おれは、さっと青ざめる。こっ、これはマズい……マズすぎる写真だ……！

「ふむぅ……これは、決定的な犯罪の証しよう拠こね！」

「意義あり！　意義あり！　違ちがうんだって！」

　たまらず俺おれがツッコむと、エルフはカン！　とおもちゃの槌つちを振ふり下ろし、

「法ほう廷ていでの勝手な発言は許可されていないわ！」

「事情！　事情を説明させてくれ！　真ま希き奈なさん！　早く俺おれを擁よう護ごして！」

　左手のソファに座すわる真ま希き奈なさんに救いを求めると、彼かの女じよは口元を押おさえ、笑いをこらえて言ったものだ。

「てか、この家さあ！　毎日おもしろイベントがあっていいね！」

「弁護人じゃねーのかよ！」

　ナ●ホドくんとチェンジしろや！

「で！　どういうコトなのよ！　これは！」

　エルフが、おもちゃの槌つちを俺おれに突つき付つける。

「いや、ええと──」

「マサムネ君、正直に答えるんだ。さもないと……」

　ムラマサ先せん輩ぱいの目が怖こわい！

「だ、だからさ──」

　ふたりに詰つめられ観念した俺おれは、今朝の出来事を正確に語る。

　昨夜、いつものように徹てつ夜やで仕事を進めていたこと。

　早朝、顔でも洗ってこようかと廊ろう下かに出たところ、紗さ霧ぎりと遭そう遇ぐうし、『開かずの間』に連つれ込こまれたこと。

　紗さ霧ぎりから『今日から兄さんは、ここで同どう棲せいするの』──そう宣言されたこと。

　妹に命じられ、紗さ霧ぎりのベッドで眠ねむったこと。

　──等々。

「そんで俺おれが目を覚ますと、紗さ霧ぎりがとなりで寝ねてたんだ」

「はあ!?」「噓うそでしょ！」

　馬ば鹿かデカいリアクションをするムラマサ先せん輩ぱい＆エルフ。

　笑いを堪こらえていた真ま希き奈なさんも、ついに噴ふき出だす。

「そッそそ、その話が本当だとすると──」

　裁判長エルフの視線がノーパソをとらえた。

「真犯人はエロマンガ先生！　あんたじゃない！」

「汚きたないぞ！　エロマンガ先生！　一いつ緒しよのベッドで誘ゆう惑わくとか汚きたない！」

　両名はさらにギャアギャアと大おお騒さわぎする。

「マジ有り得ない！　ばっかじゃないの!?　ここでメインヒロイン様が本気出したら、アニメのＢＤが出る前にお話が終わっちゃうでしょお──が！　真ヒロインのわたしがロケットブーストでブチ抜ぬいてやるんだから、最終巻まで舐なめプしてなさいよあほぉ！」

「ゆ、誘ゆう惑わくとかっ……そんなんじゃないからっ！　ただ、監かん視しのためにやっただけで……あとそんな名前のひとはしらないっ！」

　真っ赤になって弁明する紗さ霧ぎり。だが、

「いくら何でもその言い訳は通らないわよ！」

「有罪だ！　有罪！」

「有罪ギルテイ！　有罪ギルテイ！」

　カンカン槌つちを叩たたきまくりながら、有罪コールを連呼するエルフ裁判長＆ムラマサ検事。

「判決をくだすわ！」

　かぁん！　と、一ひと際きわ大きな音を鳴らして、

「聞きなさい紗さ霧ぎり！　そこのアホマサムネが、ほっとくとすぐに無茶して、徹てつ夜やして、そのうちぶっ倒たおれるだろうってのは、わたしたちにもわかる」

「……うん」

「ちゃんと寝ねるかどうか、監かん視しするやつが要いる──これもわかるわ」

「……うん」

「でも、『開かずの間』での同どう棲せいなんて、絶対ダメよ！」

「そのとおりだとも！」

　ムラマサ先せん輩ぱいも、エルフの主張に同意する。

「「だから──」」

　そして二人は、同時に言った。

「私が同どう棲せいしよう！」「わたしが同どう棲せいするわ！」

「却きやつ下か」

　ばっさりと切り捨てる紗さ霧ぎり。

「だって二人とも、昨夜、兄さんが仕事してるのに先に寝ねたでしょ」

「「うっ……」」

「エルフちゃんとムラマサちゃんには任せておけない。だから、私が直接監かん視しする」

「で、でも……マサムネ君がいつも使っているお布ふ団とんが心地ここちよくて……」

「でもじゃない。もう決めたから」

「うぅ……エルフ、なにか言い返すのだ！　このままではマズいぞ！」

「ぐぬぬ……わかってるわよ！　えっと……紗さ霧ぎり、ようするに『信用できる人』に監かん視しを任せられるなら……一いつ緒しよの部屋で暮らさなくても……いいんでしょ？」

「……そう、だけど。……そんなひと、いるの？」

　そんな会話中、画面の紗さ霧ぎりと向き合っていたエルフの肩かたを、ぽんと叩たたくものがいた。

　真ま希き奈なさんだ。にやっと己おのれの胸を親指で示して、

「やれやれ、わたしの出番かな？」

「はあ？　お呼びじゃないから」

「座すわってろ、殺すぞ」

「兄さんより先に寝ねるからだめ」

「つーか脚きやく本ほんの締しめ切り明日でしょ。早く仕事してくださいよアホかな？」

「手厳しい！　正まさ宗むねさんまで！」

　涙なみだ目めで撃げき退たいされていく真ま希き奈なさん。

　にしても……当事者である俺おれを完全無視して議題が進行していくな、この家族会議。

　エルフが話を戻もどす。

「じゃあやっぱり……あの人しかいないわね」

　夜、今日の仕事を終えて、時計の針が午後十一時を指した頃ころ。

　リビングにて、再び家族会議が行われた。

　俺おれ、紗さ霧ぎり、エルフ、ムラマサ先せん輩ぱい、そして……

　女性陣じんが納なつ得とくできる『信しん頼らいできる人』を交えてだ。

「なるほど。そういうことなら──構いませんよ」

　その当人が、話を聞き終え、あっさりと頷うなずく。

「正まさ宗むねくんがちゃんと眠ねむるまで、監かん視ししていればいいのでしょう？」

　スーツ姿のその女性は、和泉いずみ京きよう香か。俺おれと紗さ霧ぎりの保護者で、現在この家で同居中。

「お願い……してもいい？」

　紗さ霧ぎりが、すがるような声を向ける。

　京きよう香かさんは、例のごとく、氷のように冷たい声こわ色いろで──

「もちろんです」

　温かい言葉を返す。微笑ほほえましい家族のやり取りだ。

　なお依い然ぜんとしてこの家族会議に、俺おれの発言権はない模様。

「えっと、あの俺おれ……」

　正座の体勢から、こうして、ちょっとでも口を挟はさもうとすると、

「黙だまりなさい」

　ギロリとメデューサのごとき凝ぎよう視しが飛んでくる。

　ヒェ……。

「貴方あなたという子は、まったく……あれほど無理はしないようにと言っておいたのに……」

　京きよう香かさんは、俺おれをにらんでいた視線をわずかに緩ゆるめ、己おのれの胸にそっと片手を添そえる。

「覚かく悟ごしなさい正まさ宗むねくん。この私が、全力で甘あまやかしてあげましょう！」

　みょ、妙みように張り切っているな……。

「というわけで、正まさ宗むねくん！　今日はこの部屋で眠ねむりなさい。いいですね？」

　否いや応おうなく、そういうことになった。

　ここは二階にある京きよう香かさんの部屋だ。

　仏ぶつ壇だんのある和室──以前、俺おれの両親が使っていた部屋でもある。

　いまは布ふ団とんが並べて敷しかれている。

「ええと……京きよう香かさん、寝ねる前に、もう少しだけ仕事を……」

「ダメです。子供はもう寝ねる時間ですよ」

　俺おれの懇こん願がんを、きっぱりと斬きり捨すてる京きよう香かさん。

　お風ふ呂ろ上あがりのパジャマ姿からは、ふわりと大人の色いろ香かが漂ただよっている。

「お昼まで寝ねていたとはいえ……徹てつ夜や続きだったのです。まだ眠ねむいでしょう？」

「まぁ……それは……そうですけど」

「では、今日はもう寝ねるとしましょう。──電気、消しますよ？」

　京きよう香かさんは、紐ひもを引いて電気を消す。続いて、彼かの女じよが布ふ団とんに横たわる気配。

　やむなく俺おれも、自分の布ふ団とんへともぐりこんだ。

「……いまさらですけど、京きよう香かさんと同じ部屋で寝ねることに、抵てい抗こうが……」

　なんとか自分の部屋に帰らせてもらえないだろうか？

　そう思っての呟つぶやきだったわけだが。

　京きよう香かさんは、きょとんとした声で返事をする。

「？　どういうことですか？」

「いえ、ですから」

　段々と目が暗くら闇やみに慣れてきた。

　寝ねころんだまま京きよう香かさんの方を向くと、彼かの女じよの整った顔が、ぼんやりと浮うかび上あがる。

「……俺おれ、いちおう、男子高校生なわけで……女性と一いつ緒しよの部屋ってのは、どうも……」

　俺おれの意図を察したのだろう。京きよう香かさんは、くすりと微び笑しようした。

「ふふっ……なにを言うかと思えば……私は、正まさ宗むねくんのことを赤あかん坊ぼうの頃ころから知っているのですよ？　本当に……もう……笑わせないでください……」

　よほど面おも白しろかったのだろう。京きよう香かさんは、くすくすと笑い続けている。普ふ段だんは、（本心は違ちがうとわかっていても）怖こわい雰ふん囲い気きがある女性なのだが……何故なぜかいまは、それがなく、穏おだやかな空気をたたえていた。よく顔を覗き込めば、微び笑しようにも見える程度に。

　彼かの女じよが笑う理由はわかるのだが、俺おれとしてはやっぱり抵てい抗こうがあるし、すぐ隣となりに綺き麗れいなお姉さんがパジャマ姿で寝ねていたら、胸むな元もとが気になったりもする。

　もう少し、しっかりと掛かけ布ぶ団とんをかぶって欲ほしい。

「いやあの京きよう香かさんはそうかもしれませんけど！」

　俺おれは、二重の意味で恥はずかしくなってしまい、心の裡うちを正直に吐と露ろした。

「俺おれはドキドキしちゃうんです！」

「家族なのに……ですか？」

　京きよう香かさん的には、俺おれが隣となりに寝ねていても──当たり前だが──異性として意識したりはしないらしい。まぁ、京きよう香かさんからしたら、俺おれみたいな年下の男は、ガキに見えるんだろうな。

「だって俺おれ、いままで京きよう香かさんのことを誤解してて、避さけてましたから。もちろんいまは家族だと思ってますけど……感覚としては、叔母おばさんというより、『従妹いとこのお姉さん』みたいな感じです。普ふ通つうに異性として意識しちゃいますし、隣となりで寝ねてたら……その……緊きん張ちようします」

「そ、そうなんですか」

　俺おれの羞しゆう恥ちが伝染うつったのか、京きよう香かさんもドギマギとしている様子だ。

　なんだか妙みように気まずくて。

　そのせいで、なにか言わなきゃ、フォローしなきゃって焦あせってしまって。

　余計な台詞せりふが、口をついて出てきてしまう。

「えっと、それに……」

「そ、それに？」

「ラノベでは、血のつながった兄妹きようだいで恋れん愛あいとか、普ふ通つうですし」

「！」

　反応は劇的だった。

　薄うす闇やみの中でさえ、京きよう香かさんが赤面し、超ちよう動どう揺ようしたのが、はっきりと見て取れた。

　がば！　と、上体を起こして、

「に、兄さんのことなんか、好きじゃないですから！」

「え、や、別に、京きよう香かさんと親父おやじのことを言ったわけじゃ……」

「わわわ、わかってますとも！」

　わかってる人のリアクションじゃないですよ！

　京きよう香かさんは、ドタンと上体を再び倒たおして、ごまかすように言う。

「もう寝ねますよ！」

「は、はい」

　お互たがい、グルンと背中合わせになって寝ね転ころぶ。

　シン、とした静せい寂じやく。つい数秒前まで騒さわいでいたから、無音が余計に際きわ立だつ。

　どのくらいそうしていただろう。

　五分か、十分か……

　ふと、俺おれの背に、声がかけられた。

「正まさ宗むねくん。まだ、起きていますか？」

「……はい」

　京きよう香かさんの方を向くと、彼かの女じよも同じように俺おれを見ていた。

「私は……貴方あなたに謝あやまらなければいけません」

「えっ……なにをですか？」

　本当にわからなかったので、問い返した。

「私の考えでは、もう少し、正まさ宗むねくんに楽をさせてあげられるはずだったんです。料理も、掃そう除じも、ぜんぶやってあげようって……いままで何もできなかったぶん、貴方あなたたち兄妹きようだいの世話を焼こうって……はりきっていたんですけどね」

　……そんな風に、思っていてくれたのか。

「ところが実際に同居してみたら……あまりにも私には、貴方あなたにしてあげられることが少なかった。仕事を手伝うことも、紗さ霧ぎりさんの食事を代わりに作ってあげることもできなかった」

「そんなことないですよ！　ちゃんと家事は分担してもらっていますし……そもそも京きよう香かさんが一いつ緒しよに暮らしてくれなければ、今回の同居は成立していないんですから」

　この同居計画は、真ま希き奈なさんの『良いい脚きやく本ほんを書くため』というワガママで始まった。

　見知らぬ他人と同居しなくてはならない紗さ霧ぎりの負担を軽減するため、俺おれたち兄妹きようだいは、信しん頼らいできる家族である──京きよう香かさんを頼たよったのだ。

　いま、『世界で一番可愛かわいい妹』のアニメ制作が順調に進んでいるのは、京きよう香かさんのおかげだ。

　俺おれも、紗さ霧ぎりも、真ま希き奈なさんも、そう思っている。

「感謝しています。とても」

「…………変わりませんね、貴方あなたは」

　ふぅ、という儚はかない吐と息いき。

「ほんのちいさな子供の頃ころから……大人びたことばかり言って、やって……。……私は、貴方あなたのそういうところが、とても嫌きらいでした」

「……ごめ」

「ごめんなさい、とは、言わないでください」

　京きよう香かさんの人差し指が、俺おれの唇くちびるをふさぐ。

「それは、正まさ宗むねくんの美点でもあるのですから。……そうならざるを得なかったのは、私を含ふくめた周りの大人の責任ですしね」

　俺おれがまだ幼い頃ころ、お袋ふくろ──俺おれの実母のことだ──が亡なくなって。

　それから和泉いずみ正まさ宗むねは、父子家庭の鍵かぎっ子ことして過ごしてきた。

　寂さびしそうにしているお父さんのために、必死になって、　お母さんの真似まねごとをしていた。

　京きよう香かさんは、そのことを言っているのだろう。

「……実際、兄さんは貴方あなたに救われていたと思いますよ」

「……そうでしょうか」

「ええ……実に情けない父親です」

　京きよう香かさんは、ふっと──ここにはいない誰だれかをからかうように微び笑しようする。

「俺おれ、京きよう香かさんに親父おやじの悪口を言われるの……嫌きらいだったんですけど。やっとわかりました」

「な、なにがですかっ？」

　俺おれが親父おやじの話を振ふったとたん、京きよう香かさんは見るからに落ち着きをなくす。

　普ふ段だんはあんなにもクールな人なのに……。

　そのギャップがなんとも面おも白しろくて、俺おれはついつい噴ふき出だしてしまう。

「ま、正まさ宗むねくんっ？」

「いえ、すみません──」笑いを堪こらえて言う。「当時の京きよう香かさんは、親父おやじを貶おとしめるために言ってたんじゃなかったんだな、ってことです」

　怖こわい顔と声で喋しやべるものだから、ずっと長いこと誤解していた。

「むしろ……そう、ラノベでは、京きよう香かさんみたいな人をこう呼ぶんです」

「──ツンデレ妹と」

「だから違ちがうと言っているでしょう！　私はっ……兄さんなんて、大っっ嫌きらいですから！」

「あはははは！」

　心から甘あまえられる相手を、からかって、笑う。

　たぶん、こういうことだったのだろう。

　形こそ違ちがうけれど、当時の京きよう香かさんと、その兄のやり取りは……

　家族同士の、親愛の交流だった。

「まったくもう……そういうところは父親に似なくていいんですよ……」

「すみません」

「はぁ……」

　赤くなっていた京きよう香かさんは、そこで表情を引ひき締しめる。

「だとしても。当時の私が、正まさ宗むねくんのことを怯おびえさせてしまっていた事実は消えません。……冗じよう談だんは冗じよう談だんと受け取られず、忠告は恫どう喝かつに変わり、誤解を招いて空回り。よかれと思ってやったことが、最悪の結果を生む──それが私という人間です」

　いつだってそうだった、と、彼かの女じよは言う。

「それでも──いえ、だからこそ……」

　京きよう香かさんは、俺おれの目を見て、

「貴方あなたたち兄妹きようだいは、私が守ります」

　この……彼かの女じよの強い決意は、どこから来るのだろう？

「……長話をしてしまいました。今度こそ、おやすみなさい、正まさ宗むねくん」

　俺おれたちを引き取ってくれた理由と、関係あるんですか……？

　とは、聞けなかった。

　翌朝。俺おれは妙みような寝ね苦ぐるしさで目を覚ました。

「……む……ぐ……」

　なんか……呼吸がしづらい。

　いつものベッドではなく、布ふ団とんで寝ねたからだろうか……？

　ていうか俺おれ、いま、どんな体勢で寝ねてるんだ……？

　半覚かく醒せいの頭でそこまで思考し、ようやく目を開ける、と──

「！」

　まず最初に思ったのは『俺おれ、まだ夢を見ているのかな？』だ。

　俺おれの頭が、京きよう香かさんの胸の谷間に挟はさまっていた。

　彼かの女じよの腕うでは俺おれの背に回され、ぎゅう、と、抱だきかかえられている。

　ふにゃ、という柔やわらかな感かん触しよく。

「んなっ……きょ、きょきょきょ……」

　──べっ、別々の布ふ団とんで寝ねていたはずなのに……っ！

　紗さ霧ぎりとはまた違ちがう、大人の女性の香かおりに、俺おれの脳が一いつ瞬しゆんにしてとろけていく。

　上うわ目めづかいで、京きよう香かさんの顔をうかがうと、

「……ん……ぅ……」

　彼かの女じよはいまだ、安らかな夢の中にいるようだった。

　そして、

「……兄さん………………す……」

　甘あまいささやき声。

　親父おやじ!?　親父おやじィ──!?

　アンタ、妹とどんな関係だったんだよ！

　息子むすこに邪じや推すいされても仕方がないシチュエーションと寝ね言ごとだぞオイィィ!!

「む……ぐ……！　くっ……」

　ともあれ、この状じよう況きようを続けるのはマズい！　非常にマズい！

　俺おれはなんとか、天国と地じ獄ごくの狭はざ間まというか谷間から逃のがれるべく身をよじる。

　だが、

「……逃にがしません……私が……甘あまやかしてあげるんですから……」

　半分以上眠ねむっている京きよう香かさんは、妙みように悪戯いたずらっぽい声で、たくみに俺おれを拘こう束そくし続ける。

　というか──余計に密着度があがって、抱だき枕まくらになったような気分だ。

「きょ、京きよう香かさん……ちょ……離はなし……」

　この感かん触しよくは……やばい。力が抜ぬける。脱だつ出しゆつしようという気分が萎なえていく。

　ふらふらと底なし沼ぬまに落ちていくような。

　陥かん落らく寸前──

　ばんっ！　と、部屋の扉とびらが開け放たれた。

「おはようマサムネ君！　今朝は私が食事を作った────……ぞ？」

　現れたのは、エプロン姿のムラマサ先せん輩ぱい。威い勢せいのいい朝の挨あい拶さつが、状じよう況きようを認にん識しきするにしたがって、途と切ぎれていき──

「にゃにをやっているのだぁぁあぁぁぁ────!!」

　大絶ぜつ叫きようがとどろいた。

　朝食前に、速そつ攻こうで家庭裁判が始まった。各人の配置は前回の裁判同様、正面にエルフ裁判長、右にムラマサ検事、傍ぼう聴ちよう人のエロマンガ先生という布ふ陣じん。

　早朝なので寝ね坊ぼ助すけの真ま希き奈なさんはいない。役立たずだったとはいえ、弁護人すら不在。

　そして、被ひ告こく人席（床ゆか）で正座させられているのは、俺おれと──

「これより『和泉いずみ京きよう香か・甥おいと同どう衾きん事件』の家庭裁判を開かい廷ていするわ！」

「罪状！　都条例違い反はんその他もろもろの淫いん行こう！」

「判決！　有罪！」

　カンカンカン！　と、エルフ裁判長がおもちゃの槌つちを連打する。

「ま、待ってください！　誤解ですっ！」

　パジャマのまま、俺おれとともに正座させられている京きよう香かさんが、判決に異議を申し立てる。

「言い訳の余地はないわ！　目もく撃げき者がいるのよ！　こんのぉ……ラッキースケベババア！」

「んなッ……!?」

　いくらなんでも、ひどすぎる呼び名であった。

　京きよう香かさん若いのに……。シドーくんの気持ちが少しわかった。

　もちろん言われた当人である京きよう香かさんも黙だまっちゃいない。

「なんて人聞きの悪いことを……！　あれはたまたまです！」

「思いっきり抱だき合あって寝ねていたではないか！　あれをたまたまだと!?　私もたまたまマサムネ君をぎゅーしてもいいんだな！」

　ダメに決まってんだろ！

「……………………………………………………」

　ちなみに机き上じようのＰＣに映るエロマンガ先生は、お面をかぶったまま沈ちん黙もくしていて逆に怖こわい。

　エルフが、おもちゃの槌つちを京きよう香かさんに突つき付つけて言う。

「これは──事案よ！　わりとマジで通報案件だからね！」

「だ、だから違ちがうと言っているでしょう！　私たちが眠ねむっていた『場所』をもう一度よく思い出してみてください！　あれは────正まさ宗むねくんの方から私の布ふ団とんに入ってきたんです！」

「えぇえぇぇ!!」

　まさかのパスがきやがった！　ちょっと！　勘かん弁べんしてくださいよ！

　ムラマサ先せん輩ぱいが、なんだと！　という顔で勢いよく俺おれを見る。

「た、確かに！　思い返してみれば、ふたりが寝ねていた位置関係……マサムネ君から寄っていったと考えた方が自然ではある……っ！」

「どうなの！　マサムネ！」

「そんなこと言われてもわかんねえよ！　寝ねてる間のことだぞ！」

「というか、その話が真実だったとして！　マサムネ君の布ふ団とんへと、押おし返かえせばよかっただけだろうが！　そのまま一いつ緒しよに寝ねる必要がどこにある！」

「それは……その……私も眠ねむかったですし……甘あまやかしたいという気持ちもあり……」

　京きよう香かさんがモジモジと言葉をにごせば、ムラマサ先せん輩ぱいとエルフがさらなる追及を加える。

　ぎゃあぎゃあと騒さわがしいやり取りがしばし続き──

「……で？」

　ささやくような呟つぶやきが、場の雰ふん囲い気きを凍こおらせた。

「けっきょく……どうするの？」

「え、えっと…………」

「さ、紗さ霧ぎり？」

「京きよう香かちゃんでも、だめだったんだけど？　どうするの？」

　ひぇえぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!

　その場の全員が震ふるえあがった。

　紗さ霧ぎりは、小さな声で喋しやべっているだけなのに……ド迫はく力りよくなんですけど……。

　メルルのかわいいお面が、とてつもなく恐おそろしい呪じゆ物ぶつであるかのようにさえ見える。

　皆みなを代表する形で俺おれが言う。

「そ、それは……ええと、アレだ……とっ、とりあえず──」

「とりあえず？」

　ううう、妹の目が冷たい……！

「保留だ！　なぜなら今日は、これから急な呼び出しで編集部に行くことになっているから！　そのあとはすぐに同じ建物内で脚きやく本ほん会議がある！　だから……いま、この件で話し合ってる暇ひまがない！　……その……夜に帰ってくるまでには、何か考えておくからさ！」

　俺おれは苦くるし紛まぎれに、全力で時間を稼かせぐ策を取る。

「……期待しないで待ってる」

　朝食の間中……気まずい空気が消えることはなかった。

　神楽かぐら坂ざかさんの急な呼び出しの理由は、大量のサインを書くというものだった。加えて、ゲーム関係の確かく認にんが幾いくつかあり……それらがすべて終わったあと、十八時から出版社の大会議室にて、脚きやく本ほん会議が始まった。

　今日は七月三十日。

　アニメ『世界で一番可愛かわいい妹』シリーズ構成第二稿こうと、第一話脚きやく本ほんの締しめ切きり日びでもある。

　ギリギリではあったものの──無事に完成。

　プリントアウトされたものが、会議参加者の手元に配布されている。

　会議に参加しているのは、原作者である俺おれ・和泉いずみマサムネに加え、アニメ監かん督とくの雨あま宮みや静しず江えさん、脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈なさん、プロデューサーの赤あか坂さか透とう子こさん、そして、原作担当編集の神楽かぐら坂ざかさんと、その他アニメスタッフの皆みなさんという面々。

　本日の議題は、真ま希き奈なさんが、たったいま提出したばかりのシリーズ構成第二稿こうと、第一話の脚きやく本ほんについてだ。

　まずは脚きやく本ほんを、皆みなで読よみ込こむ。

　しばしの時が経たって……

「……うん」と、雨あま宮みや監かん督とくが頷うなずいた。

「読み終わった」

　無口な人なので、そのリアクションがどういう意味なのかは判じかねる。

　が……赤あか坂さかＰや、アニメスタッフたちが、そろって胸を撫なで下おろしている。

　どうやら、良感かん触しよく、ということらしい。

　張はり詰つめていた空気が、緩ゆるんでいくのがわかった。

　そして、原作者である俺おれも、強い手ごたえを感じていた。

　──よし！　さすが真ま希き奈なさん。これなら安心だ──

　先月は、脚きやく本ほん家が別の人に代わる──なんて話も出て、どうなることかとハラハラしたけれど……いまは、確実に良いい方向へと進んでいる。

　雨あま宮みや監かん督とくが、穏おだやかに目を細め、真ま希き奈なさんを見る。

「……じゃあ……これから、意見を言っていきます」

　脚きやく本ほん会議が、本格的に始まった。

　そして──

　俺おれや監かん督とくから、幾いくつかの修正案や確かく認にんなどがあったものの、その場で修正できる程度のものだったので、真ま希き奈なさんはすぐに脚きやく本ほんを再提出。

　シリーズ構成第二稿こうについても議論したが、こちらは修正点なしという結論。

「では、早くもこれで決定稿こう……ということで」

　赤あか坂さかＰが、トントン、と書類を整せい頓とんしながら言う。

　雨あま宮みや監かん督とくも、ゆっくりとした口調で真ま希き奈なさんをねぎらった。

「……真ま希き奈なちゃん、お疲つかれさまでした。いいペース……だね」

「まぁね[image: ][image: ][image: ]♪　面おも白しろかったでしょ！　我ながら自信あるんだよね！　つかもー正まさ宗むねさんと同どう棲せいを始めてから、創作意欲湧わきまくりで！　毎日楽しくてしょうがないんだよ！」

「ふふふ……それはよかったですね、葵あおい先生」

　黒幕めいた含ふくみ笑わらいを漏もらす赤あか坂さかＰ。

「同時期に放映が決定している例の作品に、勝てそうですか？」

「いやぁーこれは勝ったね！　真ま希き奈なちゃんはさいきょーですし！　わざわざ煽あおりビデオ送ってきた貧乳ちつぱいマジざまあ。中二病量産機ざまあ。闇やみの炎ほのおに抱だかれて爆ばく死ししろ！」

　ライバル作品の決めポーズまで真似まねて、パロゼリフで勝かち誇ほこる真ま希き奈なさん。

『まだ始まってもいないのに調子に乗るな』という自分の台詞せりふを完全に忘れている。

　ラスボスの風格を湛たたえる赤あか坂さかＰといい、頼たよりになるクズども……もとい制作陣じんであった。

　真ま希き奈なさんのマンションで見たメッセージビデオ。

　あれを送ってきた例の女性も、最近パッとしない真希奈さんライバルに発破をかける意味で、あんな煽あおるような言い方をしていたんじゃないかな──なんて思うのだが。

　そこで躊ちゆう躇ちよなく全力の復ふく讐しゆうに走るのが、真ま希き奈なさんである。

　この人と同じ陣じん営えいに属していることに、心強さと同程度の、良心の呵か責しやくを感じるよ。

　同期放送の他アニメ作品は、『白』。

　俺おれたち『世界妹セカイモ』制作陣じんは、『黒』。

『白』と『黒』とがはっきり別れて感じられる。

　いまの俺おれって、夢を叶かなえるために『邪じや悪あくなる黒』の中にいるんじゃないの？

　悪の天才脚きやく本ほん家を擁ようするは、金満大正義のアニメ制作会社。

　作っているのはラブコメラノベアニメ。

　そんでもって現状優勢。

　これ、お仕事ものの作品だったなら、完全に悪役ポジの陣じん営えいだろう。

　別に構わんけどな。

　最終的に妹が笑ってくれるなら──それだけで俺おれの完全勝利なのだから。

　そのためなら、白とか黒とかどうでもいいや。悪の陣じん営えいでもいいや。

　心からそう思う。

　ともあれ、アニメ放映まであと九か月──アニメ制作の初期段階である脚きやく本ほん作りは、いまのところ順調に進んでいた。

　真ま希き奈なさんが、大きな胸をたゆんとさせつつ俺おれを指さす。

「っつーわけで正まさ宗むねさん！　やつをブッ殺すために、第二話は原作者脚きやく本ほんでよろ！」

「えええ！　唐とう突とつに何を言い出すんですか!?」

「シリーズ構成にも書いたけど、第二話は原作とかなーり変えなきゃだから、原作者に書いて欲ほしいんだよ」

　彼かの女じよはガラリと真しん剣けんな様子で、

「絶っっったい！　良くなるから！　お願いっ！」

「俺おれ、脚きやく本ほんなんて書けないですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだって書ける書ける。そばで、わたしが脚きやく本ほん書いてるとこ見てたでしょ？　あんな感じでやればいいから」

「で[image: ][image: ][image: ][image: ]た[image: ][image: ][image: ]よ[image: ][image: ][image: ]」

「な、なにさぁ！」

　俺おれは、指を折りながら教えてやった。

「先せん輩ぱいクリエイターあるあるその一──なんでも超ちよう簡単そうに言う」

「むむっ」

「先せん輩ぱいクリエイターあるあるその二──自分ができることは他人にも当然できると思っている」

　あんな感じでやればいいから。

　みんなそう言う。

　できねーよアホって思われているから、気を付けた方がいい。

「いやいや！　できるってば！　謙けん遜そんしないでよ！」

「謙けん遜そんではなく。──もちろん表記形式フオーマツトとかは覚えましたし、予習も練習もしてきてますし、『脚きやく本ほんを書く』ことはできると思います。ただ、真ま希き奈なさんと同等以上の出で来き栄ばえのものを書く自信がありません」

　小説家と脚きやく本ほん家は、必要な技能に一部被かぶりがあるものの──基本的には別物である。

　専門家でもないラノベ作家がいきなりやって、できるようなものじゃない。

　原作者が書いた方が……みたいなことを簡単に言う人がいるけれども、それで良いいものができるかというと、かなり怪あやしいと俺おれは思う。

　一年ほど前、紗さ霧ぎりと再会した頃ころに、アニメの脚きやく本ほんを先走って書いたことがあったけれど。

　いま見直してみると、あれの出来はひどいものだった。

「そりゃそうでしょ！　キミがわたしより良いい脚きやく本ほんが書けるなら、わたしいらないじゃん！　　別に、第一稿こうからわたし以上のものを書けなんて言ってないよ」

　疑問を呈ていした俺おれに、真ま希き奈なさんは言う。

「脚きやく本ほん会議には、わたしを含ふくめて専門家がそろってるんだから。話し合って、直して、最終的にわたしが書くよりも良いい二話を完成させてくれればいいんだよ。原作者であるキミには、それができると思ってる」

　ぐっと身体を乗り出して、キャラデザ資料を突つき出だして、

「何故なぜなら、この子たちを一番よくわかってるのは、やっぱりキミだから！　脚きやく本ほん家としての経験はわたしたちで補うから、原作にないシーンを本物にするために、キミに直接『魂たましい』を込こめて欲ほしいんだっ！」

　あふれる熱意が、風となって、轟ごう々ごうと吹ふき付つけて来るかのようだった。

「それでアニメがよくなるんですね？」

「もちろん！」

　……ここまで言われてしまったら。

「わかりました……──やってみます！」

　観念して、そう答えるしかなかった。

　モチベーションがギュンと上がり、胸の裡うちで燃え上がる。

　よし……よし、やるかあ！　予習の成果を、いまこそ発揮するときだ！

「そうこなくっちゃ！　ってわけで来週の議題は、正まさ宗むねさんが書いてくるであろう第二話の脚きやく本ほんについてだね！　よっろしくぅ♪」

「葵あおい先生も、さっそく第三話の脚きやく本ほんに取とり掛かかってくださいね」

「………………は、はぁい」

　赤あか坂さかＰから、しっかりと釘くぎを刺さされた真ま希き奈なさんであった。

「和泉いずみ先生は、残っていただけますか？」

　脚きやく本ほん会議が終わったあと、帰ろうとした俺おれを、神楽かぐら坂ざかさんが引き留めた。

「はい、なんでしょう？」

「色々と相談したいことがありまして。主にスケジュールについて……」

「あー、はい、わかりました」

　神楽かぐら坂ざかさんは、椅い子すに座すわって、ノートＰＣの画面に向かっている。

　視線はそのままに、ちょいちょいと指で俺おれを招く。

　俺おれが、ジェスチャーの示すままに近寄ると、彼かの女じよはこんな話を切り出してきた。

「実はエロマンガ先生から、和泉いずみ先生のスケジュールについて、怒いかりのメールがガンガン届いているんですよね」

「はあ」

　心当たりがありすぎる。

「要約すると『あいつの仕事多すぎ！　なんとかしろ！』という内容なんですが。『進行中の企き画かくふたつくらい止めろ』とか、無茶苦茶言ってきてます」

　あのブチキレ具合なら、そのくらい言うとは思う。

　たとえば、いま一番スケジュールがヤバいのはゲーム関連の仕事なのだが──

「一応聞きますけど……止めるとか、無理……ですよね」

「哀かなしいけどやつらスポンサーなのよね。アニメの制作委員会にゲームメーカーが名を連ねている場合、必ずゲームは作らないといけません！」

「マジすか」

「マジですマジです！　他のどの編集者に聞いてもそう言いますよマジで！　ってわけで、ゲームに限らず、派生商品の監かん修しゆうやら書き下ろしやらは、原作者の義務だとご理解くださいな。絶対やってください。拒きよ否ひ権とかないんで」

　騙だまそうとしてるときの話し方なんだよなあ……。

　とはいえ、『夢』のためにも、原作ファンのためにも、やった方がいい仕事だ。

　それに……

「個人的にゲーム化は超ちよう嬉うれしいんで、せっかく作るなら面おも白しろいものにしたいですし、一度関わった以上は、途と中ちゆうで放り出すわけにもいきません。ちゃんと最後までやり遂とげますよ」

「ですね。なので、エロマンガ先生にはなんとか納なつ得とくしていただかないといけないんですが──とりあえず、この表を見てください。和泉いずみ先生のスケジュールについて、現状を表したものです」

　神楽かぐら坂ざかさんが表示させたのは、表計算ソフトで作られたスケジュール表だ。

　現在進行中の企き画かく複数について、それぞれ次の締しめ切きり等を示している。

　和泉いずみマサムネが関わっている企き画かくは、左記のとおり。

　原作小説『世界で一番可愛かわいい妹』。

　アニメ『世界で一番可愛かわいい妹』。

　携帯ゲームＡＤＶ『世界で一番可愛かわいい妹』。

　ソーシャルゲーム『世界で一番可愛かわいい妹』。

　大きなものでは、この四つ。細かい仕事については説明がめんどいので省略する。

　重要なのは、次の締しめ切きりがすべて八月に集中していることだ。

「これ、締しめ切きりズラせないんですかね？」

「私の巧たくみな交こう渉しよう術でズラせますが、最終的なデッドラインは、どの企き画かくもほぼ同じだと思いますよ。何故なぜかというと、これらの企き画かくはすべて、『世界で一番可愛かわいい妹』のアニメ化に合わせて始動したものだからです。アニメ放映中にＣＭを流して、販はん促そく効果が切れる前に発売したいわけです。よほどの理由がない限り、延期はあり得ません」

「つまり？」

「制作期間がモロ被かぶりなのは必然なので諦あきらめましょう！」

　勢いのある結論だった。

「……それじゃあ、エロマンガ先生が納なつ得とくしないと思います。俺おれとしても、これ以上、妹に心配をかけるわけにはいきません」

「そういうわりに、さっき自分で仕事ひとつ増やしましたよね？」

「そ、そうですけど！　あれは──」

「どうしても必要なことだと判断されたんでしょう？　わかります──ですから私も、止めませんでした。そして！」

　神楽かぐら坂ざかさんは、ノーパソを操作し、新しい表を俺おれに見せた。

「御ご覧らんください！　私の巧たくみな交こう渉しよう術で！　なんとソシャゲの仕事を九月にズラすことに成功しました！」

「おおっ！　やるじゃん神楽かぐら坂ざかさん！　たまには編集者らしいこともするんすね！」

「いやぁ～、そんなに褒ほめないでくださいよ和泉いずみ先生！　あんなやつらを言いくるめることくらい、有能編集者たるこの私にとっては朝飯前なんですから！」

　先方には聞かせられない会話である。

「で……これが俺おれの、新しい八月のスケジュールですか」

　表に目を通した、俺おれの感想を言おう。

「えーと……見み間ま違ちがいかな？　来週の仕事、増えてません？」

「増えてますね。九月にズラした仕事の代わりに、先ほど安やす請うけ合あいした脚きやく本ほんの仕事と、もう一つ、私が取ってきた別の仕事を入れてあります。その代わり、来週さえ乗り切れれば、とりあえず急ぎの仕事はなくなりますから、そこまでがんばってください。和泉いずみ先生なら楽勝でしょ？　夏休みで学校もないし」

「俺おれは小説を書くのが速いだけで専門外の仕事だと普ふ通つうに時間がかかるんです！　だいたい──いま我わが家やでは『徹てつ夜や禁止令』が発令中なんですよ!?」

「それでも──和泉いずみ先生ならできると信じています！　この程度のピンチ、いままでだって何度も乗のり越こえてきたじゃないですか！」

「薄うすっぺらい精神論はやめろぉおぉぉ！」

　どのラノベから引用してきやがった！　せめて自分の言葉で話せや！

「真しん剣けんな話、私の作ったこのスケジュールどおりに進行できるかどうかで、和泉いずみマサムネという作家の運命が変わってくると思います。ムラマサ先生は例外として、うちのレーベルで一線で活かつ躍やくしている大人気作家さん方は、今の和泉いずみ先生と同じような状じよう況きようになり、苦く悩のうし、そして乗のり越こえてきました」

　担当編集から冗じよう談だんの色が消え、まっすぐに俺おれを見つめてくる。

「全員が、です。なぜなら、乗のり越こえられる作家さん方でないと、大人気になどなりはしないからです。それほど最前線は過か酷こくです。アニメに限らず『世界妹セカイモ』という作品にとって、来週は、そのくらいに重要な局面とお考えください」

「……………………」

　俺おれも、彼かの女じよの言葉を重く受け止める。

「プライベートで色々あるのはお察ししますが──来週だけは、家族が怒おころうが、恋こい人びとにフラれようが、無視してください。『徹てつ夜や禁止令』なんて解除して、すべての仕事をやり切るべきです。一生に何度もないチャンスを前にした担当作家への、心よりのアドバイスです」

　彼かの女じよは、悪あく魔まの笑え顔がおで言う。

「いかがでしょうか、和泉いずみ先生」

「ただいま──ッって、うわ!?　なんだ!?」

　帰宅した俺おれは、靴くつを脱ぬぐ暇ひまもなく、殺気だった女性陣じんに取り囲まれた。

「マキナから聞いたわよマサムネ！　この期ごに及およんで脚きやく本ほんまで書くって──あんた、バカじゃないの!?　どんだけ仕事抱かかえてんのよ！　一人でやったら一か月以上かかるわよ！」

　と、エルフ。

「本当に大莫ば迦か者だな君は！　出かける前よりも仕事が増えているではないか！」

　と、ムラマサ先せん輩ぱい。

「まったく！　無能な営業ですか貴方あなたは！」と、京きよう香かさん。

　エルフの持つタブレットからは紗さ霧ぎりが、トドメとばかりに、

「もぉぉ……兄さんのあほぉっ！」

　さんざんな言われようである。

　張はり詰つめた空気の中、俺おれは一歩前に出る。

　全員の視線が、俺おれに集まっている。

　俺おれのために怒おこってくれているみんなに、俺おれは──

「心配をおかけして申し訳ございません！」

　深々と頭を下げる。

　いま、俺おれ、和泉いずみマサムネは──大きな葛かつ藤とうを抱かかえている。

　夢を叶かなえるために、来週の仕事は、是ぜが非でもやり切らねばならない。

　紗さ霧ぎりに、皆みなに、これ以上心配をかけるわけにはいかない。

　その二つを、完全に両立させることはできない。

　──来週だけは、家族が怒おころうが、恋こい人びとにフラれようが、無視してください。

　──『徹てつ夜や禁止令』なんて解除して、すべての仕事をやり切るべきです。

　だから、悩なやんで、悩なやんで、考えて、考えて──

　こうすることにした。

「でも！　あと一週間だけ──　俺と一緒に、がんばってください！　俺おれ一人じゃ何度も徹てつ夜やして、無理して……そうしないとやり遂とげられない！　それはもうやりたくないから……！　だから一いつ切さいの遠えん慮りよなしに、みんなの力を頼たよらせてください！」

「……マサムネ……あんた」

　エルフが、驚おどろいた目で俺おれを見ている。ムラマサ先せん輩ぱいも、京きよう香かさんも、同じだ。

　俺おれが、ここまで露ろ骨こつに、他人の力をあてにしたの……初めてだもんな。

　そこまでしなければらならない、と思ったのだ。

　自分自身の力だけじゃ足りないというなら。

　一いつ緒しよに仕事をしている企き画かくチームメンバーのみならず、家族や友人の力まで、借りられるだけ借りよう。味方になってくれるすべての人たちの力を結集して、作品創りに臨のぞもう。

　すべてが終わったあとで、莫ばく大だいな恩を返していこう。

　情けない結論かもしれないが……

　俺おれにとって、総力戦──全力を振ふり絞しぼるとは、そういうことだ。

「そして、今週を乗り切ることができたなら……そのときは……」

「全力で休ませてください！」

「…………………………………………」

　……………………………………。

　返事はない。場には、静せい寂じやくが満ちている。

　頭を下げたままでいる俺おれには、彼かの女じよたちの表情はわからない。

　そのまま、さらにしばらくの時が経たって……

　トン……トン……と、階段を下りる音。

　それから、タブレット越ごしではない儚はかなげな声が。

「ほんとに……もう……徹てつ夜や……しない？」

「……うん、しない」

「……毎日……しっかり……寝ねる？」

「……うん」

「私の目を見て、言って」

　紗さ霧ぎりは、顔を近づけて来る。

　俺おれは顔を上げ、その目をしっかりと見つめる。

「絶対に、倒たおれたりしないように──体調管理は、しっかりする！」

「……そっか。なら、いい」

　紗さ霧ぎりは、慈じ愛あいの微び笑しようを浮うかべる。

「終わったら、一いつ緒しよにお休みしようね」

「ああ！　一日だけじゃないぜ……！　たっぷり二日間、夏休みを取って──その間、誰だれがなんと言おうと絶対に仕事はしない！」

　握にぎりこぶしで宣言する。

　と、そこで、俺おれたちのやり取りを黙だまって見ていたエルフが、やれやれとばかりに口を挟はさむ。

「『たっぷり二日間』って、高校生が口にするにしては闇やみ深い台詞せりふよね……」

「まぁ、自分から『休む』と口にするようになっただけ、マシではないか？」

　ムラマサ先せん輩ぱいも、安あん堵どの息を吐はいて言ったものだ。

　紗さ霧ぎりが、エルフとムラマサ先せん輩ぱいに向き直り、頭を下げる。

「エルフちゃん、ムラマサちゃん……私からも、お願い。兄さんを、助けてあげて」

「改めて言われるまでもない。もとより我らは、マサムネ君を助けるためにここにいるのだからな」

「そういうコト」

　エルフは、紗さ霧ぎりの肩かたに気安く手を置いて、

「最後まで手伝ってあげるわよ！　超ちよう売れっ子であるこのわたしは、暇ひまじゃないんだけれど！　実は自分の締しめ切きりも結構やばいんだけれど！　あんたたち二人に頼たのまれちゃあね！　全ぜん裸らになってあげるしかないわ！」

　エルフ語を翻ほん訳やくすると、たぶん『一ひと肌はだ脱ぬぐわ（強）』的な意味だろう。

　ムラマサ先せん輩ぱいが、紗さ霧ぎりのすぐ横で俺おれを見る。

「ゲームシナリオの件だが……すでに一ルート書きあがっているぞ。さあ、さっそくチェックを頼たのむ。すべての『世界妹セカイモ』ファンを狂きよう喜き乱らん舞ぶさせる、素す晴ばらしいゲームにしようじゃないか」

「エルフ……ムラマサ先せん輩ぱい！」

「むろん私も、いままで以上に協力しますよ」と、京きよう香かさん。

「京きよう香かさん、みんな……！」

　感かん涙るいを堪こらえ、俺おれは身体を震ふるわせる。そんな俺おれに、皆みなはふっと笑って、

「あー、マサムネ君、いちいち感動しなくていいぞ」

「そーそ。何度目よ、このやり取り」

「何度目だろうと感動するときは感動するんだ！　みんな、ありがとう！」

「はいはい。休みになったら、わたしとも遊んで頂ちよう戴だいよ」

「私への報ほう酬しゆうは、君の小説で構わない。むろん、暇ひまになってからでいいぞ」

　まるで青春漫まん画がのようなやり取りの中──

「あ、正まさ宗むねさんー。そろそろ茶番終わったぁ？　二話の脚きやく本ほん終わったら教えてねん♪　わたし、それ読んでから三話書き始めるからー」

「「いますぐ書けやあ！」」

　律りち儀ぎにオチを付けにくる、真ま希き奈なさんであった。

　人生で一番忙いそがしい一週間が始まった。

「よぉぉし！　今日も一日がんばるぞい！」

「確かく認にんするわ！　マサムネ！　今週やんなきゃいけない仕事はなに!?」

「ゲームシナリオ監かん修しゆうと、原作小説六巻修正と、脚きやく本ほん第二話初しよ稿こうだ！」

「優先順位は！」

「いま言った順！」

「担当編集から増やされたっていう例の仕事は？」

「あれは小説だったからもう書き終わった」

「……そこは相変わらず速いのね」

「いま紗さ霧ぎりが、それの挿さし絵えを描かいてくれているはずだ」

「あの子も働くわねー。エロマンガ先生、アニメキャラデザの原案とか監かん修しゆうとかもやってるんでしょ？」

　俺おれは、皆みなに手伝ってもらいながら、猛もう烈れつな勢いで仕事をした。

　かつてのように何日もぶっ続けで──ではない。

　よく食べ、よく働き、よく寝ねて、また働く。

　健康的なサイクルだ。仕事をする時間は減ったが、能率自体は上がっている。

　一人じゃ一か月以上かかる仕事が、みるみるうちに片付いていく。

　今日も、二階の俺おれの部屋で仕事に励はげんでいた。

「ムラマサ先せん輩ぱい！　書いてもらったゲームシナリオだけど──」

「面おも白しろかっただろう？」

「面おも白しろかったけど！」

　俺おれは、遠えん慮りよなくお願いする。

「ゲームシナリオになってないから直して！」

「なにぃ！　どういうことだ!?」

「俺おれたちがいつも書いている縦書き小説と、ＡＤＶのゲームシナリオじゃ、表示形式が違ちがうんだ。今回の場合、横書きで、三行ずつ、画面下部のウィンドウに、表示されるわけ」

「ふむ、だから？」

「縦書き小説のつもりで書いちゃうと、めちゃくちゃ読みにくい。先せん輩ぱいもＷＥＢで小説を読んでいたならわかるだろ？　日本語テキストは、横書きよりも縦書きに向いているんだ。横書きとの相あい性しようが悪いとまでは言わないけど、よくもない。ゲームシナリオも同じだ」

「なるほど……続けてくれ」

　今日では、小説投とう稿こうサイトにしろ、ブログにしろ、文章を読みやすく整形する機能が標準搭とう載さいされているから、レイアウトを意識する機会は少なくなったかもしれない。

　それでも、ＷＥＢライターやＷＥＢ小説家なら、嫌いやという程ほど実感しているだろう。

　横書きテキストは、特に取とり扱あつかい注意。

　レイアウト如何いかんで、面おも白しろさが減げん衰すいしてしまう。

「横書きの日本語テキストは、一行にたくさんの文字が並ぶだけで読みにくくなるし、そのまま折り返すとさらにガクンと可読性が落ちる。視線が左右に大きく振ふれて、次の文字を見失うからだ。そんな感じで他にも色々こつが──」

「──説明するのはわたしがやるわ」

　俺おれの長台詞ぜりふを、わきからエルフが引き取った。

「ムラマサにゲームシナリオの書き方を調教するのは、こっちでやるから、あんたは自分の仕事を進めなさい」

「っと、そっか。……じゃあ、お任せします、エルフ先せん輩ぱい」

「任せなさい、後こう輩はい」

　どん、と胸を叩たたくエルフ。

「エルフ貴き様さま！　私をチンパンジー扱あつかいするのはやめてもらおうか！」

「はいはい、人間様なら半日で覚えられるわよね。わたしが監かん修しゆうした『爆ばく炎えんのダークエルフ』のゲームを渡わたすから、それ見て勉強するといいわ」

「あのゲームなら、この前、原作者本人に見本品を押おし付つけられたから、プレイしたぞ」

「そんなこともあったわね。なら、話は早いわ。──あんな感じでやって頂戴」

　ホラ出た。あんな感じでやって頂ちよう戴だい。

　眉まゆをひそめて困っているムラマサ先せん輩ぱいに、俺おれは言った。

「ムラマサ先せん輩ぱいも、改めて、ありがとな。書いてくれたシナリオ、超ちよう面おも白しろかった。俺おれひとりだったら、こんなに手ごたえのある監かん修しゆうはできなかった」

「……構わない。むしろ、手伝わせてくれてありがとうと私が礼を言いたいくらいだ。飛び入り参加を許してくれた、ゲームメーカーにも感謝せねばな」

　そうやって。

　俺おれたちは、着実に仕事を片付けていった。

　以前は俺おれが一手に引き受けていた家事なども、それぞれ分担してもらっている。

　料理はエルフ。洗せん濯たくは京きよう香かさん。掃そう除じはムラマサ先せん輩ぱい、という具合にだ。

　正直なところ、これでかなり仕事の時間を作ることができている。

　夜十一時には部屋に戻もどり、さっさと寝ねる。

　この前揉もめていた部屋割りの件だが、結局どうなったかというと。

　家族会議の結果──俺おれは、紗さ霧ぎりと同じ部屋で、別々に寝ねることになった。

　ベッドは紗さ霧ぎりが使い、そのわきに布ふ団とんを敷しいて、俺おれがそこに寝ねるという形。

『自分で兄を監かん視しする』と言い張る紗さ霧ぎりの意見を汲くんだ、折せつ衷ちゆう案だ。

『部屋の鍵かぎを開けておく』という条件に、

「……部屋の鍵かぎを開けておくと、すっごく不安で落ち着かない……」

　紗さ霧ぎりが引きこもりらしい難色を示していたが、最終的には吞のんでくれた。

　かわいく唇くちびるを尖とがらせて、

「じゃあ……『私を部屋から出そうとする何者か』が入ってきたら、ちゃんと兄さんが守ってね」

　そんなことを言っていた。超ちようかわいい。夜中にタイラントが襲おそってきても絶対守るよ！

「……ふぅ」

　ともあれそういうわけで。

　好きな人と同じ布ふ団とんで寝ねる──なんて状じよう況きようからは、無事に逃のがれることができた。

　この前みたいなドッキリ寝ね起おきシチュを続けたら、俺おれの精神が擦すり切きれてしまう。

　だから、これでよかったのだろう。……ちょっぴり残念な気持ちもあるが。

「じゃあ、寝ねるか。……おやすみ、紗さ霧ぎり」

「おやすみなさい、兄さん」

　電気を消し、目をつむる。充じゆう実じつした疲つかれが身体に満ちている。

　やがて俺おれの意識は、ゆっくりと沈しずんでいった……。

　──一いつ緒しよに暮らしていることを、家族とは言わないもの。

　かつて妹は、そう言っていた。

　……いまの俺おれたちは、家族になれたのだろうか？

「……マサムネ……起きなさい……マサムネ」

　小さなささやきが、右耳から聞こえてくる。

「う……ん……」

　俺おれ、和泉いずみ正まさ宗むねは、疲つかれていても、早朝になると勝手に目が覚める体質だ。

　だから、『誰だれかに起こされる』ってことは、まだ夜中なのだろう。

　半覚かく醒せいの頭でそこまで思考したところで、

　ぱん、と顔面をはたかれた。

「あいてっ」

　たまらず声が出る。と同時に、急速に意識がはっきりしていく。

　何事かと目を開けると、そこにいたのは──

「エル……むぐっ」

「しっ……静かに」

　侵しん入にゆう者は、声を上げかけた俺おれの口を手でふさぐ。

　その正体は、エルフだ。いつの間にやら、俺おれのすぐ右みぎ隣どなりに寝ねていて、俺おれと同じ掛かけ布ぶ団とんから顔をのぞかせている。

「……なんのつもりだ」

　押おし殺ころした声で問うと、彼かの女じよはいい笑え顔がおで、

「もちろん──夜よ這ばいよ！」

　声をひそめているのに、よく通る声だった。

「な、なんだって？」

「せっかく同どう棲せいイベント進行中なのに、ずっと仕事してるだけとかありえないでしょ。くふふふ……『開かずの間』の鍵かぎを開けるために、わたしがどれだけの計略を重ねたことか──ようやくチャンスが巡めぐってきたわ！」

「じ、自分の部屋に戻もどれよ。紗さ霧ぎりが起きたら……」

「だからこそよ！　好きな人が隣となりで眠ねむっているなんて、さぁ寝ね取とってくださいと言わんばかりのシチュエーションだと思わない？」

「なんだその意味わからん理り屈くつは……」

　電でん撃げき文庫を読んでくれている中高生に伝わらないネタはやめろ。

「早く戻もどれって」

「駄だ目めよ、というか無理」

「なんで」

　問うと、エルフは、ニヤ、と不敵な笑えみを浮うかべる。

　それから、布ふ団とんの中でなにやらゴソゴソして、手品のように『それ』を取り出した。

「はいマサムネ、これあげるわ♪」

　服であった。

「んな……っ」

　パジャマである。エルフが、いつも寝ねるときに着ているものだ。

　それが布ふ団とんの中から出て来るということは────

「お、おまえ！　おまえっ！」

「何故なぜなら、いま、わたしは、はだかだからよ！」

　爆ばく弾だん発言を口にしながら、今度はくつしたを布ふ団とんの中から投げてくる。

　続いて……身に着けていたものが、順番に布ふ団とんの上に投げ出されていくのであった。

　これでは無理やり布ふ団とんから追い出すわけにもいかない。

「……なんだこの状じよう況きようは……！」

　エロいシチュエーションなのかもしれないが、あまりのことに頭が付いていかないぞ！

　エルフが、耳元で色っぽくささやく。

「くふふふ……わたしは予習を怠おこたらない女。──男の子って、こういうのが好きなんでしょ？」
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「なにを参考にしたんだよ……」

「ハート型ニップレスも貼はってきた方がよかったかしら」

「なにを参考にしたんだよ！」

　どんなに露ろ出しゆつ度が高くても絶対笑うやつじゃねえか。

「そんなもので俺おれは誘ゆう惑わくされんぞ！」

「あらそう。でもどうかしら……さすがにこのまま密着して、抵てい抗こうできる男がいるとは思えないのだけれど」

　くふふふ、と、笑う。

　冗じよう談だんまじりのやり取りから一転。

　いつもと同じ笑え顔がおなのに、いま、薄うす闇やみの中で……淫いん魔まの微び笑しように見えてくる。

「……く……っ」

　布ふ団とんから逃にげ出だそうと身をよじるも、先んじて腰こしに腕うでを回され──

「──────」

　あああああ！　柔やわらかな感かん触しよくが……脳が、バカになる……

　俺おれが、邪じや悪あくなる淫いん魔まにやられかけたとき。

　ごろごろごろ──という音とともに、ベッドから何かが転がってきて。

　エルフの上に落ちた。

　どし、という鈍にぶい音。そして、

「ぐえっ」

　女子としてあり得ない悲鳴。

　オシリが顔面に落ちてきたのだ。そんな声も出るだろう。

「……ゆだんもすきもない」

　エルフの顔面に強きよう烈れつなヒップドロップを決めたのは、もちろん紗さ霧ぎりだ。

「……さ、紗さ霧ぎり……おまえ……起きてたのか」

「兄さんの声がうるさかったし……今日あたり、くるかなって思ってたから」

　寝ねたふりしてただけ、と紗さ霧ぎりは言う。

「そ、そなんだ……」

　危なかった！　危なかった……！　エルフの誘ゆう惑わくに乗っていたら、今いま頃ごろ……！

　俺おれは、心から安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「エルフちゃんを追い出すから、兄さんは目、つむっててね」

「……はい」

　え？　廊ろう下かに？　マッパのまま？

「なにか言いたいことでもあるの？　兄さん」

「い、いいえ……」

　改めて実感する。

　どうやら俺おれの妹は、『開かずの間』に引きこもっている限り、無敵らしい。

　八月三日──ゲームシナリオ監かん修しゆう完かん了りよう、提出。

　八月四日──原作小説六巻修正完かん了りよう、第二稿こう提出。

　そして、八月六日、夜十時三十分──

「うおおおおお！　お、わったぁ────っ！」

　自室の中央で叫さけぶ、俺おれの姿があった。

　アニメ第二話、原作者脚きやく本ほん回の第一稿こうが完成したのだ。

　ぱちぱちぱち、と手を叩たたくのは、エルフとムラマサ先せん輩ぱい。

「監かん修しゆう、脚きやく本ほん、原作……よくまぁ一週間でやり切ったわね。さすが『超速筆スピードスター』の能力者」

「見事だ、マサムネ君」

「俺おれだけの力じゃない！　みんなでやり遂とげたんだ！」

　改めて、アシスタントを務めてくれたふたりと、固く握あく手しゆをする。

「くふふ、まぁ、これで仕事がぜんぶ片付いたってわけじゃないけれど」

「近々の締しめ切きりは、もうないのだろう？　ひとまずは、お疲つかれさま」

「ゆっくり休みなさい」

「ああ……！」

　紗さ霧ぎりと、約束したからな。

　俺おれは、ベッドにダイブして仰あお向むけになり、ゆっくりと息を吐はく。

「よぉぉし！　全力で休むぞぉ──っ！」

　明日から、俺おれの夏休みが始まるぜ！
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　というわけで休日だ！

『世界で一番可愛かわいい妹』アニメ化発表から続いていたデスマーチに一応の区切りがつき、俺おれは、清すが々すがしい気持ちで眠ねむりについた。

　その翌朝。

　いまは、エルフの作ってくれた美味おいしい朝食を皆みなで摂とった直後だ。

　普ふ段だんなら、俺おれが洗い物をするところなのだが、エルフに『わたしがやるわ』と断られてしまった。じゃああ、という家庭的な水音が、キッチンから聞こえてくる。

　リビングのソファでは、ムラマサ先せん輩ぱいが小説を書いている。

　京きよう香かさんは、ちょうどいま仕事に出かけたところ。

　紗さ霧ぎりは自分の部屋で仕事のイラストを描かいているはずだ。

　真ま希き奈なさんは、二度寝ねの真っ最中。

　俺おれはといえば、『久しぶりの休日』を満まん喫きつして──

「うわああああ！　休みって何をすりゃいいんだァ──！」

　──いなかった。

　俺おれは、リビングで立たち尽つくし、頭を抱かかえて叫さけぶ。

　洗い物をしていたエルフが、手を拭ふきながら寄ってきて言う。

「マサムネがまた闇やみ深いこと叫さけんでる……二度寝ねでもしてくりゃいーじゃない。せっかくの休みなんだから」

　ムラマサ先せん輩ぱいが、ちら、とノートから顔を上げて俺おれを見る。

「そのとおりだぞマサムネ君。昨夜、『全力で休む』、『一日中ごろごろして過ごす』と宣言していたではないか。とっとと部屋に戻もどるといい」

「そうなんだけどさ。いつもの習慣で目が冴さえちゃって……二度寝ねってどうやりゃいいんだ？　忙いそがしいときは憧あこがれるけど、いざやろうとすると難しくない？」

「二度寝ねの玄人くろうとに聞いてみたらどうだ？　なんなら叩たたき起おこしてくるぞ」

　ムラマサ先せん輩ぱい、真ま希き奈なさんにエラい二つ名を付けている……。

　エルフも、困ったように苦く笑しようした。

「とはいっても、こればかりは習慣よねー。あんたみたいに毎日毎日、遅おそ寝ね早起きして、家事やってー仕事やってーテキパキテキパキ──みたいなやつは、いきなり休日だから寝ねて過ごせって言われても、どだい無理な話なのかも」

「ほほう、怠なまけるのにも練習が必要ということだな」

　うむうむ、と、納なつ得とくした様子のムラマサ先せん輩ぱい。俺おれは、わなわなと両手を震ふるわせる。

「食休みの数分で、すでに手持ぶさた感がひどい。いつものよーに、俺おれの脳内では、家事を最速で片付けて、とっとと仕事を始めるためのシミュレーションが行われているッ！」

「洗い物も洗せん濯たくも掃そう除じも、ぜんぶわたしたちでやるから」

「君はなんにもやらなくていいぞ」

「うわあぁあぁぁぁあ！　やることなくて落ち着かねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　ふたりの気き遣づかいだというのは、もちろんわかっちゃいるのだが。

　習慣を禁じられるというのは、思いのほか、辛つらいものだ。『今日はスマホに触さわるなよ』と命じられたようなもどかしさ。

「あーうるさい。今朝のあんた、定年退職した直後のお爺じいちゃんみたいね」

「うぅ……マジでどうしよう。九月にズラしたソシャゲの仕事でも、前まえ倒だおしでやってようかな……」

「やめろ莫ば迦か者」

「本ほん末まつ転てん倒とうっていうのよそれ」

　あきれてツッコミを入れてくるムラマサ先せん輩ぱい＆エルフ。

「でもさぁ」

「明後日あさつてからまた一いつ生しよう懸けん命めい仕事するためにも、今日は全力で休みなさいよ」

　エルフの言うとおりだ。

「それは自分でもわかっちゃいるんだが」

「じゃあ、『Civilization6』　のマルチプレイでもやる？　狭せまいマップね。わたしはアステカかシュメールを使うわ」

「そのゲーム知らないけど、おまえが悪意ある初心者狩がりを仕し掛かけようとしてるのはわかる」

「くふっ、段々わたしのことを理解してきたようねマサムネ！　さすが我わが未来の夫よ！」

「なんでせっかくの休日に、エルフにゲームでボコられなくちゃならんのだ」

「じゃ、別のアイデア出しましょ。うーん、対戦ゲーだと、どれもわたしが圧勝しちゃうのよねー。ムラマサはなんかある？」

「そうだな……ふむ、小説を書いて遊ぶというのはどうだ？　ほら、この前のように」

『この前のように』ってのは、以前みんなでリレー小説を書いて遊んだときのことを言っているのだろう。

「あれは楽しかったなあ──」

　頰ほおを紅潮させて、ほくほく顔のムラマサ先せん輩ぱい。

「ウッ、無茶ぶりキラーパスで苦しめられた思い出がよみがえってきたわ……」

　一方エルフは、渋じゆう面めんで眉まゆをひそめている。

「てか、お休みの日まで小説書くとかやめましょうよ。楽しいっちゃ楽しいけど、昨日まで小説を書きまくってたマサムネの休きゆう憩けいにはならないじゃない」

「そうか？　こんなときこそ趣しゆ味みの小説を書いて気晴らしをすべきでは？」

　エルフと先せん輩ぱいの見解の違ちがいが面おも白しろい。

「まぁ、俺おれも今日は『小説を書く』以外の過ごし方をしたいかな」

　楽しいけどね、趣しゆ味みの小説書くの。

　ただ……そんな過ごし方をした場合、紗さ霧ぎりとエルフから白い目で見られること請うけ合あいだ。

　今日はやめとこう。

「ところでマサムネ君は、普ふ段だん、どんな休日を過ごしているのだ？」

「うーん、日曜日は、仕事したり……掃そう除じしたり、洗せん濯たくしたり……」

「仕事や家事以外でだ」

「しばらく休みがなかったせいで、いままで自分が休日になにやってたか思い出せない……」

　以前の俺おれは、いったいどうやって休んでいたのだろう？

　本気でわからなかった。

「これは……重じゆう症しようだな」

　ムラマサ先せん輩ぱいが引いている。

　そのやり取りを聞いていたエルフが、くふっと笑って俺おれに言う。

「あんたは休みになると、わたしたちにセクハラしてたわよ」

「「ええ!?」」

　突とつ然ぜんの横やりに、俺おれとムラマサ先せん輩ぱいが大声を出す。エルフの手には、いつの間にやら起動済みのノートＰＣ。

　モニタに映っているのは、素す顔がおの紗さ霧ぎりだ。エルフは紗さ霧ぎりに同意を求める。

「そうよね？　エロマンガ先生？」

「うん……エルフちゃんのいうとおり」

「エロマンガ先生まで!?」

「そんな名前のひとはしらない。……けど、忘れたなら教えてあげる」

「そうね。思い出させてあげるわ──マサムネがまだそこまで忙いそがしくないころ……どんな風に休日を過ごしていたのか」

　そうして。紗さ霧ぎりとエルフは、『過去の俺おれ』について語り出した……

＊

　……あれは、去年の秋。和泉いずみマサムネ初となるラブコメシリーズ『世界で一番可愛かわいい妹』が始動して間まもなくのことだった。

　とある休日の午後。俺おれは妹の部屋──通つう称しよう『開かずの間』の中で、妹と向かい合って座すわっていた。俺おれは、片手で己おのれの顔を押おさえた『懊おう悩のうのポーズ』で、

「困った。あぁ～、困った。困ったぞぉ～」

「…………兄さん、その、わざとらしいフリはなに？」

　パジャマ姿の紗さ霧ぎりが、醒さめた眼まな差ざしを俺おれに向ける。

　ヘッドセットを付けて拡声し、かろうじて聞こえる程度の小声だ。

「……私に……相談があるんじゃ……なかったの？」

　そうなのだ。めったに部屋に入れてくれない妹に、俺おれは『仕事の相談』を持もち掛かけ──なんとかこうして『開かずの間』に入れてもらったというわけだ。

　小説家である俺おれの仕事は、紗さ霧ぎり──エロマンガ先生の仕事と、密接に関係しているので、いくら兄貴に冷たい紗さ霧ぎりといえど、この要件に関してのみは、俺おれをむげにすることはできない。

　話くらいは聞いてくれる。

「そう……相談。俺おれ、エロマンガ先生に、大事な相談があるんだよ」

「そ、そんな名前のひとはしらないっ」

　かぁっと赤面して、紗さ霧ぎりはいつもの台詞せりふを口にする。

　だから、そんなに恥はずかしいなら、なんでそんなペンネームにしたんだよ。

　もしもこれが小説だったなら、エロマンガ先生というペンネームの謎なぞは、作中最大のミステリーになるところだろう。

「そ、相談ってなにっ？　早くゆってっ」

「ああ、実は──」

　俺おれは、真しん剣けんな口調で言った。

「頭をなでさせてくれ」

「………………は？」

　きょとん、と、目を丸くする紗さ霧ぎり。

「わ、私の頭……って…………そ、それが、大事な相談っ？」

「うん」

「……うう……なんで……そうなるの……」

　紗さ霧ぎりは、困こん惑わくの色を顔に浮うかべ、頰ほおを桜色に染めている。

「俺おれ、最近、ラブコメ小説を書いているだろ？」

「うん」

「いままで、ずーっとバトル小説ばっかり書いてたから、まだラブコメに慣れてなくてさ。面おも白しろいシーンのアイデアが、なかなか思おもい浮うかばないんだ」

「……それは……たしかに……深刻な問題かも」

　だろ？

「だから、ちょっと頭をなでさせてくれよ」

「『だから』ってっ。な、なんでそうなっちゃうのっ？　意味わかんないっ」

　説明が足りなかったらしい。

「……わ、わわわ、わたしの頭をなでると……アイデアが思おもい浮うかぶの？」

「たぶん。この前は、それで、すごいひらめいたし」

「………………」

　紗さ霧ぎりは、頭をぎゅーっと押おさえて恥はじらっている。

「…………なんで？」

「ラブコメってのは、かわいい女の子を描びよう写しやしなくちゃいけないんだ。かわいい女の子の、かわいい仕草だったり、かわいい表情だったりな」

「………………そ……それは……わかるけど……でも、なんで私が……」

「この前、おまえも言ってたろ？　イラストを描かくときは──」

　生で見たことないものは、描かきたくない。

「──ってさ。小説家も同じだよ。ちゃんとこの目で見て〝取材〟したものの方が、うまく書けるに決まってる。だから──超ちようかわいい妹の、かわいいところが見たいんだ」

「な……っ[image: ][image: ][image: ]」

　紗さ霧ぎりは、かぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っと耳先まで真っ赤になり、

「に──」

　ばんっ、と、勢いよく立ち上がった。

「に、兄さんのえっち！」

「えっ……な、なにが!?」

「すけべっ！　へんたいっ！　な、なんでっ、堂々とっ……そゆこと……っ！」

　紗さ霧ぎりは、ぎゅーっと両こぶしを握にぎりしめ、泣きそうな目で俺おれを見ている。

　俺おれは、慌あわてて反論する。

「ちょ、ちょちょ、待ってくれ！　そこまで言われるほどのことか!?　かわいい妹の姿が見たいって言っただけじゃん！」

　なんでそんな、痴ち漢かんにおしり触さわられたみたいなリアクションすんだよ!?

　おおげさすぎるだろ！

「だ、だってっ」

　紗さ霧ぎりは、痴ち漢かん被ひ害がいをリアルタイムで受けているような羞しゆう恥ちの表情で呟つぶやく。

「わ、私のこと……か、かわいいって……なんどもっ……」

「かわいいだろ」

「……っ！　ば、ばか」

　当然のことを言ったまでなのに、紗さ霧ぎりは激しく反応する。

「あうぅ……そ、それに……それにっ！　兄さんは────」

　勢いよく立ちあがって、

「この前、私の頭をなでなでして、こうふんしてたでしょっ！」

「してねぇよ！　人聞き悪いな！」

「し、してたっ！　絶対してたっ！」

「してないってば！　かわいいなとは思ったけど、少なくとも、おまえの言うようないかがわしいニュアンスの感情は一いつ切さいなかった！　なかったったらなかった！」

「…………してたもん」

　じとっと白い目でにらんでくる紗さ霧ぎり。

「妹の頭をなでて……えっちな気分になるなんてっ……さいていっ」

　そんな顔もかわいいっちゃかわいいのだが──

　くそっ、なんか、ちょっぴりイラッとしてきたぞ。いやらしい気持ちなどなかったと言ってるだろーが。

「……えっちって言うやつが、えっちなんだよ」

　ぼそっ。俺おれは、そっぽを向いて呟つぶやいた。

「……は？　はぁ？　兄さん……い、いま……なんてゆったの？」

「紗さ霧ぎりのえっち」

「！」

「エロマンガ先生のすけべっ、へんたいっ」

　本人の口くち真ま似ねで言ってやると、妹は目を見開いて絶句した。

「な……な……なな……っ…………」

　辛かろうじて動どう揺ようから立ち直り、ぱちぱちとまばたきをひとつ。

「私っ、えっちっじゃないもんっ!?」

　きぃ──────ん。

　マイクを付けて大声を出したものだから、スピーカーからとんでもない大音量が発生した。

　俺おれも、どころか紗さ霧ぎりまで、耳を押おさえてしばし苦しんだ。

　やがて、ようやくダメージが抜ぬけたころ、紗さ霧ぎりが息を荒あらげながらも、先の台詞せりふの続きを口にする。

「わ、私が……えっち……って……ど、どこがっ？」

「『エロマンガ先生』とかいうペンネーム」

　俺おれは、きわめて端たん的てきに、妹の急所を突ついた。

「くぅっ──」

　紗さ霧ぎりは両目をきつくつむって、

「ぺ、ペンネームはノーカンだから」

「そんなのありかよ」

「ありなのっ！　私のことをペンネームで決めつけるのはだめっ！」

「別にペンネームだけで、えっちと決めつけているわけじゃないぞ。他にも理由はある」

「ふ、ふぅん……たとえば？」

「たとえば、女の子に、絵のモデルになってもらっているときの態度とか」

「……お、覚えてないなぁ～」

　うそつけ。口調まで変わってて怪あやしいんだよ。

「政治家みたいな言い訳はやめろ。覚えているだろう？　おまえが女の子たちに行った、数々のえろ行こう為いを！」

　お隣となりに住む美少女に、スカートをたくしあげろって命令したり──

　クラスメイトの女子の、ぱんつを思いっきりずり降ろしたり──

　他にも無数の余罪が、こいつにはあるのだ。

　顔に指を突つきつけてやると、紗さ霧ぎりは、ぷいっとそっぽを向いて、唇くちびるを尖とがらせる。

「しらない。そんなひとはしらない」

　すっとぼけやがって！

「『おまえの描かいた絵』という形で、動かぬ証しよう拠こが残っているんだが？」

「え、えと……あ、あれは、空想で描かいたものだからっ。しょうこふじゅうぶんっ」

「……俺おれ自じ身しんが目もく撃げきしているんだぞ？」

「もぉぉ──その話は終わりっ！　終わりったら終わりっ！」

　紗さ霧ぎりは、ごまかすように（マイクで）大声を出し、強ごう引いんに話を最初まで戻もどす。

「とにかくっ！　私の頭をなでるのはだめっ！　絶対だめっ！　理由は兄さんがえっちだからっ！　はいっ、相談終しゆう了りようっ！　出ていってっ！　いますぐここから出て行ってっ！」

　俺おれは、真っ赤になった妹に背を押おされ、部屋から追い出されてしまったのであった。

「くそう……俺おれは、純じゆん粋すいに仕事の相談をしていたのに……あんな、兄貴にセクハラされたみたいなリアクションをすることないじゃん」

　俺おれは、とぼとぼと階段を下りていく。

「しかし……どうすっかな」

　俺おれは、いま、ラブコメが書けなくって困っているのだ。書き慣れているバトルものなら、いくらでもアイデアが湧わいてくるのに、執しつ筆ぴつジャンルを変えただけで、こうも苦戦するとはな。

　妹に相談して打開しようと思ったのに、それはうまくいかなかった。

　いや、まぁ、かわいく赤面している姿は見られたのだが──その理由が『自分が女の子たちにしたえろ行こう為いをごまかすため』だからなぁ。どうにも、小説のネタにするのは、気が咎とがめるというか、萎なえるというか。

「…………なんか、他の手立てを考えなければ……」

　悩なやみながらも、俺おれの足はリビングへと向かっている。

　そろそろ、妹のおやつを用意してあげなければならない。我ながら、なんと献けん身しん的なお兄ちゃんだろう。

　報ほう酬しゆうとして、ちょっとくらい、頭をなでさせてくれたって、ばちは当たらないと思うんだが。

　きぃ、と、リビングのドアを開けたときだ。

「あら、マサムネ。勝手にお邪じや魔ましてるわよ」

　リビングのソファに腰こしかけて、上品に紅茶を飲む金きん髪ぱつ美少女の姿が、俺おれの目に飛とび込こんできた。

「お、おまえ……」

　俺おれは、驚おどろきのあまり絶句してしまう。

　ふりふりのロリータファッションを身にまとう彼かの女じよは、山やま田だエルフという。

　我わが家やのとなりに住む、なんと十四歳さいの、超ちよう売れっ子ライトノベル作家である。

　エルフとかいうふざけた名前は、もちろん本名ではなく、ペンネームだ。

「『勝手にお邪じや魔ましてるわよ』じゃねーよ。なにやってんだ、ひとんちで」

「見てのとおり、ティータイムを楽しんでいるの！　仕事をサボってね！」

「いや、そういうことじゃなくてだな。……はぁ、もういいや」

　エルフのまぶしい笑え顔がおを見ているうちに、細かいことはどうでもよくなってきた。

「マサムネ！　そんなところに突つっ立たってないで、こっちに来て座すわりなさいよ！　ホラ、クッキーを焼いてきてあげたのよ！」

「ここは俺おれんちだっつーの」

　ったく……どーも、こいつは和泉いずみ家の一階を自分の領土だと思っているフシがあるんだよな。毎日毎日、完全に我わが物もの顔がおで居い座すわりやがって。

　得意げにクッキーの袋ふくろを掲かかげるエルフに向かって、俺おれはやれやれと言った。

「紗さ霧ぎりのぶんもあるんだろうな？」

「もちろん。お互たがい様とはいえ、エロマンガ先生には、最近お世話になっているしね」

　聞いてのとおり、エルフは『エロマンガ先生』の正体を知る、数少ない人物のひとりだ。

　俺おれと同じラノベ作家で、俺おれたち兄妹きようだいと同年代で、紗さ霧ぎりと同じように学校に行っておらず、そしてなによりエロマンガ先生の大ファンで──。そんな彼かの女じよを、正直なところ、俺おれはとても頼たよりにさせてもらっているのだった。

「ってわけで、うちの編集がエスケープ中のわたしを探しに来たら、『いない』って言っておいて頂ちよう戴だい」

　まぁ、ムチャクチャな性格をしているやつではあるんだけれども。

　俺おれは、彼かの女じよの対面のソファに腰こしかけて、「……それはいいんだが。なぁ、エルフ、おまえ、色々と締しめ切きりやばいんじゃなかったっけ？」

　デビュー作がアニメ化決定したエルフ先生は、夏休み中、めちゃくちゃ忙いそがしそうにしていたのであった。一いつ緒しよに南の島に行ったときなど、担当編集同どう伴はんで、帰りの飛行機の中でまで（強制的に）仕事をやらされていた。……あれは無残だったな。

　俺おれはこうならないよう、なるべく前まえ倒だおしで仕事をこなしていこうと誓ちかったものだ。

　そんな超ちよう多た忙ぼうな作家先生であるはずのエルフは、

「それね」

　ひとんちのソファにふんぞり返ってこう言った。

「もうどうせ間に合わないから、諦あきらめてゆっくり進めることにしたわ」

「諦あきらめんなよ！　山やま田だエルフ先生の新刊を楽しみにしている読者に、申し訳ないと思わないの!?」

「だって無理なものは無理だもの。こんな過密スケジュールを組むやつが悪いのよ。くふっ、我わが下僕フアンたちよ……このままだと新刊延期しちゃうかもだけど、恨うらむんなら、わたしの担当編集を恨うらみなさい」

　エルフは厳おごそかな口調で、自分の大切な読者たちに、ありえないメッセージを送る。

「クッキー食べ終わったら、絶対仕事やらせるからな！　おまえのサボりを放置しておくと、俺おれが罪悪感でつぶれてしまう！」

　俺おれのせいで、新刊延期になったんじゃないか──って、あとで悩なやむのはイヤだ。

　隣となりに住む同業者の友人として、なんとか説得しなければ……！

　大いに焦あせる俺おれの前で、エルフは唇くちびるをかわいく尖とがらせる。

「ちょっと、マサムネ。せっかく二人っきりだってのに、仕事の話はやめてくれる？」

「せっかくもなにも、ここ数日のおまえ、うちに入りびたりじゃねーか」

　正直、エルフと二人きりの時間が長すぎて、若じやつ干かんうざいくらいなんだが？

「わたしと仕事と、どっちが大事なの？」

「おまえの仕事の話をしてるんだ！」

「くふふ、わかってるわ。あんたって、常に本気でリアクションしてくれるから好きよ」

「くっ……」

　ばかにされているようにしか聞こえん。

　ったく、この女だけは……。

　俺おれは、こほんと咳せき払ばらいをして、

「ま、まぁ……なんだかんだ言っても、おまえはちゃんと締しめ切きりに間に合わせてくるとは思うけどな」

　エルフは、意外そうに、両目をぱちくりとした。

「へぇ、そりゃまた、信しん頼らいされたもんね。諦あきらめた──って、本人が言ってるのに」

「だってさ、おまえって、一度も新刊を延期したことないじゃん」

「────」

　目を見張ったエルフに、俺おれはこう続ける。

「おまえが本を出してる『フルドライブ文庫』って、よく新刊を延期しちゃうイメージがあるけど、そんな中、一番延期を連発しそうな言動の山やま田だエルフ先生は、デビュー以来、きっちり三か月おきに新刊を出し続けているだろ？」

　ピンとこない人が多いかもしれないが──実はこれって、とんでもないことなのだ。

　執しつ筆ぴつ速度、売上実績、プロ意識。そのうちどれが欠けても、新刊を定期刊行し続けることはできないのだから。

　ちなみに俺おれ・和泉いずみマサムネは、これ、ちっともできていない。

　あんまり売れてないからね。

「だから、今回も、おまえは読者を哀かなしませるようなことはしないと思う」

「………………あっそ」

　ぷい、と、そっぽを向くエルフ。

「……あんたって本当……卑ひ怯きようなんだから……」

　その頰ほおは、ほんのりと赤くなっていた。彼かの女じよは、再びこっちに向き直り、何かをごまかすかのように、早口で言う。

「そ、そういうあんたはどーなのよ？」

「俺おれ？」

「そう。あんた『ラブコメ書くの難しいよー、詰つまっちゃって進まないよー』って、悩なやんでたじゃない」

「……その情けない口調は、もしや俺おれの真似まねか？　……まあいいや。たしかに、詰つまっちゃって仕事進んでないよ。ちょうどいまも、エロマンガ先生に相談してみたんだけど──」

　俺おれは、エルフに、エロマンガ先生への相談内容を話して聞かせた。

　それを、ふんふん興味深そうに聞いていたエルフは、あきれたように言ったものだ。

「……マサムネ、あんた──」

「妹にセクハラしすぎ！」

「ええ!?」

　ちょ、超ちようかわいいヒロインを描かくために、超ちようかわいい妹に『頭をなでさせてくれ』と相談しただけだぞ!?　それだけでセクハラになってしまうのか!?

「ていうかね……」

　そこでエルフは、思案するように指を額に当てて、言葉をさまよわせる。

　意を決したように顔を上げて、

「わたしの部屋って、あの『開かずの間』の真正面にあるじゃない？　ベランダに出ると、たまにカーテンが開いてて、部屋の様子が見えるわけよ」

「お、おう、それで？」

「あんたたち兄妹きようだいの……『打ち合わせ』。あれ、なに？」

「……な、なに……とは？」

「遠目に見てるだけで、こっ恥ぱずかしくて死にそうになるんだけど？」

「んなっ」

「この前だって、兄妹きようだいでえっちな雰ふん囲い気き出しちゃってさあ──わたしが途と中ちゆうで乱入しなかったら、どうなっていたことか」

「お、おまえ！　あれ、わざとだったのかよ！」

　以前、紗さ霧ぎりの頭をなでさせてもらったときのことだ。

「ってか！　えええ、えっちな雰ふん囲い気きって！　だ、出してないぞ！　そんなの！」

「ふぅーん、ふーん、ふーん」

　エルフは、白い目で俺おれを見つめた後、意味ありげにニヤけて、「あ、そうよね。『兄貴は妹に、えっちなことをしたりしない』──んだっけ？」

「っ、そ、そうだよ」

　なんでこいつが、その台詞せりふを知っているんだ……紗さ霧ぎりから、聞いたのか？

「あらそう。じゃあ、この前の頭なでなでも、決してえっちな意味はなかったと。あんたはそう言うんだ？」

「おう」

「でも、妹にはえっちな気分になってたと疑われてて、今日は頭にさわらせてもらえなかった。あくまで取材でしかないというのに」

「悪かったな！　それがどうかしたのか？」

「わたしのをさわりなさい」

「は？」

　急に予想外の台詞せりふが飛び出したものだから、戸と惑まどってしまう。

　エルフは、もう一度、わかりやすく言い直した。指を立てて、なぜか微び妙みように視線をそらしながら、

「……あくまで取材で、えっちな意味はないんでしょ？」

　勢いよく立ち上がり、ばん！　と薄うすい胸を叩たたく。

「ならば！　和泉いずみマサムネ！　わたしの頭を、存分になでなでするがいいわっ！」

　がたっ！

「…………いま、　上でなんか音がしなかったか？」

　俺おれは『開かずの間』のある、真上を見上げる。

「さぁ～？　わたしには何も聞こえなかったわ。それよりっ──マサムネ！　さわるの!?　さわらないの!?」

　えらい剣けん幕まくで詰つめ寄よってくるエルフに気け圧おされながらも、俺おれは、ぼそりと呟つぶやいた。

「……おまえの頭をなでたいわけじゃないんだけど」

「『かわいい女の子の頭をなでなでしたい』んでしょ!?　なら、わたしでいいじゃない！」

「うーん、でも、紗さ霧ぎりの方がかわいいしなあ」

「わたしだって、超ちようかわいいでしょ！」

　どんだけ自信家なんだよこいつ。自分で言う台詞せりふじゃないだろ……。でも、まぁ、たしかに……エルフも、超ちよう美少女といっていいくらいには、かわいいんだよな。

　紗さ霧ぎりが、あまりにも別格なだけで……。

「じゃあ、せっかくだし……取材をさせてもらおうかな」

「……なんか釈しやく然ぜんとしないわね。なによその、さして嬉うれしくなさそうな感じは。……超ちよう光栄なことなのよ？　あんたにだけ、特別に、『わたしの大切なところ』をさわらせてあげるんだからね？　わかってる!?」

　いまの台詞せりふだけ聞くと、たいそういかがわしく聞こえるので、言葉を選んで欲ほしいものだ。

「わかってるよ。ありがたいと思ってるって。ラブコメを書かいている先せん輩ぱい作家として、後こう輩はいの取材のために、協力してくれようってんだよな」

「…………はぁ～」

　エルフは、俺おれの感謝の言葉を聞くや、がっかりしたような顔で、肩かたを落とした。

「え？　違ちがうの？」

「違わないわよ──あんたって、本当、ラノベ主人公っていう罵ば倒とうがぴったりの男ね」

「どういう意味だ」

「なんでもないわよっ！」

　エルフは、急に不ふ機き嫌げんになり、

「はいっ！　さわればっ!?」

　どすんと音を立てて、ソファの上に正座した。……なに怒おこってるんだよ──と、口に出したら余計、火に油を注ぎそうだ。

　俺おれは大人しく言うとおりにする。自分もソファの上に正座して、エルフと向かい合う形になる。ちょうど、以前『開かずの間』にて、紗さ霧ぎりの頭をなでたときと同じような体勢だ。

「えっと……じゃあ、さわるけど」

「ど、どうぞっ」

　緊きん張ちようしているのか、エルフの声は震ふるえている。

　彼かの女じよは、きゅ、と握にぎりこぶしを膝ひざの上に置き──目をつむった。

「お、おい……」

　なんで、そんな、『恋こい人びとからのキスを待っていますよ』みたいなポーズを……。これはただの取材で、なんらいかがわしい意図はないはずなのに──

「………………ごく」

　顔が、熱い。

「…………………………」

　エルフは黙だまって、綺き麗れいに整った顔を、無防備にさらしている。

　俺おれは、ゆっくりと手を伸のばし──金色に輝かがやく髪かみに、そっと触ふれた。

「んっ」
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「うわ……」

　めちゃくちゃ触さわり心地ここちがいい。

　さらさらして絹のようだった紗さ霧ぎりの髪かみとは違ちがい、しっかりとした存在感のある感かん触しよく。

　なでていると、掌てのひらに吸い付くようだ。いつまでも触さわっていたくなる。

「……っふ……ぅ……」

　彼かの女じよの部屋と同じ、甘あまい香かおりが、俺おれの鼻び腔こうをくすぐった。

「ちょ……ちょ……ちょっと……マサムネぇ……っ」

　エルフは、口元をふにゃりと歪ゆがめて言った。尖とがった耳先まで、真まっ赤かになっている。

　必死に羞しゆう恥ちに耐たえていたエルフが、とある瞬しゆん間かん、決けつ壊かいしたように声を荒あらげる。

「あ、あ──あんたっ！　さわり方！　エロすぎ！」

「なっ！　べ、別にそんなつもりは！」

「どこで勉強したのよこんな手管！　ま、まさかコレを、妹にもやったわけ！　そりゃセクハラ扱あつかいされるわ！　このドスケベ！　変態！　ラノベ主人公！」

「ラノベ主人公って罵ば倒とう、めちゃくちゃ万ばん能のうだな！」

　最近周囲の女性陣じんが、俺おれの行こう為いすべてに適用してくるんだけど！

「ハッ！　ま、まさか！　最初からこれが目的だった……!?　マサムネあんた……わ、わたしの幼くもいやらしい肉体が目当てで、家に連つれ込こんだのね!?」

「勝手に上あがり込こんだくせに、なんて言い草だ！」

　記き憶おくをねつ造するんじゃない！

「と、とぼけたって無む駄だよ！　わかっているんだからっ！　『取材』と称しようして、わたしにえっちな行こう為いを強要するつもりでしょう！」

「それは南の島に行ったとき、おまえが俺おれにやったことだろ！」

「くっ、そ、そうだったわ！　あんときは、すっごく痛かったんだからね──じゃ、じゃなくって！　自分がされたからって、同じことをやり返していいわけじゃないのよ！」

「ま、またしても、いかがわしい言い方しやがって！」

　つーか、俺おれがおまえに、〝痛くなるようなこと〟をしたみたいじゃないか！

　南の島で、エルフに物理的大ダメージを与あたえたのは、俺おれじゃないのに！

　この場に第三者がいたら、とんでもない誤解をされていたところだ！

「い、いいでしょう！　そこまで言うなら、最後までやり遂とげるがいいわ！　せ、責任取ってもらうんだから！」

「だから！　おまえなあ──」

　際限なくテンションを上げていくエルフに、再びツッコミを入れてやろうとしたときだ。

　ドンドンドンドンドンドン！

　　　　　ピピピピピピピピ！

　妹による、怒いかりの床ゆかドンが、天てん井じようをぶち抜ぬかんばかりに響ひびき渡わたった。

　同時に俺おれのスマホが、紗さ霧ぎりの心情をあらわすかのように鳴なり響ひびいた。

「ぎゃあああ！　何故なぜか紗さ霧ぎりに聞こえてたあ──!!　エルフ！　おまえのせいだからな！」

「いくら大声を出したからって、二階まで聞こえるわけないでしょ！　いい加減気づきなさいよ！　あの子絶対リビングに、盗とう聴ちよう器かなにか仕し掛かけてるって！」

「紗さ霧ぎりがそんなことするわけないだろ！　おまえの声が超ちようでかいからだってば！」

　とまぁ──

　最近の和泉いずみ兄妹きようだい。

　ついでに我わが家やに入いり浸びたるお隣となりさんとの関係は、こんな感じだ。

　少しは『本物の兄妹きようだい』に、近づけたのだろうか？

　どんどん！　どんどん！　さらなる床ゆかドンが鳴なり響ひびき、

「ちょ、ちょっと上に行ってくる！」

　俺おれは、今日も慌あわてて、妹に弁明するべく、階段を駆かけ上のぼっていく。

「くっそぉ～っ！　やばいやばいやばいやばい！」

　俺おれの休日が、こんなに騒さわがしくなるなんて。紗さ霧ぎりやエルフと出会うまでは、想像することさえできなかった。

＊

「思い出した!?　兄さん！」

「お、おう……思い出した」

　いや、あったね、そんなこと。あのときは紗さ霧ぎりの怒いかりを鎮しずめるの、大変だったんだ。

「ほぉら、わたしの言ったとおりじゃない！　妹にセクハラしたり、お隣となりの美少女といちゃいちゃしたり──超ちよう贅ぜい沢たくな休日よね。大だい富ふ豪ごうでもできないわよ」

「誤解を招く言い方はやめろ！　紗さ霧ぎりには取材のために相談しただけだし、お隣となりの美少女とやらは勝手に不法侵しん入にゆうしてきただけだ！」

　何度目だよこのツッコミ！

「というわけでアンタの『休日の過ごし方』は決まったわね。──いつものようにわたしといちゃつきましょう！　さあ！」

　がば！　と抱だきついてくるエルフ。

　そして同時に、どんどんどんどん！　と、床ゆかドンが鳴なり響ひびく。

「兄さんのえっち！　ばか！　なんどゆったらわかるのっ！」

「そうだぞマサムネ君！　亜あ人じんなど外にポイして、今日は私と小説について語りあおうじゃないか！」

「あああもう！　思い出したぜ！　この過ごし方、まったく癒いやされねえんだよ！」

　俺おれは、逃にげるように家を飛び出していくのであった。

　安らぎを求めて足の向くままに歩いていくと、駅前──たかさご書店へとたどり着いた。

　そうそう、これも休日のお決まりパターンだったんだっけ。

　段々と調子を取とり戻もどしてきた気がする。

　俺おれは、いつも暇ひまになると、ラノベを買いに書店へと向かう。

　流行のラノベを読んで勉強したり、単純に好きな作品を読んで心を休めたり。

　本屋は、俺おれにとって宝島のようなものだった。

　そしてそんな癒いやしの場には、

「いらっしゃい、ムネくん！」

　エプロン姿の、看かん板ばん娘むすめがいるのであった。

　彼かの女じよ──高たか砂さご智とも恵えは、俺おれ・和泉いずみマサムネの同級生で、駅前にある本屋さん『たかさご書店』の看かん板ばん娘むすめ。趣しゆ味みは読書とスニーカー集め。漫まん画がとライトノベルを愛する女子高生だ。

　ライトノベル作家、兼けん、高校生である俺おれとは、とても話が合うのだった。

　いっさい染めていない艶つややかな黒くろ髪かみ、穏おだやかそうな眼まな差ざし、豊かな胸むな元もと。

　とまぁ、一見のんびりとした優等生、といった外見なのだが……実のところはそうでもない。

「けっこう久しぶりだね」

「最近、仕事が忙いそがしくてさ。ようやく昨日、一区切りついたとこなんだ」

「お疲つかれさま。すっかり売れっ子作家になっちゃったねぇ」

　からかうように言う。

「大げさすぎ。俺おれなんかまだまだだよ。それより、しばらく来ないうちに──売り場の雰ふん囲い気き変わったな？」

「おっ、お気づきかな？」

　にやり、とする智とも恵え。

「そりゃ気付くよ。なんか、ずいぶんおしゃれになったよな」

　レジ前に、カフェめいた読書スペースなんか設置しちゃったりして。

「キミが寄り付かなかった間に──たかさご書店は、リニューアルオープンしたのさ！」

「へーっ！」

　まるでアニメの設定画が届いたから、さっそく原作に反映させたかのようだ。

　新生たかさご書店。ラブリーなマスコットと、店外ラノベショーケースにも要注目である。

「これからはさらにラノベに特化した売り場になったから、ムネくんも、最前線で戦う作家として、ラノベ業界を盛り上げてくれよな。うちの売上向上のために」

「善処しますよ。──なんかオススメのラノベある？」

「ほいほい。ムネくんって、半年くらいずーっとラノベ読めてないよね？」

　基本この店でしかラノベを買わないので、俺おれの読書状じよう況きようは、智とも恵えに完全に把は握あくされているのであった。

「どんなやつがいい、とか、リクエストはある？」

「デスマ続きの仕事で心も身体も疲ひ労ろう中の俺おれが、超ちよう久しぶりの休日に読むべき本」

「ブラック企き業ぎよう勤めのおっさんかな？」

　ほっとけ。

　智とも恵えは苦く笑しようしつつ、手慣れた仕草で文庫を選び、俺おれに提示してきた。

「じゃあ、コレかな。まだ読んでないでしょ？」

　智とも恵えが選んだのは、『青春ブタ野や郎ろう』シリーズだ。

　電でん撃げき文庫から発売されていて、ちょっぴり恥はずかしいタイトルが俺おれの親近感を強く刺し激げきする。

　イラストも大変かわいい。

「あとは──コレとか、コレとか」

　続いて彼かの女じよが選んだのは、オーバーラップ文庫『最さい果はてのパラディン』、電でん撃げき文庫『ゼロから始める魔ま法ほうの書』、ＧＡ文庫『りゅうおうのおしごと！』等々。

「このあたりが、オススメかな」

「じゃあ、それぜんぶください」

「毎度あり」

　もう、恒こう例れいのやり取りになってしまった。

　智とも恵えとの会話は、俺おれにとって、穏おだやかな日常の象しよう徴ちようめいている。

「なんつーか……おまえの顔を見ると、ようやく休みになったって実感するよ」

「お？　ほんとに？　そりゃどうも……なんか照れるね」

　と、そこで。智とも恵えはなにやら面おも白しろいことを思いついたようで、くすりと含ふくみ笑わらいを漏もらす。

「あれかな？　ボクって、ラブコメラノベでたとえると、主人公の男の子──キミに癒いやしを与あたえる幼おさな馴な染じみヒロイン？」

「別に智とも恵えって、俺おれの幼おさな馴な染じみじゃないよね？」

「ずばっと全否定するよねキミ。いや、でも、ボクとムネくんとの付き合いも、そろそろ長くない？　そろそろ幼おさな馴な染じみと言っても過言ではなくない？」

　そんな台詞せりふを、実に楽しそうに言う。

「おまえが幼おさな馴な染じみかどうかとか、心の底からどうでもいいんだけど」

「ちょっ、キミ！　いまので美少女幼おさな馴な染じみヒロインとの『お勉強イベント』フラグをへし折ったぞっ！」

「なんだそりゃ」

「だからー、キミ、超ちよう忙いそがしいんだろ？　ってことはトーゼン『夏休みの宿題』、やってないだろ？」

　智とも恵えは大きな胸に手を添そえて、

「ここはボクが一ひと肌はだ脱ぬいで、キミに勉強を教えてあげようじゃないか！　ホラ、いつかの図書室のときみたいにさ！」

「俺おれ、おまえに勉強を教わった記き憶おくなどないぞ？」

「うっそだあ～！　教えたじゃーん！」

「噓うそじゃねーって！　ちょっと待て、ちゃんと思い出してみるから……」

＊

　──そう。

　あれは去年の夏。俺おれと智とも恵えが高一の六月中ちゆう旬じゆん。クラスでの話題に『夏休み』という単語が混じり始めた、ある日の放課後。

　席に座すわって帰宅準備をしていた俺おれは、近寄ってきた智とも恵えに声をかけられた。

「ムネくん、ちょぉ～っと、いいかなっ？」

　智とも恵えは、腰こしを折り曲げ、こちらにぐっと顔を近づけて、妙みようにニコニコしている。俺おれの眼前に胸がくる、たいそうあざといポーズであった。

「……めっちゃイヤな予感がするんだが。……なに？」

「ボクに、勉強を教えて欲ほしいんだっ！」

　うるんだ瞳ひとみで、じっ……と俺おれを見つめてくる。しばし見つめ合ったあと、俺おれは片手を振ふってこう言った。

「……ゴメン、いま新作の執しつ筆ぴつで忙いそがし、」

　ぱんっ！　智とも恵えは、手を合わせて俺おれを拝む。

「無理を承知の上でお願いしたく！　どぉーか、学年十五位の和泉いずみ正まさ宗むねサマ！　追試をクリアしないと、補習で！　夏休みが！」

　なるほど、そういう理由ね。

「……事情はわかったけど」

「むろん、タダとは言いませぬ！　報ほう酬しゆうとして、今月の『電でん撃げき大王』を用意いたしております！」

　おお……智とも恵えにしては、奮発したな。

　たぶん自分用に買ったやつなのだろうが、この本屋の娘むすめは、通常、みだりに本をあげたり貸したりしない。自分ちで買い物をしてもらわなくちゃいけないからね。

　そのポリシーを曲げてまでの『お願い』ということらしかった。

　智とも恵えの熱意を受け取った俺おれは、こう返事をした。

「でも俺おれが一番読みたい漫まん画が、休きゆう載さいしてそうだしなぁ」

「お言葉どおり休きゆう載さい中ちゆうだけども！　他にも面おも白しろい漫まん画ががいっぱい載のってるから！　最近連れん載さいが始まったばかりの作品もあるし、新規で購こう読どくを始めるにはうってつけの号だから！　──あっ、面おも白しろかったら、来月からは自分で買ってよね」

「それってもう、報ほう酬しゆうというより、販はん促そくじゃないの？」

「くっ……これで足りないというのなら……！」

　智とも恵えは、ぎゅっと両目をきつくつむって、何故なぜか赤面した。

「もうっ……ボクのカラダで払はらうしか……っ」

「教室でなに言ってんの!?」

　悲ひ壮そうな雰ふん囲い気きを出すんじゃない！　女子グループから、スゲー目で見られてるんだけど!?

「……だ、だって、ムネくんは、エロマンガ先生に、ぱんつを見せてくれる美少女を探してるんでしょ？　そこでボクが、エロマンガ先生の犠ぎ牲せいになってあげる代わりに、勉強をだねっ」

「その件はもう解決したからいいよ」

　解決したというか、捕つかまってみたというか、説明する気にもならないんだけども。

　ともかく、それはまた別の話だ。

　ちなみに、エロマンガ先生というのは、俺おれの小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーターで、別にえっちな単語でもなんでもない。

　……えっちなやつではあるけれども。

　断じて、えっちな漫まん画がを描かいている先生のことではないのである。

　しかし、聞き耳を立てているであろうクラスメイトたちには、俺おれが智とも恵えに、勉強を教えてあげる代わりに、えっちな要求をしているようにしか聞こえんだろうな。

「くっ……これ以上ここで会話を続けるのはマズい」

　俺おれは、慌あわてて立ち上がった。

「智とも恵え、図書室に行こうぜ。追試の対策だけ、ぱっと教えるからさ」

「お、商談成立、ということかな？」

「いや、タダでいいよ。いつも面おも白しろい本を教えてもらってるし、そのお返しってことで」

「ほんとにっ？　うわ、すっごく助かるっ」

　智とも恵えは、ほっと安心したように息を吐はき、微笑ほほえんだ。

　彼かの女じよに好意を持つやつなら、それだけで報ほう酬しゆうになってしまうような笑え顔がおだった。

　俺おれは少々照れくさくなって、頰ほおをかく。

「あ、そうだ。恩に着てくれるんなら、俺おれの新刊が出たとき、オススメ棚だなに並べてくれない？」

「いいよ～。ただし！　ボクが読んで、面おも白しろかったらねっ！」

　残念ながら、そこは、書店員として曲げられないところらしかった。

　俺おれたちは図書室に移動して、長机を挟はさんで、向かい合うように座すわった。

　長机の上には、ノートが広げられている。しばらく追試範はん囲いの内容を教えていると、智とも恵えがノートから顔を上げ、言った。

「いやぁ、ムネくん、改めてありがとうね。優やさしい友達がいた幸運に、感謝だっ」

「お礼は、追試結果で返してくれ」

「そのつもりだよ。にしても、試験結果の順位表を見て、びっくりした。キミって、あんなに成績よかったんだね。〝オシゴト〟だって忙いそがしいんだろうに、勉強する時間とかあるの？」

「毎回必死だよ。ちょっとした事情があってさ、成績落とせないんだ」

　いま、ここでは関係のない話なのだが、俺おれはとある理由によって、常に勉強と仕事を両立させている必要があるのであった。

「おまえこそ、見た目優等生っぽいのに……」

　意外とアホなんだな。

「ん？　なにかな？　最後まで言ってごらん？」

　あえて言わなかった台詞せりふを察したのか、智とも恵えが怖こわい声で言う。

　俺おれは、あわててフォローを入れる。

「い、いや、まぁ……智とも恵えにだって、すごいところはあるよ」

「ほぉう……？　たとえば？」

　疑わしげに目を細める智とも恵え。

　こりゃ、いい加減なことは言えないな。

　ええっと……。

　智とも恵えのすごいところ……すごいところ……。

「面おも白しろい本とか、ゲームとか、アニメとか、たくさん知ってるし。本屋の陳ちん列れつテクニックとか、次に流行はやる本の分ぶん析せきとか、ほら、えっと、以前の『富ふ士じ見みファンタジア文庫』みたいに巻数表示のされていないラノベを、ちゃんと刊行順に並べることができるスキルとかさ、地味にすごいと思う！」

　以前、山やま田だエルフ先生がこのスキルのことを、中二くさく〝超整理術ソート・オブ・フアンタジア〟なんて呼んでいたが。

「そういうのって、普ふ通つうの女子高生には、できないことだと思うぜ」

　熱いフォローをしてみたのだが、智とも恵えは、憂うれいを帯びた顔で言った。

「……学校では、評価されない項こう目もくですからね」

「〝普ふ通つう科高校の劣れつ等とう生〟なんだな」

「それってただのバカってことだよね！」

　があー、と席から立って声を荒あらげる智とも恵え。

「図書室で大声出すなよ……ほら、周りからにらまれてんぞ」

「あっ……いけない、いけない」

　智とも恵えは両手で口を押おさえ、申し訳なさそうに座すわる。

「……そういえばさぁ、ムネくん」

　しばし勉強を続けていると、智とも恵えがふとこう切り出してきた。

「ラノベ作家って、もうかるの？」

「……………………」

　あまりにも下世話な話題に、俺おれは、非難がましい眼まな差ざしを、異性の友人へと向ける。

「いや、だって！　やっぱ、気になるじゃんか！　ホラ、一オタク、一ラノベファンとしてね？」

　いるよなー、こういう、うざい質問してくる友達。

　マジで余計なお世話っつーか、そんなん知らなくたっていいじゃねーかよ。

　社会人なら、どんな職業の人も経験する、あるあるネタかもしれないが。

「で？　どうなのさっ？」

「……人それぞれじゃないか？　それこそ例の『山やま田だエルフ先生』とかなら、家を買えるくらい稼かせいでいるだろうし」

　俺おれは、無難に答えたのだが、

「和泉いずみマサムネ先生は、たいしたことないの？」

　失礼すぎだろこいつ！

「……ど、どうかな。ぜんぜん本が出せなくって、一昨年みたいに年収がほぼゼロになっちゃうときもあれば、日本人の平均年収以上に稼かせげた年もあるよ。……まぁ、やっぱ、色々としか言えないかな」

「ふぅん。よくネットとかで、『ラノベ作家は稼かせげないから、編集者さんから、「絶対仕事やめるな」って言われる』なんて話を聞くけど」

「それは噓うそだな。ソースは俺おれ」

　俺おれは、自信を持って回答した。

「俺おれの前作、『転生の銀ぎん狼ろう』の売上が、ちょっと持ち直したとき、俺おれの担当編集の神楽かぐら坂ざかさんから電話がかかってきて──」

『和泉いずみ先生って、学生でしたよね？』

「はい、そうですけど」

『新作、いま売上持ち直して、けっこう売れてるっぽいんでー、やめませんか？』

「は？」

『学校なんかやめて、専業作家になっちゃいましょうよ！』

「ま、またまたご冗じよう談だんを」

『えっ？』

「えっ？」

『えっ？』

「……えっ？　ま、マジすか？」

「──ってなことがあった」

「ネトゲの廃はい人じんギルドみたいだね」

「まぁ、もちろんやめなかったからこそ、いまこうしているんだけどさ。あと、一応フォローしておくと、作家の将来を気き遣づかってくれる心優やさしい編集者さんも、もしかしたら、この世のどこかには、いるかもしれない」

「……明らかに『いるわけねえ』というニュアンスが感じられるんですけど？」

「気のせいだ。……で、智とも恵え、この話にオチはあんの？」

「えーっとね……あるっちゃあるかな」

「あるのかよ」

　意外だ。

　智とも恵えは「んーとね」と、あごを上向けて、言葉をさまよわせる。

「もしもムネくんが、アニメ化するくらいの大ヒット作品を生み出して、山やま田だエルフ先生くらいに大おお儲もうけしたらさあ──」

「大おお儲もうけしたら？」

　智とも恵えは、頰ほおを赤らめ、ちらっと視線をこちらに寄よ越こし、

「……ボクが、ムネくんのお嫁よめさんになってあげても……いいよ？」

「金目当てを隠かくそうともしてねえ！」

　ふざけんな！　せめてもうちょっとカムフラージュしろよ！

　もちろん冗じよう談だんだったのだろう──智とも恵えは、怒おこる俺おれを見て「あははははっ」と、大笑いしていた。

「ぷぷ……ま、考えておいてよ」

＊

　場面は再び、現在のたかさご書店へと戻もどる。

「ほら、やっぱり俺おれがおまえに教えてた側じゃねーか！」

「あははっ、あのときはありがとねー」

　俺おれの追つい及きゆうを受けた智とも恵えは　ニコニコと微笑ほほえんでいる。

　この様子だと、最初から忘れちゃいなかったのだろう。

「ちなみに俺おれ、もう夏休みの宿題はとっくに終わらせてあるぞ」

「さっすが優等生……じゃないか。さっすが社会人、っていうべきかな？　昔っから変わらないよね、キミ」

「あの……智とも恵えサン？　さっきから俺おれの幼おさな馴な染じみであることを執しつ拗ように主張してくるけど、なんかあんの？」

「まぁまぁまぁまぁ──いいじゃないか、別にそこは。それより、まだ話は終わってないよ？　ここからが大事なところじゃないか」

　智とも恵えは妙みように楽しそうに、人差し指を、魔ま法ほうのステッキのように振ふる。

「あのとき──美しき幼おさな馴な染じみのかわいいプロポーズに、キミはなんて応えたんだっけ？」

「ツッコミどころ満まん載さいでどうしたものかという感じだが……」

　確か、あの会話の続きは──

「却きやつ下か。俺おれ、好きなひといるし」

「！　……へ、へえ──誰だれ？　誰だれ？　同じクラス？」

「秘密」

「そうそう！　あまりにもひどい断り方だと思わない!?　なに日常会話の一コマみたいな感じでフッてくれてんのさ！」

「意味がわからん。からかって言ったくせに」

　すると智とも恵えは、何故なぜかさらに声量を上げる。

「キミ、小説家だろー！　もっと適切な断りの文句を考えろよ！」

「慎しん重ちようなる選考を重ねましたところ、残念ながら、今回はご期待に添そえない結果となりました。

　多数の男性の中から俺おれを選び、ご応おう募ぼ頂きましたことを深謝するとともに、高砂たかさご様の今後一層のご活かつ躍やくをお祈いのり致いたします」

「お祈いのりはやめろおー!!」

　幼おさな馴な染じみヒロインというより、弱点を衝つかれた悪役のような断だん末まつ魔まであった。

「こんな台詞せりふでフラれたヒロインとか、ラノベの起源からたどっても絶対いない！」

「よく探せ。もっとひどい断り文句もきっとあるぞ」

　角かどが立つので作品名は挙げない。

「はぁ、キミと喋しやべってるといっつもこうだ」

「ははは、そうだな」

　ムラマサ先せん輩ぱいや、エルフとはまた違ちがう形で──話が合う。歯車が、かちりと嚙かみあうような感覚。

「……ま、いいけどね。まだお互たがい高校生なわけだし」

　智とも恵えはがっくりと肩かたを落とし、しかしすぐに復活して軽く言う。

「じゃあ、せめて『キミの好きな人』を教えろよ」

「やだよ」

　エロマンガ先生のことまで説明しなくちゃいけなくなるし。

「いーじゃーん。ボクとムネくんの仲だろー？」

「俺おれとおまえの仲ってなんだよ。金目当てで、プロポーズをする程度の仲なんだろ？」

「いやいや、愛はともかく、ボクたちの間には、無む償しようの友情があったはずだぜ？」

　………………。

「………なにさ、ムネくん。その何か言いたそうな顔は？」

「俺おれって、なんでおまえと友達になったんだっけ？」

「ちょ、ひどーい！　忘れちゃったの？」

　智とも恵えは立ち止まり、俺おれに顔を近づけて声を荒あらげる。

「ちょっとー、ちゃんと思い出してよ！　キミの大切な『記念日』だったはずだろ！」

「？　智とも恵えと仲良くなった記念日ってこと？」

「それもあるけど！　えっと、ほら、ボクらがまだいたいけな中学生だった頃ころ────」

＊

　そう……あれは俺おれが中一の頃ころ。

　たしか、土曜日か日曜日だったはずだ。

「…………うう……緊きん張ちようする……」

　朝の十時……俺おれは、智とも恵えの実家『たかさご書店』のライトノベルコーナーにて、不ふ審しん者丸出しで震ふるえていた。なぜって、今日は、俺おれ・和泉いずみマサムネの書いた小説が、初めて本屋に並ぶ日だからだ。

　俺おれの目前、新刊棚たなには、俺おれのデビュー作である小説『ブラックソード』が、平ひら積づみされていた。

「うおお……本当に……売ってるよ……俺おれの本…………エロマンガって書いてあるけど」

　俺おれの担当イラストレーター『エロマンガ先生』の名前が、表紙に、しっかりと印字されているのであった。おそらく、作者の名前と勘かん違ちがいする読者もいることだろう……。なんでこの人、こんないかがわしいペンネームをつけやがったんだよ。

　めちゃくちゃかわいいイラストを描かいてくれたから、感謝しちゃいるんだが……この名前だけはなんとかして欲ほしかった。

「いたた……アイタ……」

『我わが子』の立派な晴れ姿に感動しつつも、俺おれの胃い袋ぶくろは、きりきりと痛みを強めていく。

　……俺おれ、作家デビューしたんだなぁ。

　俺おれの本、買ってくれる人がいるんだろうか。

　わくわくと心躍おどる気持ちと、不安でたまらない気持ちが、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって渦うず巻まいている。

「…………………………」

　もちろん、作者が本屋に来たところで、自著の売上を左右できるわけでもない。

　そんなことは、わかってる。わかっちゃいるんだが──どうしても、このまま家に帰る気にはなれなくて。

　どうしたか……って、いうとだな。

「……………………ごく……」

　俺おれは、本ほん棚だなの陰かげに隠かくれて、自著の売れ行きを監かん視しする態勢に入ったのであった。

　ちょうど、星ほし飛ひ●馬まを見守るお姉ちゃんのような格好だ。

「……はぁ～、はぁ～、はぁ～」

　緊きん張ちようのせいで息は荒あらく、顔色は真っ青で、冷ひや汗あせをびっしょりとかいている。俺おれは、きっと血走っているだろう目で、ライトノベルコーナーを凝ぎよう視しする。

　たぶん、漫まん画が家とか小説家とか、みんな似たようなことをやってると思う。

　新刊の発売日だからか、開店直後だというのに、お客さんはそこそこいる。

　しばし新刊棚だなに熱視線を送り続けていると──

「おっ！」

　ついに、俺おれのデビュー作を手に取った人がいた。高校生くらいの男子だ。彼かれは、手に取った本の表紙をじっと見て──裏返したり、背表紙を見たり、買おうかどうか迷っている様子。

　──よし！　買えッ！　買うんだ！　お願いします！　きっと面おも白しろいから！

「…………なんだよこのエロマンガって……恥はずかしくて買えねーよ」

　ぽいっ。無情にも、売り場に戻もどされる俺おれのデビュー作。

「ぐっ、ちくしょぉぉおぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]！　エロマンガじゃないのに……！　えっちな内容じゃぜんぜんないのに……ッ！」

　本ほん棚だなの陰かげで一部始終を見届けた俺おれは、歯をギリギリと喰くいしばって悔くやしがった。

「ハァ……ハァ……」

　さらに見守ること数分。再び、俺おれのデビュー作を手に取る人がいた。

　──よォしッ！　今度こそ！　買ってください！　エロマンガって書いてあるけど、えろくないから！　さあ！　勇気を出して！

「…………新人作家か……人柱待ちだな」

　ぽいっ。無情にも、売り場に戻もどされる俺おれのデビュー作。

「ぐっ、エラそうに[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　何様だてめえ！」

　俺おれは、本ほん棚だなの陰かげから、呪のろい殺さんばかりににらみつけてやる。

　モンスターペアレンツと呼ばれる親たちの気持ちが、いまの俺おれには、実によくわかる。

「ハァ……ハァ……」

　さらに数分見守るも、一向に俺おれの本を買ってくれる人は現れない。

「く……っ」

　や、やばい……。このまま一冊も売れなかったらどうしよう……。

　デビュー早々、一巻打ち切りになっちゃったら、どうしよう……。

　そんな情けなくも切実な想おもいから、つい、魔まが差してしまったのだ。

　俺おれは、ふらふらとライトノベルコーナーに近づいていくや、おもむろに自著を手に持ち、周囲に聞こえるよう一言。

「おっ！　なんか超ちよう面おも白しろそうなラノベが売ってるぞぉ～？」

　顧かえりみてみれば、わざとらしいにも程ほどがある台詞せりふであった。

「イラストもかわいいし、和泉いずみマサムネってペンネームもかっこいいし、あらすじも楽しそうだし──こりゃ、大ヒット間ま違ちがいなしですわ！」

　チラッ。

「表紙にエロマンガって書いてあるけど、イラストレーターさんの名前で、内容には関係ないし……えっちな小説じゃちっともないし…………勇気を出して、買っちゃおうかなァ？」

　チラチラッ。

　──さあ、皆みなの者！　買えッ！　買うのだ！

　作者である和泉いずみマサムネ先生みずから、ライトノベルコーナーにいるお客さんたちに、熱い念を送ってやる。

　そんなことを、調子こいて、数分間にもわたって続けていたときだ──

　ぽん、と俺おれの肩かたに、背後から手が置かれた。

「はい？」

　きょとん、と、俺おれが振ふり返かえると、そこには、

「…………お客様、ちょっと、お話が」

　筋肉ムキムキでド迫はく力りよくの、ザ●ギエフみたいなおっさんが、かわいいエプロン着用で、立っていたのである。

　店内で騒さわいでいた俺おれは、ハゲ髭ひげマッチョな店主によって、書店のバックルームに連れていかれた。

　ばんっ、と、机を叩たたき、何度目かの弁明を繰くり返かえす。

「ですから！　俺おれが作者なんですよ！　この本の！」

「……こんなに若い作家がいるか。うちの娘むすめと同じくらいじゃねぇか」

「本当ですって！　最近中学生デビューとか、珍めずらしくない時代なんですってば！　えっと──ほら、これ、学生証！　和泉いずみ正まさ宗むねって書いてあるでしょ！　この本の作者と、ほとんど同じ名前ですよ！　これが証しよう拠こです！」

「むう……いや、しかしなあ」

　と、そのとき、俺おれの背後から女の子の声が聞こえてきた。

「ちょっとぉ、おとーさん、お店空っぽにしてなにやってんの？　万引きかなにか？」

「いや、店で騒さわいでるやつがいたからよ。他のお客様の邪じや魔まになるかもしれねぇから、引っ張ってきて事情を聴きいてたんだが……」

「んっ、ありゃ？　和泉いずみくんじゃない？　一組の」

「えっ？」

　振ふり返かえると、声の主は、俺おれと同じ年（中一）くらいの女の子だった。

　黒くろ髪かみロングの、おとなしそうな顔立ち。飄ひよう々ひようとした口調は、見た目と少しギャップがある。

　黒い三本ラインの入った、アディダスのスニーカーをはいていた。

「君は……」

「高たか砂さご智とも恵え。覚えてないかなぁ、小三のとき、同じクラスだったんだけど」

「……ごめん」

「そか。ま、いーや」

「……小こ僧ぞう、こんな美少女を忘れたってのか？」

　ドスの聞いた声で凄すごんでくるザンギ、もとい店主。

　俺おれは震ふるえあがって「す、すみません」と謝あやまる。

　すると高砂たかさごさん──娘むすめさんの方だ──は、かぁ、と顔を赤らめて、

「ちょ、おとーさん！　恥はずかしいこと言わないでっ！　えっと──で、どゆこと？」

「だからな。この店で騒さわいでた小こ僧ぞうが、『自分がこの本を書いた作家』だとかなんとか、下手な噓うそを吐ついてよう」

　答えたのは、俺おれではなく、店主だ。彼かれは、毛むくじゃらの手で、机の上に置かれていた、俺おれのデビュー作を取り、娘むすめに表紙を見せる。

「あ、それ。今日発売の新刊じゃ──って、え？」

　どうやら、著者名に『和泉いずみマサムネ』とあるのを見つけたらしい。

「和泉いずみマサムネ……？　和泉いずみ正まさ宗むね……？　ん？　んんん？　ま、まさかっ！」

　はっ、と、俺おれを見る高砂たかさごさんに、俺おれは言った。

「うん……俺おれが、その本の作者──『和泉いずみマサムネ』なんだ」

「……マジで？」

「マジで」

「……偶ぐう然ぜんじゃねぇのか？」

　店主は、依い然ぜんとして、胡う散さん臭くさそうな眼まな差ざしで俺おれを見てくる。

「ほ、本当ですって」

　デビュー当日に、自分がラノベ作家だと正体をバラす羽目になるとは思わなかったが、他に、あの奇き行こうを説明できる理由が思いつかない。

　だからこそ、俺おれは自分こそが和泉いずみマサムネだ──と、そう主張したわけだが。

　どうも、店主のおっさんには信じてもらえていないらしい。

　一方、娘むすめの高砂たかさごさんの方はどうかというと、なにやら腕うでを組んで考かんがえ込こんでいた。

「うーん、うむむむ…………ねぇ、和泉いずみくんさぁ」

「な、なんだ？」

「『ブラックロッド』と『ブラッドジャケット』と『ブライトライツ・ホーリーランド』。この三作ではどれが一番好き？」

　どれも電でん撃げき文庫から発売されている超ちよう名作小説だ。

　俺おれは、質問の意図をはかりかねながらも、即そく答とうしていた。

「『ブラッドジャケット』」

「ふーん」

　高砂たかさごさんは、納なつ得とくしたように首しゆ肯こうする。

　ぴ、と、指を一本立てて、

「ラノベキャラで、キミが一番かっこいいと思う名前は？」

「『霧きり間ま凪なぎ』」

「ほうほう。んじゃあ、『ブギーポップ』シリーズで、一番好きな本は？」

「高砂たかさごさん……この質問に、なんの意味があるわけ？」

「『ライトノベル性格分ぶん析せき』ってとこかな。いーから答えてよ」

「ＶＳイマジ──いや」俺おれは、ちょっと考えて、「『エンブリオ炎えん生じよう』、かなあ」

「そっか、そっか、なるほどねえ──どーりで。ちなみにボクは、『パンドラ』と『ペパーミントの魔ま術じゆつ師し』が好きだよ」

「あ、俺おれも『パンドラ』は、超ちよう好き」

「お、わかってるねっ。うーむ……まさか和泉いずみくんが、十年以上前のラノベトークにすら付いて来れるほどの逸いつ材ざいだったとはっ！」

「高砂たかさごさんこそ」

「てへへ、早く言ってよねー、同じガッコにボクとめっちゃ話合う人がいるなんて、知らなかったよ。……ところで、うちのおとーさん、ちょっと『イナズマ』に似てない？」

「え、えぇ～？　に、似てないと思うけど！」

　どう見ても『イナズマ』ってより、『レッドサイクロン』とか『ミスター・ブラウン』って感じだろ。

「おいおい、なんの話だ？　さっぱりわからんぞ」

　置いてけぼりにされたザンギ、じゃなくて店主が、自分の娘むすめに困こん惑わくの顔を向けると、高砂たかさごさんは、あっさりとこう答えた。

「おとーさん、和泉いずみくんの言ってること、たぶん本当。『自分が作者だ』なんて言って、ごまかそうとしているわけじゃないよ」

「なんでわかる？」

「うーんとね、いま、ちょっと話して、そう思った。ラノベ好きなやつに悪いやつはいない──って、それだけじゃ弱いかな？」

「まぁな」

　高砂たかさごさんは、俺おれのデビュー作『ブラックソード』を指さして、

「えっと、じゃあ……あんまり大きな声じゃ言えないんだけど……ボク、今日発売のラノベ、昨日店に入にゆう荷かしたときに読んじゃったんだよね」

「え……てことは、俺おれの本も読んでくれたってこと？」

「えへへ、そゆこと。びっくりしちゃった──和泉いずみくん、キミ、ボクが作品を読んで想像した作者のイメージそのものなんだもん。だから、きっとこの人が『和泉いずみマサムネ先生』本人なんだろうなって、思った。それに──同じクラスで一年間過ごしたこともあるしね。キミは、そんな噓うそをつくようなひとじゃないよ」

「………………」

　俺おれと店主は、呆ぼう然ぜんと高砂たかさごさんを見つめる。

「今日は、『和泉いずみマサムネ』のデビュー作発売日だし、お店の中で様子がおかしかったのは、そのせいじゃないかなー」

　……見み透すかされている。

「ふぅーむ」

　店主は、難しい顔で腕うでを組んで、

「わかった。おい、小こ僧ぞう。もう、店で騒さわぐなよ」

「はい、すみませんでした」

「………………」

　店主は、立ち上がり、店番へと戻もどって行った。

　見た目よりは怖こわくない人なのかもしれないが……いずれにせよ、もう迷めい惑わくをかけないようにしよう。

「……ふぅ、助かったよ」

　威い圧あつ感の塊かたまりがバックルームから去り、俺おれは、ようやく一息つく。

　ところが、そこで、高砂たかさごさんが、上じよう機き嫌げんに近づいてきた。

「で？　和泉いずみマサムネ先生──なんか面おも白しろそうだし、話、聞かせてよ」

＊

「ああ、記念日って、俺おれのデビュー作の発売日か。その日におまえと初めて話したんだっけ」

「そうそう！　なんだよー、ちゃんと覚えてるじゃん」

　場面は再び、現在、たかさご書店へと戻もどる。

「そのあとムネくんが、ラノベ作家だってことを学校では隠かくしたいから、秘密にしてて──って言い出して」

「ずっと内ない緒しよにしてくれてたよな」

「そりゃ、約束しましたからねー」

「すぐバラされるって思ってた」

「ちぇー、ひどいなあ。こう見えて、けっこう義ぎ理り堅がたいんだぜ、ボク」

「知ってる。友達だからな」

「そ。ムネくんが学校で唯ゆい一いつラノベの話ができる友達だ。ボクにとってもね」

　俺おれはともかく、智とも恵えは学校でも友達が多い方だと思うのだが。

　やっぱり、書店員でラノベ担当をしている彼かの女じよと同じレベルで、ラノベトークができる女子は、いないらしい。

　だから──お互たがいにとって、いい出会いだったのだろう。

「智とも恵え」

　俺おれは、友人の目をまっすぐ見て、礼を述べる。

「これからも、よろしく」

　おまえと会えてよかったよ──そんな想おもいを込こめて。

　それが伝わったのかどうなのか。

「……う、うん」

　智とも恵えはらしくもなく、もじもじと頰ほおを赤らめている。

「なに照れてんだよ」

「え、や、だって、急に改まって言うからさ！」

　うん、実は俺おれも言ってて恥はずい。

　俺おれは、ごまかすように片手を挙げて、

「じゃ、帰って本読むわ」

「ん、ゆっくり休みなね」

「ああ」

　と、踵きびすを返かえす。

「あ、ムネくん──」

「ん？」

　振ふり返かえると、エプロン姿の智とも恵えは、俺おれににこりと笑いかけて、

「ボクが選んだ本。読んだら、感想、聞かせてよね」

「────」

　智とも恵えが一番魅み力りよく的になるのは、こうして誰だれかに本を薦すすめるときだ。

　そのへんのラノベヒロインなんか、目じゃないぜ。

　──なんて恥はずかしい台詞せりふ、とても言えるわけがない。

　たかさご書店でラノベを買って帰ると、ムラマサ先せん輩ぱいが、玄げん関かんで俺おれを出で迎むかえてくれた。

「おかえりなさい、マサムネ君」

「あ、ああ……ただいま、ムラマサ先せん輩ぱい」

　なんだろう……この新にい妻づま感。相変わらず、年下だというのに大人びた色気のある人だ。

「えと……エルフと紗さ霧ぎりは？」

　そう聞いたのは、ムラマサ先せん輩ぱいだけが出で迎むかえに来るというシチュエーションが不自然に思えたからだ。またぞろ、全員揃そろって騒さわがしいお出で迎むかえ──ということならわかるのだが。

「ああ、それは」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、苦く笑しようして答えてくれた。

「先ほど、君が逃にげるように出て行ったあと──皆みなで話して、反省したのだ。今日は、マサムネ君にとって、久しぶりの休日なのに──アレはよくなかったろう……と、な。すまなかった。皆みなを代表して詫わびよう」

　恩人代表に頭を下げられ、俺おれは、慌あわてて手を振ふり否定した。

「いやいや！　別にあのくらい、お世話になってることを考えたら、たいしたことはないって！　……まぁ、さっきはつい逃にげちゃったけども」

「そう言ってくれると、我らも救われる。──ともあれ、もう君が休む邪じや魔まはしない。今日という休日を、ゆっくりと過ごして欲ほしい」

「ああ、ありがたく……そうさせてもらうよ」

　当初の予定どおり、自分の部屋に戻もどってラノベを読む。

　ベッドにうつぶせになって、ページをめくっていく。

　書くのと違ちがい、読むのは特に速くない。一冊の文庫本を、二時間くらいかけて、ゆっくりと読む。静かで、穏おだやかで、幸せな時間だった。

　──本当、恵めぐまれているよな、俺おれ。

　本来なら、皆みなが協力してくれなければ──いまも必死になって仕事をしていただろうに。

　ずっしりと腰こしにくる疲つかれが、いまはむしろ心地ここちよかった。

　きっと休みが終わる明後日あさつてには、すっきりとリフレッシュして、また作品作りに没ぼつ頭とうできるようになるだろう。その確信があった。

　二冊目の本が半分くらい読み終わった頃ころ。

　とんとん、と扉とびらがノックされた。

「はい、どうぞ」

　身体を起こし、返事をする。と、ムラマサ先せん輩ぱいが扉とびらを開けて、姿を現した。

　楚そ々そとした微び笑しようで、

「マサムネ君。あと十分ほどで夕食の時間だ。リビングに来てくれ」

「ああ、すぐ行くよ」

　読んでいた本にしおりを挟はさみ、枕まくら元もとに置く。

　ムラマサ先せん輩ぱいが、読みかけの本を見て、優やさしく問うてくる。

「その本、好きなのか？」

「いま一巻を読んでるんだけど、好きになれそう……かな」

「ほう」

「いきつけの本屋で、オススメしてもらったんだ。俺おれの『休日に読む本』ってことでさ。どれも、リクエストどおりの本だったよ」

「つまり、君が『休日に読みたい本』か。ふむ、興味があるな。タイトルを見たところ、ジャンルもバラバラなようだが？」

「んー、どう言ったらいいかな。ジャンルとかじゃなくて……俺おれが休みの日に読みたいのは……自分が書いているのとは違ちがう方向の、面おも白しろい本なんだ」

　俺おれの答えに、先せん輩ぱいは首をかしげる。

「？　わからないぞ？」

「説明が難しいけど……読んでて、俺おれが『先にやられた！　悔くやしい！』とか『あーっ、その手があったか！』とか『うおーっ、このシーン負けた！　チクショー書き直そう！』とか、そういうのがない本がいいってこと。自分と同じ方向の作品だと、それが面おも白しろければ面おも白しろいほど、どうしても勉強とか研究とか対たい抗こうとか、そういう目線になっちゃうからね。──休日に読む本としては、仕事抜ぬきで読める本……『一読者として素す直なおに楽しめる作品』が、いいかな」

「ははあ、なるほど……」

　納なつ得とくしてくれたらしい。先せん輩ぱいは、ふむふむと頷うなずいている。

「私には理解し難がたい感覚だな」

「かもね」

　自分一人で完結してるもん、ムラマサ先せん輩ぱいは。

「ということは、君が『休日に読みたくない本』もあるのかな？」

「そりゃあるよ。……山やま田だエルフ先生の『爆ばく炎えんのダークエルフ』もそうだし……──」

「そうだし？」

「………………………………」

「マサムネ君？　なぜ黙だまり込こむ？」

　俺おれの顔を、ムラマサ先せん輩ぱいが覗のぞき込こんでくる。

　台詞せりふを途と中ちゆうで止めたのは、俺おれにとってもっとも『休日に読みたくない本』が……

　──あんたの本だからだよ！

　そう。

　俺おれにとって、千せん寿じゆムラマサという小説家は、ずっと……特別な存在だった。

＊

　俺おれの『年下の先せん輩ぱい』について、話そうと思う。

　千せん寿じゆムラマサは、かつて、和泉いずみマサムネの天敵だった。

　俺おれとよく似たペンネーム、よく似た作風、よく似た速筆スキル、六十倍の売上実績を持つ、俺おれよりもさらに若い、レーベル最年少のライトノベル作家。

　累るい計けい部数一〇〇〇万部オーバーの怪かい物ぶつ。

　新人時代の和泉いずみマサムネは、なにかと『彼かれ』と比べられ、たいそう風当たりの強い日々を過ごしたものだ──心にいくつものトラウマを刻まれ、いくつもの新しん企き画かくを潰つぶされ、作家廃はい業ぎようの危機にさえ追おい込こまれた。

　恥はずかしながら、『ムラマサ死すべし』『あいつさえいなければ』などと、恨うらんでいた時期もある。

　さて、そんなムラマサ先せん輩ぱいと、『ラノベ天下一武ぶ闘とう会』のとき、俺おれは初めて対面したわけだ。

　初めて顔を合わせ、会話をし──激げき突とつした。

　それは、ここで語るべきエピソードではないし、むちゃくちゃ長くなるので割かつ愛あいするが、このときを境にして、俺おれとムラマサ先せん輩ぱいの関係は、大きく変わった。

　俺おれの天敵、年下の先せん輩ぱい──千せん寿じゆムラマサは、

　着物が似合う、当時十四歳さいの、女の子だったのだ。

　ムラマサ先せん輩ぱいとは、どんな人なのか？　あらためてそう聞かれると、ちょっと困ってしまう。

　そうだなぁ。これは、以前、先せん輩ぱいと一いつ緒しよにファミレスに入ったときのことなんだが──

「ムラマサ先せん輩ぱい、注文なにがいい？」

　俺おれが対面の先せん輩ぱいに話しかけると、着物姿の彼かの女じよは、

「………………」

　まったく返事をしてくれなかった。じっと厳しい顔で虚こ空くうをにらみつけたまま、綺き麗れいな姿勢で固まっている。

「先せん輩ぱい？　おーい、先せん輩ぱい？」

　目の前で手を振ふっても、反応なし。目を開けているのに、ぴくりともしない。

　色白で、端たん正せいな顔立ちなものだから、蠟ろう人形になってしまったんじゃないか──なんて、ありえない想像をしてしまう。

「…………せんぱ──」

「よし！」

「うわ！」

　先せん輩ぱいの眼めに光が宿った──と思いきや、いきなり大声を出す。俺おれはびっくりして、ひっくり返りそうになってしまう。〝静〟から〝動〟へ──イキイキと活動を始めた彼かの女じよは、ぐるりと首を回して、俺おれを認めるや、

「ん？　マサムネ君、どうした？」

「それはこっちの台詞せりふだ。どうしたんだ、いったい。いきなり大声を出してさ」

「ああ──決めたぞ、マサムネ君！」

「……お、おう……注文を決めるくらいで、なにをおおげさな」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、ハキハキした口調で、

「私は、恋こい人びとを殺す！」

「楽しそうになに言ってんだ先せん輩ぱい！」

　ざわっ……ざわざわ……！

　やだ、殺すですって……痴ち情じようのもつれかしら……？

　ホラ！　周りのお客さんが、何事かって目でこっちを見てる！

　先せん輩ぱいは、きょとんと首をかしげて、

「なにって、私がいま書いているバトル小説の話だが？」

「知ってるよ！　ヒロイン！　主人公の恋こい人びとな！　でも、他の人にはそう聞こえてねーから！」

「止めてくれるな！　熟じゆく慮りよの末の結論なんだ！」

　いや、俺おれが止めてるのは、あんた自身の奇き行こう……。

　そこで先せん輩ぱいは、がらりと凶きよう悪あくな形相になった。

　初めて会ったときの、あの悪役オーラたっぷりの表情である。

「フン……こうなったからには、やつはもう殺すしかない！　できる限り残ざん忍にんな方法でだ！　──むしろ、君を凶きよう器きの専門家と見み込こんで、アドバイスをもらいたい。人体を派手に八やつ裂ざきにするためには、どのような刃は物ものを使用するべきだろう！　和泉いずみ先生！」

「マジでやめろ！　ここ、俺おれんちの近所なんだぞ!?」

　いかん。

　先せん輩ぱいの魅み力りよくをアピールしようと思ったのに、なんか違ちがうところが目立ってしまった。

　えーと、そうだな……。先せん輩ぱいのいいところ……いいところ……うーん。

　美人で格好良くて、着物がよく似合ってて、透すき通とおるような肌はだの色とか、色っぽい首筋とか……あ、あと意外と着やせするタイプで胸が──って、外見ばっかりだな！

　脳内の妹から『兄さんのえっち』と言われてしまったので、違ちがう方向に行こう。

　ものすごく小説を書くのが上手うまい──これはもう言ったか。

　なら、これだ。

　千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱいは、とんでもなく大物なのだ。

　あるとき、こんなことがあった──

　俺おれんちのリビングで、先せん輩ぱいと一いつ緒しよにテレビを見ていたときのことだ。

「先せん輩ぱい、このドラマはどうだ？」

「普ふ通つう」

「……そっか。じゃあ、さっき見た魔ま法ほう少女アニメは？」

「普ふ通つうかな」

「な、なるほど……じゃあ、その前に見た、特とく撮さつは？」

「舞ぶ台たいがうちの近所だった」

「………………」

　解説しよう。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、本屋に売っている小説を読んでも、一部の例外を除き、まったく面おも白しろく感じないという〝病気〟なのだ。

　この話を聞いたとき、俺おれは内心こう思った。

　──小説以外だと、どうなんだろう？

　というのも、クリエイターって、良くも悪くも色んな作品の影えい響きようを受けて、学び、成長していくものじゃんか。もちろん影えい響きようを受けるのは、自分が好きな作品たちなわけで。

　あんなに面おも白しろい小説を書く先せん輩ぱいが、〝自分が楽しめるわずかな例外〟だけに影えい響きようを受けてきたとは、ちょっと思えないのだ。

　で、本人に聞いてみたんだよ。そしたら、こんな答えが返ってきた。

『別に、まったく楽しめないわけじゃない。それに、私が個人的に楽しめるかどうかと、その作品から学べるかどうかは、また別の話だ』

　自分が面おも白しろいと思わない作品からも、学んでいる、ということなのだろう。

　素す直なおに感心したので、俺おれも見習いたい。

『──とはいえ、正直、ちょっとした食くわず嫌ぎらいみたいになっているところがあるんだ。アニメにせよ、映画にせよ、一定時間、画面の前に居なくてはいけないところが苦手でね』

　すぐに小説のネタを思いついて、この前のファミレスんときみたいなことになるものな。

　そうなったら、映画の内容など、吹ふっ飛とんでしまうに違ちがいない。

　試ためすまでもなく、千せん寿じゆムラマサと映像作品の相あい性しようは悪そうだ。

『そういうことなら、先せん輩ぱい、うちで観みてみる？　資料用のＢＤ作品が、けっこうあるんだ』

『──君が、となりで一いつ緒しよに観みてくれるのなら』

　先せん輩ぱいの付けた〝条件〟については、よくわからんのだが……。

　そういうことになった。

　そんで、さっきから、先せん輩ぱいとふたり、二人掛がけのソファーに並んで座すわって、映像作品を観みまくっていたってわけ。

　見てのとおり、先せん輩ぱいの反応は芳かんばしくない。

　その後、数時間ほど視し聴ちようを続けてから、俺おれはこう切り出した。

「やっぱ、ダメか。どれも俺おれが面おも白しろいと感じた作品なんだけど」

「いや、そうでもない。さほど悪くない作品もあったぞ？」

「マジで？」

　あの先せん輩ぱいが、『悪くない』って言うほどのアニメ？

「どれだ？」

「いまテレビに映っているアニメ」

　先せん輩ぱいは、何気ない仕草で、テレビを指さす。俺おれは、彼かの女じよの指先を目線で追い、

「………………………………」

　ごしごし。腕うでで目をこすって、もう一度確かく認にん。

　間ま違ちがえるわけもない──俺おれが自分で録画して、再生して、先せん輩ぱいに見せたものなのだから。

　このアニメは──

「うん、なかなかのものじゃないか。まさか、私がそう思えるような作品が、いま、まさに放映中だったとはな。知らなかった。ラノベが原作ならすぐに読んでみたい。なんて作者だ？」

「あんただ、あんた」

「えっ？　あんた氏という名前？」

「このアニメの原作者は、先せん輩ぱいだ！」

「私？」

　ぱちくり、と瞬またたきする先せん輩ぱい。

　これ……！　この人！　自じ慢まんするためにトボけてるわけじゃないんだぜ!?

　本気で言っているんだぜ!?　信じられるか!?

　俺おれも最初はびっくりしたよ──なにせこの人、小説家のくせに、俺おれたちが指し摘てきするまで、自分が書いた小説のタイトルを知らなかったんだからな。

「そうだよ！　『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』！　この前新刊脱だつ稿こうしたばっかだろ!?　タイトルも覚えたって言ってたよな!?」

「『幻げん刀とう』？　このアニメがか？　ふぅーむ、確かに似ているような気もするが……内容が違ちがうじゃないか。私が書いたのは、こういう話じゃないぞ」

「あんたが監かん修しゆうしてねーからだろ！」

　このアニメは、ムラマサ先せん輩ぱいが書いた原作小説と、登場人物もストーリーもほぼ同じなのだが、ちょっとしたストーリー解かい釈しやくの違ちがいであったり、キャラクターの性格・台詞せりふの違ちがいであったり、重要エピソードのカットであったり──そういったものが積み重なって、結果『原作とは別物』になっている。原作ファンからの評判もすこぶる悪い。

　まぁ、メディアミックスではよくある現象なのだが。

　原作者なんだから、自分の作品が基もとになっていることくらい気づけよと思う。

　………………いや、原作者だからこそ、ちょっと別物になっただけで、自分の作品だとは認にん識しきできなくなってしまう──のかもしれない。

『原作とは別物』──原作レイプをぶちかまされた連中が、強がりで言っているわけではなく。

　本当に、わからなかったのだ、この人は。

〝え？　コレ？　どこが？〟──みたいな。

　……だとしたら、このあと、どうなるんだ？

　自分の著作が『別物』になったことを、ここで初めて知ったムラマサ先せん輩ぱいは──どんな反応をするのだろう？　……怖こわいな。

　俺おれは、冷ひや汗あせをかいて、先せん輩ぱいの顔を見た。

　彼かの女じよは、きょとんと首をかしげて言った。

「ふぅん、そういうものか」

　うわぁ……すっげー、どうでもよさそう。

「しかし──〝幻げん刀とう〟のアニメって、いま放映中だったんだな？」

「もう終わってるから。これ、録画だから」

　はぁ、と、俺おれは溜ため息いきを吐つく。

　この人のファンが聞いたら、盛せい大だいにずっこけてしまいそうだ。

　千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱいは、小説を書くこと以外、ほとんど興味がない人なのである。

　夢は『世界で一番面おも白しろい小説を書くこと』。

　だから……メディアミックスへの対応が、こうなってしまうのも、無理はない。石ころ同然の原作者なのであった。

　そこでアニメのＡパートが終わり、『幻げん刀とう』メインヒロインの声で、こんなＣＭが流れた。

『ＰＳ４「幻げん想そう妖よう刀とう伝でん」は、原作者完全監かん修しゆうシナリオで好評発売中！　皆みなの者、絶対に買うのだ！』

「噓うそつけぇ！」

　俺おれは、大声でテレビにツッコミを入れてしまった。

　とまぁ……お聞きのとおり、大物といえば大物だろう？

　うむむ……どうも先せん輩ぱいのイメージが、上がった気がしない。

　つーか俺おれ、先せん輩ぱいと会うたびに、大声でツッコんでばかりのような……。いや、違ちがうな。そうじゃないときだってあったはずだ！　思い出せ、俺おれ……！

　そう、あれは、去年の九月。

　海合宿のあった夏休みが終わり、めでたく『和泉いずみマサムネの新刊発売日』を迎むかえた直後の話──

　その日、先せん輩ぱいは、エルフと一いつ緒しよにエロマンガ先生と会うため、俺おれんちにやってきていた。

　ちなみにエルフは、まだ来ていない。

「先せん輩ぱい、リビングで待っていてくれるか？」

「もちろん、いいとも。ああ、お構いなく。放っておいてくれれば、私はここで、何時間でも小説を書いているから。亜あ人じんが来たら教えてくれ」

　ソファに座すわるや、さっそくノートと鉛えん筆ぴつを取り出す先せん輩ぱい。

　ちなみに亜あ人じんというのは、我わが家やのとなりに住む、美少女ラノベ作家・山やま田だエルフ先生のことである。なかなかキツい蔑べつ称しようを思いつくものだ。

「客に対して、そういうわけにはいかないよ。──せっかくだから、お喋しやべりしないか？」

　隣となりに座すわって、そう提案すると、先せん輩ぱいはパタンとノートを閉じて、

「愛するマサムネ君がそう言うのなら、是ぜ非ひもない。君は、世界で唯ゆい一いつ、私が執しつ筆ぴつよりも優先するものなんだ」

「あ、愛す……って」

　かぁ、という擬ぎ音おんが聞こえるかのようだ。きっと俺おれの顔は、ラブコメ漫まん画がみたいに赤くなっていることだろう。こんなに思いをストレートに伝えられると、さすがに照れる。

　それに……

　れ、恋れん愛あい小説の台詞せりふかよ！　現実で言われると、恥はずかしすぎる……！

「あ、あのっ……先せん輩ぱい」

　辛かろうじて相手の顔を見ると、その原因を作った先せん輩ぱいもまた、耳先まで、かぁぁ……と、赤くなっていた。しかも両手で顔を押おさえて、プルプルしていた。

「自分で言ってて恥はずかしかったのかよ！」

「じゅ、十秒ほど待ってくれ……」

　先せん輩ぱいはしばし悶もだえたのち、すぅ、はぁ、と深呼吸。しかる後に、キリッとした表情に戻もどり、

「さて、どんなお喋しやべりをしようか、後こう輩はい」

「いまさらカッコ付けても遅おそいぞ、先せん輩ぱい」

　さっきの恥はじらう姿を、なかったことにしようとしているだろ。

「私たちは小説家なのだし、共通の話題といえば、やはり、創作関連になるのかな」

　涼すずしい顔でごまかしやがって。

　なんとか蒸むし返かえしてイジってやりたいが、後こう輩はいとして、先せん輩ぱいの想おもいを汲くんでやるべきかもとも思う。迷った末、俺おれはこう切り返した。

「そういえば、先せん輩ぱいの書いてる『幻げん刀とう』で、次の巻あたりでヒロインが死ぬって言ってたけど、その後どうやって展開していくんだ？」

　ほんの軽かる～いジャブのつもりの質問だったのだ。

　なのに──

「次の次の巻で生き返るぞ？」

「そんな大事なネタバレを軽く明かすなよ！」

　作者なんだから、もうちょっと読者に気を使った返答をだな！

　って、この人に言うだけ無む駄だか……。

　想定読者はあくまで自分自身で、他は目に入っていないのだから。

「興が乗った。よし、君になら話してもいいだろう。実は、主人公には、秘められた力が眠ねむっていて──それによって、ヒロインを死からよみがえらせるのだ」

　直前にネタバレやめろって言ったの、聞いてなかっただろ！

　そうツッコむことができなかったのは、自分の作品の話をする彼かの女じよが、とても楽しそうだったから。俺おれは笑って問い返す。

「秘められた力って、いままで使ってた能力とは別なの？」

「いや、いままで使っていたのは、〝真の力〟の片へん鱗りんでしかない。先の話になるが完全覚かく醒せいした主人公は、作中でも最強クラスの存在となる予定だ」

「『主人公の覚かく醒せいイベント』か──定番だな。何巻くらいでやる予定なんだ？」

「百巻」

「ひゃっかん!?」

　マジで言ってんのかこの人……ラノベで百巻とか、途と方ほうもない数字だろ。

「ちなみに先せん輩ぱい……何巻まで続けるつもりなの？」

「二百五十巻までは構想ができている」

「完結まであと六十年くらいかかるな」

　初期から追ってる読者が、だいぶ死ぬぞ。俺おれもがんばって長生きしないと。

「最終巻を、孫にプレゼントしたいと思っているんだ」

「そりゃあ──────壮そう大だいな夢だな」

　本気でそう思った。ここまでガチだと、茶化すことさえできない。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、くすり、と、かわいらしく笑った。

「ありがとう、君のおかげだ」

「？　どういう意味？」

「ふふ……気にするな。こちらの話だ」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、肩かたをすくめ、韜とう晦かいする。

　この話題は終わりね──そういう意図が感じられた。

「『幻げん刀とう』を、ずっと続けていくつもりなのはわかったけど……もちろん、他の作品も書くんだろう？」

「そのつもりだ。バトル小説だけじゃなくて、いまは、色々なジャンルに挑ちよう戦せんしてみたいと思っているよ。たとえば──────ラブコメとか」

「そういえば、この間、先せん輩ぱいはラブコメ小説を書いていたよな」

「む……う、うん」

　こくんとうなずくムラマサ先せん輩ぱい。彼かの女じよが動どう揺ようしているのは、先せん輩ぱいが書いたラブコメ小説の内容が、俺おれとムラマサ先せん輩ぱいをモデルにしたものだったからだ。

　百ページ超ちようの恋文ラブレターで──彼かの女じよは、俺おれに、愛の告白をしてくれた。

　その顚てん末まつは……ここで語ることじゃない。

　俺おれは、気き恥はずかしさをこらえて、こう続ける。

「初めてのジャンルを……書いてみて、どうだった？」

「難しいな、恋れん愛あいは────だからこそ、とても、やりがいがある」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、そう言って笑った。上手くいかなかったことを、楽しんでいるかのように。

「私はね、後こう輩はい。いままで恋れん愛あいものを面おも白しろいと思ったことが一度もなかった。漫まん画がでも、小説でも、映画でも、アニメでもだ。このジャンルでは、自分の琴きん線せんに触ふれる物語と、一作品たりとも出会えなかった」

「………………」

「登場人物の、誰だれにも共感できなかったんだよ。愛だの恋こいだの、好きだの嫌きらいだの──まったくピンとこないんだ。ちっとも興味が持てない。恋こいをしているやつと、感情を共有できなかった。きっと、私には、恋れん愛あいものを楽しむ素養がなかったんだな。だから、恋れん愛あいものなんてつまらないと決めつけて──ラブコメ小説を書くという君に、怒おこったんだ」

　そこで彼かの女じよは、ひとつ息を吐はいてから、

「マサムネ君。恋れん愛あいって、面おも白しろいな」

　直前までと、まるで逆のことを言った。

「好きな人のことを考えるだけで、わくわくする──ドキドキする──その気持ちが、いまの私には……よくわかる」

「……先せん輩ぱい」

　言葉に詰つまってしまったのは、彼かの女じよの笑え顔がおが、あまりにも魅み力りよく的だったから。

　どんな恋れん愛あい小説をも超こえる破は壊かい力だった。

「いまなら、すっごく面おも白しろい恋れん愛あい小説が書けそうだっ。……いつか、また、読んでくれるだろうか？」

「……うん、ちゃんと、読むよ」

　心をこめて、返事をする。

　きっと、彼かの女じよが新たに綴つづる恋れん愛あい小説は、とんでもない最高傑けつ作さくになるだろうから。

＊

『休日一日目』の夜。俺おれは、湯船の中でひとりごちる。

「……まさか、あのムラマサ先せん輩ぱいと同じ家で暮らすことになるなんてな」

　あの人と出会う前、宿敵として恨うらんでいた頃ころからしたら、とても考えられない状じよう況きようだ。

　デビュー当時の俺おれに、千せん寿じゆムラマサに告白されて一いつ緒しよに暮らすことになるよ──なんて言っても、なにをバカなことをと笑われてしまうだろう。

「ふぅ……」

　湯船の中で足を伸のばし、ゆっくりと息を吐はく。

「……本屋行って、……ラノベ読んで……ムラマサ先せん輩ぱいの作ってくれた昼飯食べて……家事全部やってもらって」

　──今日は、なんだかんだで色々あったけど、昨日までと比べたら、ずいぶん休めたよな。

「明日はどうすっか」

　明後日あさつてからはまた仕事だ。なら、いっそ一日中寝ねて過ごすのもいいかもしれない。

　昔、親父おやじが休みになると一日中寝ねているのを見て、子供心に『せっかくの休日なのに、寝ねてて退たい屈くつじゃないのかな？』って不思議に思ったものだけれど……

　あれ、がんばって仕事をするために──『全力で休んで』いたんだな。

　やっとわかった。

　ぬるめのお湯につかったまま、目をつむって、頭の中で数をかぞえる。

「さて、そろそろ出るかな」

　ザバッと湯船から立ち上がった瞬しゆん間かん──

　ガラッ！

「────は？」

「────へ？」

　ムラマサ先せん輩ぱいが入ってきた。

[image: ]

　幸いというべきか、あいにくというべきか……湯気で隠かくれてほとんど見えないが……

　一糸まとわぬ姿でだ。

　俺おれは──そしてムラマサ先せん輩ぱいも──突とつ如じよ発生した異常事態に硬こう直ちよくした。

「………………………………………………………………」

「………………………………………………………………」

　はだかのまま、見つめ合う俺おれたち。

　やがて俺おれたちはともに、調子悪いときのＰＣみたいな重い挙動で、ギギギと視線を動かしていく。

　俺おれの視線は、ムラマサ先せん輩ぱいの、顔から下へと。

　彼かの女じよもまた、俺おれの視線をなぞるように、己おのれの視線を自分の裸ら体たいへと落としていく……

　そこでようやく状じよう況きようを認にん識しきし、

「……ひゃ」

　小さな悲鳴から、
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　声にならない絶ぜつ叫きよう。顔は熱湯に浸つかったみたいに真っ赤っかだ。

　彼かの女じよは、白いタオルでたわわな胸を隠かくすや、泣きそうな顔で言う。

「にゃ……んでっ……君が……！　いまは、女子風ぶ呂ろの時間だろう……？」

「お、おおお！　俺おれが休みの二日間は、男風ぶ呂ろが先でいいってエルフが──!?」

「き、聞いてないもん！　み、見るなああぁぁぁ！」

　ピシャ！　と、扉とびらを締しめて、ドタドタとその場から逃にげ去ってしまう。

　俺おれはその一部始終を、ぽかんと口を開けて見送る他なかった。

「……なんだったんだ、いまの……」

　ようやく正気に立ち返って、まず思ったのが、

　──も、もっとよく見ておけばよかった！

　だったのが我ながら最低だが、高校生男子だから仕方ないんだよ！

「[image: ]ー……一いつ瞬しゆんでのぼせた気がする」

　力なくぼやく。

　いまのトンデモイベントで、酩めい酊ていしたようにへろへろだ。

　ラノベじゃよくあるサービスシーンだが、現実で発生するとシャレになっていない。

　風ふ呂ろから上がったあと、ムラマサ先せん輩ぱいとどんな顔して話せばいいんだよ。

　満身創そう痍いの俺おれであったが、なんと試練はまだ終わっちゃいなかった。

　からからと、再び扉とびらが開く音がして、

「……ま、マサムネ君……背中を流しにきたぞ」

　再びムラマサ先せん輩ぱいが姿を現したのだ。

「ちょ！　な、なな、なんで戻もどってきてるんだ！」

　バスタオルを巻いただけのムラマサ先せん輩ぱいは、依い然ぜんとして半泣きのまま、無む駄だにかっこいい見み栄えを切る。

「い、一度は背を向けたがっ……紗さ霧ぎりとの戦いが敗色濃のう厚こうであるいまッ！　覚かく悟ごを決めて舞まい戻もどったのだ！」

「風ふ呂ろ場を戦場みたいに言うな！」

「私にとっては同じこと！　……ここからが本番だっ！」

「マジで出て行って！　もしくはもっと気合入れて身体を隠かくして！」

　バスタオルがいまにもはだけそうで……ああもう！

　一いつ般ぱん家庭の風ふ呂ろ場じゃ、萌もえアニメの湯気ほど仕事してくれないんだぞ！

「いまさら逃にげられるものか！　覚かく悟ごするがいい！」

　背中を流される覚かく悟ごを決めろと半はん裸らで迫せまって来る、正気を失ったおっぱいムラマサ先せん輩ぱい。

「────」

　ひたすら目をつむって耐たえる俺おれ。

　もちろんこんな大おお騒さわぎをすれば、同居人たちが黙だまっているはずもなく。

「マサムネ！　いったい何事よ！」

　エルフ＆紗さ霧ぎり（タブレット）が風ふ呂ろ場に飛とび込こんでくる。

「む、ムラマサちゃん!?　なにやってんの!?」

「見てのとおりだ！　皆みなの者！　私は、マサムネ君と一いつ緒しよに入浴したぞ！」

　うおおお！　と、風ふ呂ろ場で勝ちどきを上げるムラマサ先せん輩ぱい。

「そして私はついに──！　マサムネ君のハダカを見たぞぉおぉぉ！」

　この人やっぱ、ラブコメとバトルの違ちがいがわかってねえ！

「は！　今いま更さら遅おそいわムラマサ！」

　そして、そんなライバルの勢いに、喜び勇んで便乗するヤツがまたひとり──

　エルフだ。彼かの女じよは、さながら王者チヤンピオンのリング入場のごとく、バッと上着を脱ぬぎ去って、

「このわたしはすでに──マサムネと寝ねたわ！」

　こいつはまた！　わざと誤解を呼ぶ言い回しを！

「にゃ！　んだとぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　どういうことだ！　マサムネ君！」

「いいから服を着てくれ！　今日は俺おれの休日だったんじゃねーのかよ！」

　もう何もかもがぐちゃめちゃだった。

　胸を張って脱だつ衣い所に屹きつ立りつする上半身下着姿のエルフと、

　そんな露ろ出しゆつ狂きように、半裸で摑つかみかかるムラマサ先せん輩ぱい。

　そして、

「もぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!　いい加減に……っ！　しろぉぉぉ────!!」

　ドンドンドンドン！　と、張はり裂さけんばかりに鳴なり響ひびく床ゆかドンの音。

　収拾の付かない大だい騒そう動どうの中。

「あああああ！　もう同どう棲せいはこりごりだよぉおぉぉー！」

　懐かい古こギャグアニメみたいなオチ台詞ぜりふを叫さけんでみても。

　もちろん舞ぶ台たいの幕が下りたりはせず、無情な現実が続くのみであった。
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　和泉いずみ紗さ霧ぎり／十三歳さい／引きこもり。

　私は、ライトノベルの挿さし絵えを描かいているイラストレーターだ。

　島の名前を由来としたペンネームを使っていて……

　エロマンガ先生、などと呼ばれている。

　私には和泉いずみ正まさ宗むねという義理の兄がいて、数年前から、二人暮らしをしていた。

　いまは諸事情あって、同じ部屋で暮らしている。

　そんな私たち、和泉いずみ紗さ霧ぎりと和泉いずみ正まさ宗むねは、兄妹じゃない。

『血の繫つながっていない義理の兄妹きようだい』という意味じゃなく。

　私は、正まさ宗むねのことを兄だと思ったことなんて、いちどもないのだ。

　めんどうくさい私のわがままに、いつもイヤな顔ひとつせず付き合ってくれて。

　好すき嫌きらいだらけの私にも食べられるごはんを、毎日毎日作ってくれて。

　引きこもりになった私を、いつだって優やさしく見守ってくれている────兄さん。

　でも、あのひとの妹になんて、ぜったいなりたくない。

『兄さん』なんて、呼びたくない。

　一いつ緒しよにいるとき、『兄妹きようだい』だなんて、見られたくない。

　……私は、こころの底から、そう思っている。

　初めて会う『その前』から、ずっと、そう想おもっている。

　ただ……

　──ちょっとだけ、妹のふりをしてあげる。

　そう約束しちゃったから。

　あのひとが、そう望んだから。

　しょうがないから…………いやいやしぶしぶ……兄さん、と、呼んであげているだけ。

　ほんとうに……それだけなんだから……。

　私のことを好きだと言ってくれる──兄さん。

　私のことを誰だれよりも大切にしてくれる──兄さん。

　私と家族になりたい、本当の兄妹きようだいになりたい──そう望んでいる、兄さん。

　そんな彼かれのことを、私は、こころの中だけで…………

　正まさ宗むね、と、呼んでいる。

『正まさ宗むねの休日』二日目の朝。

　エルフちゃんの作ったごはんを（もちろんこの部屋で）食べた私は、ベッドに寝ねそべりイラストを描かいていた。

「ん～♪　ん～ん～♪」

　絵を描かくのは大好きだ。特に、かわいくてえっちな女の子のイラストなら、なおさら。

　自然と鼻歌まじりになってしまう。

　他のイラストレーターさんも、きっとそうだろうと思う。

　まぁ、いま描かいてるのは、女の子のイラストじゃないんだけど────

「ふふ」

　えっちな女の子と同じくらい、好きなキャラだ。

　タブレットをいったん置き、筆休めがてら、ちら、と、ベッドのわきを見る。

　そこでは正まさ宗むねが、布ふ団とんを敷しいて眠ねむっている。

　一度起きて朝ごはんを食べたあと、ここに戻もどってきて二度寝ね中なのだ。

　昨日は一度起きたら寝ねられないと焦あせっていたのに……ようやく二度寝ねのこつを摑つかんできたらしい。とはいえ、明日からはまた仕事に戻もどらなきゃいけなくて、二度寝ねの機会なんて当分なさそうだから、ちょっぴりかわいそうな気もする。

　私は、微笑ほほえましい気持ちで、その寝ね顔がおを見つめる。

「ゆっくり休んでね」

「ああ、そうさせてもらうよ」

　眠ねむっているはずの正まさ宗むねから、返事があった。

「！　兄さん？　……起こしちゃった？」

　私が問うと、彼かれは、うっすらと眠ねむそうな眼めを開けて、

「いや、元から眠ねむっちゃいなかったよ。──絵、描かいてたのか」

「……あれ？　なんでわかったの……？」

　そこで寝ねてたら、私がベッドの上でなにをやっているか、なんて見えないのに。

「おまえ、絵を描かいているときさ」

　正まさ宗むねは、嬉うれしそうに言った。

「調子いいと、段々機き嫌げんがよくなってきて……最終的に歌うじゃん」

「な、なんでそれを」

「前から知ってたよ。いまも歌ってたろ。だから、好きなキャラを描かいてんのかなって」

「……うう」

　恥はずかしい。顔が熱くなってくる。

　……私の絵を描かくときのくせ……いつの間に知られていたんだろう……。

「紗さ霧ぎり。仕事の絵は、昨日で一区切りついたんじゃなかったっけ？」

「……お仕事の絵じゃないもん」

　すねたような口調になってしまった。

　ほんとは……もうちょっと愛あい想そよくお喋しやべりしたいのに。

「てことは……趣しゆ味みのって、ことか」

「……そんなとこ」

「なにを描かいてたんだ？」

「……しりたい？」

「ああ、知りたい。俺おれに見せてくれよ」

「……どうしよう、かな」

　こんななんでもない会話が、とても安らぐ。

　同じ部屋に自分以外の人がいるのに、こんな気持ちになれるなんて。

　やっぱり正まさ宗むねは、ふしぎなひとだ。

　……っと、いけない。ついついもったいぶってしまったけれど、私が描かいていたこのイラストを、正まさ宗むねに見せるわけにはいかないんだった。

　何故なぜならこのキャラは──私が彼かれに言わないでいた『秘密』そのものだから。

「兄さん、私とお話ししてて……いいの？　お休みなのに……寝ねてなくていいの？」

　ごまかすために、そんな台詞せりふを言ってみたら、

「もちろんだ。ここ数日、同じ部屋で暮らしてるのに、忙いそがしくって仕事の話ばっかだったろ。──いい機会だ。ゆっくりお喋しやべりしようぜ」

　いい機会、か。

　そのフレーズが、妙みように耳に残る。

　──たしかに、いい機会、かもしれない。

　描かきかけのイラストを見て、思う。

　正まさ宗むねの言うとおりだ。

　私と彼かれは、ひとつ屋根の下──どころか、いまや同じ部屋で暮らしているけれども。

　私たちは、お互たがいのことをあまりにも知らなさすぎる。

「……んしょ」

　私はベッドを下りて、彼かれが横たわっているすぐ隣となりに、ころんと寝ねそべる。

　すると正まさ宗むねが、見るからに動どう揺ようしたのがわかった。

「お、おい」

　私だって、すっっっごく恥はずかしい！

『兄でもない異性』がすぐそばで寝ねていたら──気絶しそうなくらい、その……ドキドキする。

　私は自分の気持ちを裏に隠かくして、正まさ宗むねの動どう揺ようにも気付かないふりをして、言う。

「私と……お喋しやべり、するんでしょ？」

「そ、そうだけどっ」

「変な兄さん」

　私は、くすくすと笑う。

　魔ま性しようの女・紗さ霧ぎりと呼んで欲ほしい。

「……あのね……お喋しやべりの前に、兄さんに言っておくことがあるの」

　私は、ふっと真顔に戻もどる。

「お仕事の邪じや魔まして、ごめんね？」

「！」

「……私が『無茶しないで』って止めたせいで、兄さんがたくさん悩なやんでたの……わかってた」

『私』という引きこもりが、彼かれの大きな負担になっているくせに、無茶をするなとか、どの口で言うのかって思うけれど。

　それでも、言わずにはいられなかった。止めずにはいられなかった。

　人は、すぐにいなくなってしまうから。

　私の言葉を受け止めた正まさ宗むねは、小さく首を横に振ふる。

「──いや、謝あやまらないでくれ。アニメ化が決まって、色んなメディアミックスの企き画かくが立ち上がって──俺おれも舞まい上あがってた。仕事をやればやっただけ成果が出るのが楽しすぎて、色んなものが見えなくなってた。紗さ霧ぎりや、みんなが止めてくれなかったら……きっと俺おれ、『夢のため』ってのを言い訳にして、どんどんスケジュールを詰つめ込こんで、パンクしてたと思う」

「……………………」

　パンクしかけたのは、妹という足手まといがいたせいだ──とは、彼かれは絶対に口にしない。

　そもそも、そんな発想すらないのだろう。

　代わりに彼かれが口にするのは、こんな台詞せりふ。

「俺おれの身体を気き遣づかってくれて、ありがとな」

「……ちらこそ」

　まともに顔が見られない。

　無理しないでくれて、ありがとう。

　いつもありがとう。

　夢をくれて、ありがとう。

　感謝の気持ちは、ぼそぼそとした小声にしかならなくて。

　言葉にしなくちゃ、伝わりはしないのに。

「紗さ霧ぎり？」

　うつむく私に、いぶかった正まさ宗むねが声をかけてくる。

「兄さんは……私と、家族になりたいんだよね？」

「ああ。俺おれは、紗さ霧ぎりと家族になりたい。本当の──兄妹きようだいになりたい」

「そっか、じゃあ」

　私は、そんなものになりたくない。

「私たちが、ちゃんと家族になるために」

　だから、笑え顔がおで噓うそを吐ついた。

「ふたりでお喋しやべりしよう……？　……昔の話」

「昔の話？」

「そう。私と兄さんが……出会う前の話。私と兄さんが一いつ緒しよに暮らすようになって──それから、お互たがいのこと、たくさん知ってきたよね」

「ああ、そうだな。紗さ霧ぎりが、肉あんまり食べないこととか、鼻歌まじりに絵を描かくこととか」

「兄さんが、変なお菓か子しばっかり買ってくる謎なぞ感性の持ち主なとことか、正体が、和泉いずみマサムネ先生だったこととか」

「エロマンガ先生の正体がおまえだったりな」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

　すぐそうやって茶化すんだから！

「とにかく」

　私は話を戻もどす。

「私は、兄さんのこと、たくさん知ってる」

「俺おれも、紗さ霧ぎりのこと、たくさん知ってるぞ」

「でも──」

「そういや、会う前のことは、ぜんぜん知らないよな」

「………………うん」

　私の方は、そうでもないけどね。

　でも、知らないことだらけなのは、たしか。

「兄さんの昔の話、私に聞かせて」

「いいよ。その代わり、昔の紗さ霧ぎりのこと、俺おれに聞かせてくれ」

「……うん、わかった」

　私たちはお互たがいに了りよう承しようし合い、そして、

「俺おれたちが、本当の兄妹きようだいになるために」

　私たちが、そんなものにならないように。

「昔話を始めよう」

＊

　さて、『紗さ霧ぎりと会う前の話』ねぇ、なにを話したもんだかな……

「そういえば……兄さんは、初めて小説を書いたときのこと……覚えてる？」

「もちろん。よーく覚えてるぜ。小説にハマった大きな『きっかけ』があったからな」

「『きっかけ』……じゃあ、その話、して？」

「オーケイ。それじゃあ……『俺おれがネット小説と出会うまでの話』から始めなきゃな。ちっと長いし暗いけど……我が慢まんして聞いてくれ」

　あれは六年くらい前、俺おれが小学五年生だった頃ころ。

　当時は、お袋ふくろが亡なくなったばかりで、家ん中、すげー暗くてさ。

　親父おやじは仕事でほとんど家にいなかったから、俺おれはいわゆる鍵かぎっ子こってやつだった。

「ただいまー」

　学校が終わって、家に帰って、玄げん関かんを開けると……いつも、真っ暗な廊ろう下かだけが出で迎むかえてくれる。いまだから笑って話せるけど……実際これは、キツかった。

　もう『おかえりなさい』と出で迎むかえてくれるお母さんはいないんだ。僕ぼくはこの家に一人なんだって、再確かく認にんするみたいで。

　心に、ぐさっ、とくる。

　いまもそうだ。玄げん関かんの鍵かぎを開けて、ノブを回すのが、怖こわい。

　その日の俺おれは、さっさと部屋で宿題を片付けたあと、薄うす暗ぐらいリビングで、椅い子すに座すわって、　一人悩なやんでいた。

　どうしたもんかな……ってさ。

　いまの状じよう況きようが悪いのはわかってるんだけど、どうしたらよくなるのか──

　これがまったくわからない。

　──僕ぼくはどうするべきなのだろう？　──何をすべきなんだろう？

　そんな思考が、頭ん中でぐるぐる回ってた。

　たった数か月で立ち直れていたわけもないのだが、当時の俺おれは、『お母さんがいなくなって哀かなしい』という気持ちを、自覚できていなかったと思う。

　当時の俺おれの関心は、お袋ふくろではなく、自分でもなく、『まだ生きている家族』に向けられていたからだ。

　──まずそっちをなんとかしなくちゃ。あぁ、どうしたもんかな──って。

　悩なやみ続けても、答えは出ない。

　そりゃそうだ。自分でも何に悩なやんでるのか、どうしたいのか、いまいちボンヤリしてるんだからな。算数とおんなじだ。式が読めなきゃ解も出ない。

「……お腹なか減ったな」

　学校帰りにコンビニで買ってきたカップ麵めんに、お湯を注ぐ。

　お袋ふくろが出演している料理番組のビデオを流しながらだ。

　テレビでは、料理研究家だった生前のお袋ふくろが、イキイキとレシピ解説をしている。

　俺おれは、味気ない麵めんをすすりながら、我わが家やのキッチンを見やる。

　──できたーっ！　正まさ宗むね！　味見して！

　そんな明るい声が、いまにも聞こえてきそうだった。

　あの豪ごう華かな多機能キッチンを使いこなせる人は、もうこの家にはいない。

「……ごちそうさまでした」

　誰だれもいない食しよく卓たくで、手を合わせる。

　そのとき、玄げん関かんの方で、がちゃという鍵かぎが回る音がした。

　──帰ってきた！　今日は早い！

　俺おれは急いで立ち上がり、目を輝かがやかせて玄げん関かんへと向かう。

　俺おれに残された唯ゆい一いつの家族を出で迎むかえるために。

「お父さ……！」

　廊ろう下かに飛び出した俺おれの顔は、一いつ瞬しゆんにして曇くもったことだろう。

　そこにいたのは、仕事を終えて早く帰ってきてくれた『お父さん』ではなく。

「京きよう香か、叔母おばさん」

　俺おれがずっと苦手だった、若く美しい叔母おば。

　冷たくおそろしい──『氷の女王』。

「どうして、ここに？」

「正まさ宗むねくんが、ひとりでしっかり留守番しているかどうか、監かん視ししにきました」

　和泉いずみ京きよう香かさんだった。

　──か、監かん視しってなんだろう？

　京きよう香かさんの意図を摑つかめぬまま、俺おれは、彼かの女じよとともにリビングへと戻もどる。

　そこでまずいことに気付いた。

　──あ、やば、お母さんのビデオつけっぱだ。

　京きよう香かさんは、俺おれのお袋ふくろとめちゃくちゃ仲が悪かったので、お袋ふくろの出演してる番組なんか見たら、怒おこられると思ったのだ。

　俺おれは、慌あわててテレビを消す。

　もちろんその一連の動作は、京きよう香かさんに目もく撃げきされているので手て遅おくれだ。

「……正まさ宗むねくん、いまの……」

「あ……その……えっと……」

　気まずい雰ふん囲い気きが、リビングに満ちた。

　うまい言葉を探せず固まっていると、京きよう香かさんは興味を失ったかのように俺おれから視線を外し、リビングを見回した。

　彼かの女じよの冷たい眼まな差ざしが、カップ麵めんで止まる。

「ああ、もう、兄さんたら、また正まさ宗むねくんにインスタント食品ばかり食べさせて……忙いそがしいとはいえ、本当に仕方のない男ですね……」

　当時の俺おれは、この人に親のことを悪あしざまに言われるのが、イヤで仕方なかった。

　勇気を振ふり絞しぼって反論した。背せ伸のびをして、怖こわい顔をにらみ付つけて、

「……お父さんの悪口、言わないでください」

「ふん、言い足りないくらいです。まったく……あの人は、昔からズボラで、いい加減で……ほら、子供と暮らしているというのに、部屋だってこんなに散らかっているじゃ──」

　京きよう香かさんは、手を大きく広げて、親父おやじの手て抜ぬかりを示さんとする。

　しかし彼かの女じよの言動とは裏腹に、この部屋の掃そう除じは、隅すみ々ずみまで行き届いている。

「あれ、おかしいですね……綺き麗れいに片付いているようですが」

「……そのくらいなら、僕ぼくだってできますしっ」

　俺おれは、むきになって言い放つ。すると京きよう香かさんは、何故なぜか呆ぼう然ぜんとした様子で、

「……貴方あなたが、家の掃そう除じを？」

「お、お父さん大変そうだから……僕ぼくができることは……やらなくちゃ……って」

　うつむいて、返事をする。

　……薄はく情じような俺おれなんかよりも、親父おやじの方がずっと──お袋ふくろの死を哀かなしんでいた。

　数か月経たったいまでこそ、辛かろうじて普ふ通つうに生活できているが──当時の有あり様さまは、ひどかった。父親の様子を側で見ていた俺おれが、『自分が哀かなしんでいる場合じゃない』と思おもい詰つめる程度には。

　本当に──どうしたものか、だ。

　正直なところ、どうにもならないだろう、こんなの。

　家の掃そう除じなんかしたところで、『お母さん』の真似まね事ごとをしてみたところで、『お父さん』の心の傷を癒いやすことなんかできない。

　それでも、なにもせずにはいられなかった。こんなの意味ないとわかっちゃいてもだ。

　無力な自分が、口くち惜おしくて。俺おれは自然と、唇くちびるを嚙かむ。

　京きよう香かさんは、振ふり絞しぼるようにおそろしい声を出す。

「……貴方あなたは、そんな余計なことを考えなくていいんですよ」

「ご、ごめんなさい」

「謝あやまれなんて言っていませんけれど？」

　彼かの女じよが、俺おれの言動にとてもイラついているのがわかった。

　なんでだろうと不思議に思ったが、それ以上、深く考えることはなかった。

　俺おれは、自分の家族のことで頭がいっぱいだったからだ。

『他人』が怒おこってる理由なんて──どうでもいいとまでは言わないけれど、優先順位は低かった。『現在いまの俺おれ』なら、京きよう香かさんが、凄すさまじく不器用なやり方で、甥おいをなんとかしなくては──と必死になってくれているのだと察することができたのだろう。

　でも、当時の俺おれには無理だった。

　泣きそうになりながら、俺おれの家族を助けてくれと、希こいねがうことしかできなかった。

「お父さんは……お母さんのことが、とても好きだったんです」

「知ってます」

　あまりにも早い、即そく答とう。

「すごく辛つらいと思うんです。助けてあげたくて、でも、僕ぼくはお母さんの代わりにはなれなくて………………だから、せめて、できることを」

「正まさ宗むねくん」

　うつむいて語る俺おれに、無情な口調で、問いが落ちてくる。

「じゃあ、貴方あなたのことは、誰だれが助けてくれるんです？」

「……わかんないよ。そんなの」

　ぐす、と、鼻が鳴った。

　どうにもこの台詞せりふは、当時の俺おれにとって急所を突つく一言だったらしい。

　ぽろぽろと涙なみだが零こぼれた。

　なんでそんなことを言うのかと、僕ぼくのことなんかどうでもいいからお父さんを助けてくれと──脳のう裏りを占しめていたのはそんな、京きよう香かさんへの罵ば倒とうばかり。

　自覚してなかった哀かなしい気持ちが、あふれ出てきた──『現在いまの俺おれ』なら、そんなふうに解かい釈しやくできる。

「……っ……っ……」

　俯うつむいて泣く、俺おれの頭に、かすかに──柔やわらかい『何か』が触ふれる。

　その正体を確かく認にんする前に、がちゃ、と扉とびらが開く音がして、

「ただいま！」

「ひゃわぁぁっ!?」

　京きよう香かさんの悲鳴。

　顔を上げた俺おれが見たのは、たったいま帰宅した親父おやじの姿と、むちゃくちゃ慌あわてて手をひっこめる京きよう香かさんの姿だ。

「に、兄さん！」

　親父おやじは、こちらに近付いてきて、京きよう香かさんに向かって親しげに話しかけた。

「おいおい、正まさ宗むねに何してるんだ？」

「な、ななな、何もしてませんっ！　まだ！」

　京きよう香かさんは、親父おやじ──兄と対面すると途と端たんにこうなる。

　落ち着きをなくし、感情が暴走し──ちょっとしたことで怒ど鳴なったり、真っ赤になったり。

　普ふ段だんの冷たい印象とは、がらりと変わってしまうのだった。

　親父おやじは、涙なみだを零こぼす俺おれを見て、京きよう香かさんを非難する。

「泣かすなよ」

「泣かせてません！　ただ……」

「ただ？」

「いえ、なんでも……」

　唇くちびるを愛らしく尖とがらせた京きよう香かさんは、俺おれと親父おやじを見比べて、意味深に呟つぶやく。

「兄さんは、何年経たってもバカのままですね」

「そういうおまえは、何年経たってもキツいよな」

「なぁっ！」

　かぁっ！　と、瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きのように赤くなる京きよう香かさん。

　そんな妹をよそに、親父おやじは俺おれの真ん前で、おもむろにしゃがむ。

　息子むすこと目を合わせ、優やさしく言った。

「正まさ宗むね。──さみしいか？」

「僕ぼく……」

　なに言ってんだ、って思った。

　さみしいのは、僕ぼくじゃなくて、お父さんの方だろう、と。

　だから俺おれは、そでで涙なみだを強く拭ぬぐい、こう言ってやった。

「さみしくない！　俺は、大だい丈じよう夫ぶ！」

「そうか」

「でも、わからないんだ。家族のために、何をしたらいいか」

　どうしていいかわからない。何がしたいのかもよくわからない。

　ただ──なんとかしなきゃ、お父さんを助けなきゃ、という使命感だけが、胸の裡うちでくすぶっている。

　親父おやじはそんな俺おれを見て、何事かを考かんがえ込こんでいるようだった。やがて言う。

「親を喜ばせるのなんて、簡単だ」

　に、と笑えんで、俺おれの頭に手を置く。

「おまえが笑って、楽しく暮らしてりゃあ、それだけでいい。おまえが幸せなら、俺おれたちも幸せだ。家族なんだからな」

「お母さんも？」

「ああ」

　力強く、頷うなずく。

　ややあってから、俺おれも、同じように頷うなずき返す。

「わかった」

　場面は再び『開かずの間』へと戻もどる。

　俺おれのすぐ隣となりに横たわる紗さ霧ぎりは、くすくすと笑う。

「その納なつ得とくの仕方……すっごく兄さんっぽい」

「そ、そうか？　そうかな……」

「だって展開が読めるもん。きっと兄さんのお父さんは、肩かたの力を抜ぬいて、楽になって欲ほしくて言ったのに……そういう方向には行かなかったんでしょ？」

「う……む……ま、まぁ……そうだよ」

　幼い俺おれは、親父おやじが示してくれた『目標』に向かって、努力を始めてしまった。

「よおし、そんじゃあ、一いつ生しよう懸けん命めい『笑って楽しく暮らさなくちゃな』──って、さ」

「ふふ……思ったとおり」

　したり顔で笑う紗さ霧ぎり。俺おれは頷うなずき、こう続ける。

「まずは好きなこと探さなきゃって、色々やった。サッカーとか、野球とか、ゲームとか、映画とか。どれも面おも白しろかったけど、夢中にはなれなかったな」

　くそ真面目に、『趣しゆ味み　見つけ方』『幸福　人生』とか、ブラウザで検けん索さくしまくってたのを思い出す。

「そんなとき、ネットで小説を書いている人たちを見つけたんだ。で、なんか楽しそうだったから、自分で書いてみたんだよ。これだったらもしかしてって……そしたら──」

「ハマった？」

「うん！　めちゃくちゃ楽しくてさ！」

　紗さ霧ぎりは俺おれの話を、微笑ほほえましそうに聞いている。

　まるで妹じゃなくて、お姉さんになったみたいに。

「ふぅん……そうなんだ」

「さっきも言ったけど……俺おれが小説を書くことにハマったのには、大きな『きっかけ』が、あったんだ。ネット小説と出会った、そのすぐあとにな」

「へぇ……『きっかけ』」

　あまりにも嬉うれしそうにニヤニヤしているものだから、俺おれは唇くちびるをすぼめて問うた。

「なんだよ？」

「ふふーん、なんでもない」

「あっそ。ちなみに紗さ霧ぎりは、その頃ころなにやってたんだ？」

「とうこうきょひ」

　首がガクッとなってしまった。

＊

　そう。正まさ宗むねがネット小説と出会った頃ころ──

　当時、小学二年生だった私、和泉いずみ紗さ霧ぎりは、学校に行っていなかった。

　理由を端たん的てきに説明すると──

　私のお母さんとお父さんが離り婚こんしてしまったことが、ショックだったからだ。

　お母さんに引き取られ、都内のマンションで二人暮らしをしていた私は、その日の朝も、布ふ団とんを頭からかぶり、ふて腐くされていた。

　とんとん、とノックの音がして、

「紗さ霧ぎりー、ごはんよー」

　無視していると、そっと扉とびらが開く気配。

　ばさぁっ、と布ふ団とんが引きはがされ、防ぼう御ぎよ態勢を崩くずされる。

　私はたまらず、「ああん！」と悲鳴を上げる。するとお母さんはあきれたように、

「学校、遅おくれちゃうぞ？」

「……やすむ」

　お母さんは、リモコンで部屋の灯あかりを点つける。

「クラスで、やなことあった？」

「ない」

「じゃあ、どうしたの？」

　問われた私は、布ふ団とんの中で眺ながめていたスマホを、お母さんに向けて突つき出だした。

　スマホの画面には、とある画像が映っている。

　私と、お母さんと、お父さん。三人が揃そろった家族写真だ。

　それを見たお母さんは、「ウッ」と、変顔でうめいた。

「そ、その写真は……」

「学校行って、帰ってきたら………………パパは私のこと、嫌きらいになってた」

「ウウッ」

　両目を[image: ]バツテンにして、痛つう恨こんのダメージを受けるお母さん。

　ちなみに私は、小四くらいまで、両親のことを、パパ、ママ、と呼んでいた。

「……だから、学校行くの、怖こわい。学校に行ったら、今度はママが──」

　私のことを嫌きらいになるんじゃないか。

　当時の私は、そんなおかしな妄もう想そうに取り憑つかれていたのだ。

「紗さ霧ぎり！」

　お母さんは、両手で「よいしょ」と私を抱だき上あげた。

　ぱちくりと瞬またたきする私に、明るい声を張り上げる。

「ママは！　紗さ霧ぎりのこと大スキよ！」

「……でも」

「それに！　パパが嫌きらいになったのは、紗さ霧ぎりじゃなくて、私！　ママが、パパに、嫌きらわれちゃったの！　大人なのにそういう風になったパパとママが悪いんだから！　紗さ霧ぎりはなんにも悪くないぞ！」

　コミカルな口調で、けれど切実に、訴うつたえる。

　そんなお母さんに、私はそぼくな疑問を投げかける。

「なんで？」

「ほへっ？」

「なんで……ママは、パパに、嫌きらわれちゃったの？」

「………そッ……それはデスね…………」

　お母さんは、両目をきつくつむり、思い切りへの字口になって。

　トイレを超ちよう我が慢まんしているみたいに懊おう悩のうしている。

　──言えるわけないでしょぉ～。

　かすかに、そんな声が漏もれ聞こえてくる。

　娘むすめには言えない『離り婚こん理由』を追つい及きゆうされ、窮きゆう地ちに陥おちいったお母さんは──

　キリ、と凜り々りしい顔で言った。

「紗さ霧ぎりが大人になったら教えるわ、必ず！」

「……ぶぅ」

　私は、不満げに唇くちびるをすぼめる。

「……ごめん、これじゃ学校行くの怖こわいままだよね」

　お母さんは、私をベッドに下ろすや、頭をそっとなでてくる。

「……怖こわくなくなるまで、一いつ緒しよにいよっか」

「…………ん」

　私の昔話を聞いていた正まさ宗むねが、一区切りしたところで問うてきた。

「もし言いたくなかったらいいけど……紗さ霧ぎりの両親が離り婚こんした理由、結局、なんだったんだ？」

「お母さんが……」

「お母さんが？」

「趣しゆ味みでえっちなマンガを描かいてるの、お父さんにバレたから」

「Ｏｈ……」

　すべてを察したように、天をあおぐ正まさ宗むね。

「そりゃ……幼い娘むすめにゃ言えないよなぁ、そんなしょうもない離り婚こん理由」

　しょうもないはヒドい。

　私もそう思うけど……当人たちにとっては大おお事ごとだったのだ、きっと。

「お母さんは普ふ段だん、子供向けゲームのキャラデザとかやってたから。お父さんも、イラストレーターってお仕事に、そういう健全なイメージを持ってたみたい。お母さんも、潔けつ癖ぺきな感じがする一いつ般ぱん人じんのお父さんに、かっこつけて趣しゆ味みのこと黙だまってたんだって。『大だい丈じよう夫ぶでしょたぶん』って甘あまく見みてたら『ぜんぜんダメだった』って……しょんぼりしながら言ってた」

「……オタク関係の業界で働いてると、その辺の感覚がマヒしてくるからな。なんとなーく、『この程度のオタ趣しゆ味みなら受うけ容いれてくれるかな』って甘あまくみちゃう気持ちは、わかる」

「お父さん、普ふ通つうにドン引きだったみたい」

「紗さ霧ぎりの母さん、なんたって初代エロマンガ先生だもんな」

　その辺のにわかオタとはレベルが違ちがう、と、うんうん頷うなずく正まさ宗むね。

「え、えっちなペンネームみたいに言わないでっ！」

「紗さ霧ぎりは違ちがうんだろうけど、おまえの母さんは絶対、『エロマンガ先生』をえっちなペンネームとして使ってたって。ソースはアルミの過去話」

「ちがうもん！　ただの島の名前だってお母さん言ってたもん！」

「ただの島の名前で、自作のエロ絵をネットにアップしまくるかなあ……？」

　薄うす々うす勘かんづいてるけど追つい及きゆうするのやめて！

「と、ともかく……そんな感じで……お父さんとお母さんが離り婚こんしたあと……私はしばらく学校に行ってなかったの」

「しばらくってことは、その後、立ち直って学校行くようになったんだ？」

「うん。大きな『きっかけ』が、あって。『小学校は』ちゃんと行ってた」

「……中学校も行こうな？」

　優やさしくひかえめなツッコミだった。

「……そのうち」

　いつか外に出られるようになりたいというのは、いまの私の偽いつわらざる本心だ。

　普ふ通つうの女の子として、学校に通って……そ、そして……でーと、とかっ………あぅぅ。

　私の恥はずかしい妄もう想そうを断たち切きったのは、正まさ宗むねの声。

「なぁ、紗さ霧ぎり……その、『きっかけ』って？」

「えっと……ひみつっ」

「おいおい、そりゃねえだろ。本当の兄妹きようだいになるために、お互たがい昔話をしようってことだったろ？」

「先に、兄さんから話して。ネット小説と出会った、そのすぐあとに──兄さんが小説を書くのにハマった『きっかけ』があったんでしょ？」

「先におまえの話からじゃダメなのか？」

「だめ。……昔話とか……恥はずかしいし……兄さんから話してっ」

「俺おれだって恥はずかしいよ！　──わかったわかった、先に話せばいいんだろ？」

＊

　俺おれは、ネット小説と出会ってから、わりとすぐに『書き手』として活動を始めた。

　帰宅部の鍵かぎっ子こだったものだから、暇ひまだけは腐くさるほどあったのだ。

　六日ほどネット小説を読みまくり──百作品以上は読んだと思うが──『面おも白しろそうだから自分でも書いてみよう』と思い立つ。

『面おも白しろそう』の内訳は主に、

『自分の好きにキャラクターを動かすのが面おも白しろそう』

『自分の好きに物語を作っていくのが面おも白しろそう』

『自分の作ったもので楽しんでもらえたら、面おも白しろそう』

『感想欄らんやメールなどの「読者との交流」が面おも白しろそう』

　といったものだ。

　思い切って正直に言うと、たくさんのネット小説を読んでみて、『これなら俺おれにも書けるな』とか『俺おれならもっと面おも白しろく書けるね』とか、『こいつら更こう新しん遅おっせーなー。もっとバンバン書いて一気に読ませた方がいいだろ』とか、そんな傲ごう慢まんな思いもあった。

　実際、その傲ごう慢まんな考えは、『ある程度』正しかったと思う。

　なにせ『和泉いずみマサムネ』は、プロデビューまでほぼ最短でこぎつけているわけだし、ほとんど挫ざ折せつらしい挫ざ折せつもなかった。

　せいぜい、勝手がわかる前の最初期に、ちっとも投とう稿こう作品が読まれなくて困こん惑わくしたくらいだ。

　ぶっちゃけ調子こいていた。

　この『遊び』は、思った以上に面おも白しろい。

　思った以上に、ここで上手うまくやれそうだ──ってな。

　そんな甘あまい考えは、プロデビューした直後、エラい目に遭あわされたせいで吹ふき飛とんだけれど。

　ま、そのへんの話は、ムラマサ先せん輩ぱいと初めて会った頃ころにさんざんしたから割かつ愛あいさせてもらう。

　ともあれ結論はこうだ。

　中学生で作家デビューして、忌いま々いましき千せん寿じゆムラマサに打ち負かされるまで──

　和泉いずみマサムネという小説家は、自信の塊かたまりのような作家だった。

　十六歳さいのいまよりもさらに若く、向こう見ずで、ひたすらに楽しいだけの創作を行っていた。

　そんな活動ができたのは、俺おれに才能があったから……ではなく。

　小説を書きはじめたばかりの俺おれが、自信を得て『創作の楽しさ』を知る──大きな『きっかけ』があったからだ。

『初めての小説』を書きはじめた日。

　俺おれは、ＰＣを持っておらず、スマホでネット小説を書いていた。一話を書いては投とう稿こうし、二話を書いては投とう稿こうし……思うがままに伸のび伸のびと『処女作』を書き散らかしていた。

　日曜の早朝から始めたのだが、思いの外ほか筆が進み、昼頃ごろには四十話くらい投とう稿こうしていた。

「はは……なにせ初めて書いた小説だったから、いまよりもずっとヘタクソで、痛々しくて……」

　当時の回想をしていた俺おれは、ふっと笑い、

「でも、楽しかったな。夢中になって書きまくってたよ」

「『勇者マサムネの冒ぼう険けん』でしょ？　テイルズのパク……二次創作小説。私も読んだよ」

「あ、あの作品のことはすぐに忘れるんだ！　いいな！」

　当時は自信満々で書き上げた作品ではあるが！

　処女作を読まれるとか、死ぬほど恥はずかしいんだよ！

　同じ創作者同士、そのあたりの気持ちはわかってくれているに違ちがいないのに。

　紗さ霧ぎりは、布ふ団とんから抜ぬけ出だすや、我わが古傷を思いっきりエグり始める。

「オリ必殺技わざあったよね。勇者マサムネの」

「待って紗さ霧ぎり！　wiiリモコンで必殺ポーズ真似まねるのやめて！」

「ふふふふ……」

　超ちよう楽しそうに、短い棒状のwiiリモコンを手に取った紗さ霧ぎりは、その手を天高くかざし、ぐるぐると回転させ始める。[image: ]パワーを溜ためる動作。

　そして、普ふ段だんなら絶対に出さないようなデカい声とともに、リモコンを振ふり下ろす。

「うぉぉおぉ！　雷らい神じん斬ざん滅めつ剣けん！」

「あああああ！　やめろおおおおお！」

　その必殺剣けんは、誰だれよりも俺おれに効く！

　去年ムラマサ先せん輩ぱいにもやられたやつ！

　超ちよう必殺の黒歴史アタックをまともに喰くらった俺おれは、布ふ団とんの上で悶もだえ苦しむ。

「あはははは」

「チクショウ！　性格悪いぞ紗さ霧ぎりぃ！」

「ふふふふ……もぉ、兄さん？　そんなに恥はずかしがったら、当時の読者に失礼でしょ？」

「当時の読者もいま読んだら恥はずかしくなるだろうよ！」

「ふふ……そんなことない。──いい思い出」

「ありがとよ！」

　でも──紗さ霧ぎりの言うとおりだ。

　いま読み返すと死にそうになるほどヘタクソで、こっ恥はずかしい黒歴史小説だけど。

『俺おれの初めて書いた小説』には、ちゃんと読者がいたんだ。

『勇者マサムネの冒ぼう険けん』全２１０話。

　それを一日で書き上げた俺おれは、最終話の更こう新しんを終え、自分の部屋で、思いっきり伸のびをした。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]楽しかったぁ」

　ずっとスマホで書いていたため、利きき手ての指が痛くて仕方ない。

　それさえもが、達成感で心地ここちよかった。

「いてて……おーいて……っへへ」

『作品を最後まで書き上げる』──これは、人生の中でも、最高の体験のひとつだと思う。

　山やま田だエルフ先生風にいうなら、『リザルト画面が見える瞬しゆん間かん』。

　意味わからんだろうから解説すると。

　何か大きな物事を達成し一区切りしたときに、人は成長する。

　エルフはそんなとき、ゲームのように『リザルト画面が見える』というのだ。

　経験値を獲かく得とくして、自分がレベルアップしたのがわかる──のだという。

　正直いつもの戯ざれ言ごとだとは思うのだが、言わんとすることはわかる。

　料理にせよ、スポーツにせよ、小説にせよ、なんにせよ。

　己おのれが上達したことがわかる瞬しゆん間かん、というのはあると思う。

　俺おれという小説家にとってそれは、

『作品を最後まで書き上げたとき』

『作品を公開し誰だれかに読ませたとき』

『感想をもらったとき』

　この三つだけだ。

　これを繰くり返かえすことで、楽しくレベルアップができる──と、信じている。

　で。

　この日このとき、初めて小説を書きあげた瞬しゆん間かんの和泉いずみマサムネは、エルフ的に言うなら、リザルト画面を見ている真っ最中だったわけだ。

　心地ここちよい疲ひ労ろうと達成感に酩めい酊ていしていた俺おれに、

「ん？」

　メールが届いた。小説投とう稿こうサイトの作者ページに記してあった俺おれのアドレスにだ。

　件名は、『初投とう稿こう＆完結おめでとう！』。

「[image: ]」

　がば、と身体を起こす。一気に目が覚めたね。

「と、と」

　震ふるえる指で件名をタップし、本文を表示させる。それをマジマジと覗のぞき込こんだ。

　とってもおもしろかったです。

　勇者マサムネの絵を描かきました！

「──────」

　メールには、画像が添てん付ぷされていた。

　長ちよう剣けんを掲かかげる『勇者マサムネ』を描かいたイラストだ。

　下手ではない……けど、さして上手うまくもない、色いろ鉛えん筆ぴつで描かいた、なんの変へん哲てつもないイラスト。

「っ……ふ……ふふ…………」

　それが……

「く……く……くく…………」

　どうしてこんなにも、心に響ひびいたのか。

「ひゃほおおぉぉぉぉぉぉ──っ！」

　その場で思い切り飛とび跳はねた。

　スマホを抱だきしめて、ゴロゴロと床ゆかを転げまわった。

　夢中で小説を書いていたときでさえ、頭の片かた隅すみに残っていた『暗い気分』が、まとめて吹ふき飛とんだ。俺おれはもはや、『親を亡なくしたばかりの不幸な少年』では断じてなかった。

　世界で一番幸せな──ネット小説家だ！

　ほあああああ！　なんでこんなに嬉うれしいのかわからないがとにかく嬉うれしい！

　完全にハイになっていた俺おれは、誰だれかにこの喜びを伝えねばならないという使命に目覚め、思わず部屋を飛び出した。

　向かったのはリビングだ。ドタドタと行ぎよう儀ぎ悪く駆かけていく。

　リビングにいた親父おやじは、さぞ驚おどろいたことだろうな。

　なにせこの家唯ゆい一いつの子供である俺おれは、母親を亡なくしてからずっと、元気とは程ほど遠とおい有あり様さまだったのだから。

「お父さん！」

　バン！　とリビングの扉とびらを開け放って登場した俺おれは、昨日までとはうって変わった快活さで、大声を張り上げる。

「俺おれ！　プロの小説家になる！」

　ソファで本を読んでいた親父おやじは、仰ぎよう天てんして息子むすこを凝ぎよう視ししていた。

　意味わからん宣言をした俺おれをポカンと口を開けて見ていたが、はっと正気に立ち返り、こう聞いてきた。

「そりゃまた突とつ然ぜんだな。なにかあったのか？」

　気き遣づかうような父の問いに、俺おれはいたって真面目に回答した。

「気づいちゃったんだ。実は俺おれ……天才だったんだよ！」

　ババーン！　漫まん画がだったなら、そんな擬ぎ音おんを背負っていたことであろう。

　リアル小学生でも、ここまで突つき抜ぬけた勘かん違ちがいバカはそう居るまいと今なら思う。

「小説を書く超ちよう天才。プロになって、大おお儲もうけとかできる。マジで」

　ただ、当時の俺おれは本気だった。どこまでも真しん剣けんだった。

　もしもここで茶化されたら、傷ついたし、怒おこったはずだ。

　そんな超ちようデリケートな小学校高学年の息子むすこに対し、我わが親父おやじ殿どのはどんな態度を取ったのか？

「ぶはははははは」

　爆ばく笑しようであった。

「げほッ！　っ……ははははははッ！　なに言ってんだおまえ！　ぎゃはははははは！」

　思いッきり腹を抱かかえて、涙なみださえ流して、息子むすこの夢を全力で笑う。

　最悪の父親であった。

「なんで笑うんだよ──ッ！」

　夢を笑われた小中学生は、だいたいこんな感じでキレるのではなかろうか？

　顔真っ赤で怒ど鳴なる俺おれに、親父おやじは息を切らしながら詫わびる。

「いやすまん、つい」

「ついってなんだよ！　笑いながら謝あやまるなよ！　[image: ][image: ]ええええん！」

「俺おれがオマエくらいのガキん頃ころさ。似たような台詞せりふを聞いたぜ」

　──テッちゃん！　私！　プロの料理人になる！

　──はぁ？　なに言ってんだおまえ？

　──フフフ、気づいちゃったんだよ……この私が、料理の天才だということにな！

「オマエの母さんからな」

「………………」

「笑うだろ、こんなん。くくく、親子しておんなじよーなこと言いやがって」

　ぐす、と鼻を鳴らす親父おやじ。

　泣いているのか、笑っているのか、両方か。

「悪かったよ。泣くな、正まさ宗むね」

「お父さんだって泣いてるじゃん」

「バッ、泣いてねーし」

　シャツの袖そでで顔をぬぐった親父おやじは、さっぱりとした表情で、

「そうだ……ちょっと待ってろ」

　ソファの横に置かれていた、ダンボールを開かい梱こんする。

　中から出てきたのは、最新型のノートパソコンだ。

「さっき届いたばっかなんだけど……」

　親父おやじはそれを片手で持って、俺おれに差し出す。

「おまえにやるよ」

「え、でも」

「プロの小説家になるなら、必要だろ」

　に、と、笑う。

「…………あ」

　このとき俺おれは、一番認めて欲ほしかった人から、一番欲ほしい言葉をもらったのだ。

「うんっ！」

　俺おれはノートパソコンを、ぎゅっと強く抱だきしめた。

　和泉いずみマサムネは、この後──宣言どおりプロ作家になる。

　父からもらった大切な機械で、たくさんの作品を生み出していったんだ。

＊

「それが……和泉いずみマサムネが小説にハマった、『きっかけ』だ」

　正まさ宗むねは、そう言って昔話を一区切りさせた。

　私は、とある理由によって──彼かれの顔をまともに見られなくなっていた。

「……そ、そう……だったんだっ」

　彼かれが語ってくれた『きっかけ』は、私が想像していたものとほぼ同じだった。

　ただし、そこに彼かれの『生の感情』が乗せられたことによって、彼かれの口から直接語られることによって、破は壊かい力りよくばつぐんの兵器と化していた。

「俺おれが初めて書いた小説を、面おも白しろいって言ってくれた人がいた。俺おれが創ったキャラクターに、絵を付けてくれた人がいた。それがすごく嬉うれしくて……めちゃくちゃ楽しくて……だから俺おれは、プロを目指したんだ」

　あのとき彼かれになにがあって──なにを想おもったのか。

　そのすべてを、真まっ直すぐぶつけられた。私の心臓に、真正面からぶち当たった。

「………………あぅ………………」

　私は、うつむき、インフルエンザめいた熱さに耐たえ続ける。

「……そっ……そんなに……嬉うれしかった……んだ？」

「ああッ」

　正まさ宗むねは、小学生時代の彼かれに戻もどったかのように、快活な声で笑う。

「俺おれに、初めてファンレターをくれた『あの人』。初めて俺おれのキャラの絵を描かいてくれた『あの人』。ネットだけのつながりだったけど……友達だったと思う」

　正まさ宗むねは遠い目になって、過去を回想している。

　私は、じっ……と、その顔を眺ながめていた。

　私の熱は、いっこうに下がらない。どきどきと心臓が高鳴っている。

　……その顔はずるい。

　やがて彼かれは回想から立ち返り、私を見る。

「俺おれの話はこんなとこだ。次は紗さ霧ぎりの番だぜ。──おまえの『きっかけ』──教えてくれ」

「わかった。じゃあ……教えてあげる。当時、ぷち引きこもりになってた私が、立ち直って、学校に行くようになった──『きっかけ』。それはね……私が本格的な絵の練習を始めた『きっかけ』でもあるの」

「へぇ……じゃあ、本当に大事な『きっかけ』だったんだな」

「うん……そう」

　私は、しみじみと首しゆ肯こうする。

「兄さんが小説にハマったきっかけは、『初めての読者と出会ったから』──だったよね？」

「ああ」

「……私が、小学校に行くようになったきっかけは、『兄さんと出会ったから』」

「へ？」

「……私が、本格的な絵の練習を始めたきっかけは、『兄さんと出会ったから』」

「いや……どういう意味？」

「…………私と兄さんは、昔……会ったことがあるの」

　すると正まさ宗むねは、首をかしげたままの体勢で──目を見開き、固まった。

「………………え」

　なにかいま、妹から、とんでもない告白をされている──そんな表情。

「……それ……どう……いう……？」

　ここだ、って、思った。

　ずっと黙だまっていた私の『秘密』を、いまこそ彼かれに突つき付つけよう。

　私は、すぅ、はぁ、と深呼吸し……

　私がさっきまで描かいていたイラストを、正まさ宗むねに差し出した。

「お、おい紗さ霧ぎり……これ……このイラスト……」

　それは、勇者マサムネのイラストだ。

　この勇者は、口下手な私などよりずっと雄ゆう弁べんに──『私の秘密』を語ってくれる。

「兄さんに、初めてファンレターを送った人。初めて兄さんのキャラの絵を描かいた人」

「……ま、まさか────」

　そう。

　私が『和泉いずみマサムネ』の小説キャラのイラストを描かいたのは、彼かれのデビュー作『ブラックソード』の挿さし絵え依い頼らいを受けたときじゃない。

　その二年前。

　和泉いずみマサムネがデビューする以前。

　彼かれが、ネットで処女作『勇者マサムネの冒ぼう険けん』を書き上げた当日だ。

　当時、絶賛引きこもり中だった私は、暇ひまつぶしの一いつ環かんとして（あとお母さんが話しかけてくる頻ひん度どを下げるツールとして）、スマホでネット小説を愛読していた。

　といっても、熱心な読者とはとても言えないだろう。

　ちょっとでもつまんなかったら即そくブラバ（ブラウザバックの略）のライトユーザー。

　私はその日も、ベッドでごろごろしながら、ネット小説を読よみ漁あさっていた。

　すでに人気ランキング上位のものは読みつくしてしまっており、自分で面おも白しろいネット小説を根気よく探す行こう為い──いわゆる『スコップ』をしていたのであった。

『スコップ』のやり方には色々あって、私なりのコツを紹しよう介かいしたいところだが、長くなるのでやめておく。日間ランキングを上から順に、というような読み方はしていない、とだけ。

　ちなみに、ベッドからは隣となりの部屋で仕事中のお母さんが見える。

　さっきからお母さんは、たまーにこっちを振ふり返かえって、うざい感じに構ってくる。

「紗さ霧ぎりー、見て見てー。こーやってカワイイキャラクターを作るのが、ママのお仕事なの。けっこーユーメーなんだゾ？」

　お母さんが差し出したタブレットに描かかれていたのは、半擬ぎ人じん化された動物のイラストだ。

　ウサギだのクマだの、いかにもお子様が好きそうな健全かつかわいいデザイン。

　私は知らなかったが、当時大流行していた超ちよう有名ゲームの新作発表用イラストだったらしい。

　そんな小学生垂すい涎ぜんのお宝画像を見せられた私は、気のない声でこう返す。

「ふぅん」

「うっわぁ、興味なさそー」

　がっかりと息を吐はくお母さん。

「……あのー……紗さ霧ぎりって、お絵かき好きでしょ？」

「うん、好き」

「じゃあさ！　じゃあさ！　ママが、本格的に教えてあげよっか？　よっか？」

「べつにいい」

「……あ、そう」

　いまにして思えば申し訳ない限りなのだけど。

　当時。私の、お母さんに対する態度、絵に対する態度は、このような感じだった。

　だって。

　お仕事のイラストを描かいているときのお母さん──あんまり楽しそうじゃなかったし。

　描かいてる絵だって（いまの私から見ても）つまんないし。

　お母さんの仕事中、学校休んでそばにいるから、色々イラストレーターという仕事のイヤなところが見えてしまうのだ。

　今日はキリッと格かつ好こうつけているが、調子悪いときの、『あうぅ～、お仕事したくないのぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]』という泣きごととか、私にまる聴ぎこえなのだ。

　さらには──

『お仕事と関係ないエロい絵書きたいよぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]お絵かき配信してちやほやされたいよぉ[image: ][image: ][image: ]腰こしイターイ、首イターイ、もぉ休みたぁ～い』

　──こんなひどい有あり様さままで。

　いまだからツッコむけれど……小学校低学年の娘むすめに見せていい姿じゃないと思う。

　お絵かきは好きだけど、がんばって絵の練習をしようとか、将来お母さんみたいにプロのイラストレーターになろうとか、そんな風には思えなかった。

　学校に行くのは怖こわいし、家でだらだらしてるのも退たい屈くつだし、罪悪感あるし、お母さんはうざいし、なんか面おも白しろいことないかなー、あー、うー、なーんかなーみたいな。

　このダルいダルいダルい気持ち、みんなわかれ。

　困った……。

　真面目系おばかだった誰だれかさんの昔話を聞いたあとだと、私がすっごく甘あまえん坊ぼうっぽい。

　でも、なんだろう。この前向きになれないアンニュイな日々は、誰だれしも経験があると思う！

　……あるよね？

　そんな気だるい朝は、ベッドに横たわったまま、スマホをいじることくらいしかできない。

　今日も今日とて、私はおなじみの小説サイトで、スコップを始める。

　お母さんの描かいた不思議動物たちを見たせいか、頭がファンタジーな気分だったので、ファンタジー小説という括くくりで、新着小説を読んでいく。

　幾いく度どかのブラバを経て、私は、とある小説を見つけた。

　タイトルは、『勇者マサムネの冒ぼう険けん』。

　感想も、評価も、ひとつたりとも付いていない。いま、まさに投とう稿こうされたばかりの作品だ。

　作者名は、和泉いずみマサムネとある。

「ぷっ」

　まだ本文すら読んでいないというのに、軽く噴ふき出だしてしまう。

　──わぁぁ……わぁぁ……作者と主人公、おんなじ名前なんだっ。

　もう少し読み進めてみようと思ったのは、これがきっかけだ。

　今時こういうのは珍めずらしい。なにが珍めずらしいかって、ネタでやっているわけじゃないところ。

　本当に──作者自身が、主人公になりきって、楽しく執しつ筆ぴつしている。

　読み始めてすぐ、冒ぼう頭とうでそれがわかった。

　世界観は、剣けんと魔ま法ほうのファンタジー。ゲームをベースにした平へい凡ぼんな二次創作小説。

　初めて小説を書いたんだなというのが伝わってくるヘタクソさで、このぶんなら二～三話読んでブラバかなという感じ。

「ふぅん……あんまり……」

　一話ごとのテキスト分量は、やや少なめ。数分で読み終えてしまう。

　第一話を読どく了りようし、更こう新しんボタンを押おすと、第二話へのリンクが出現した。

「……お」

　どうやら、私が第一話を読んでいる間に、第二話を投とう稿こうした──ということらしい。

　……ここまでなら、そこまでおかしいことではない。偶ぐう然ぜんかもしれないからだ。

　さらに数分後……第二話を読どく了りようした私が、再び更こう新しんボタンを押おすと、第三話へのリンクが出現した。

「ん……？」

　つまり、この和泉いずみマサムネというヘタクソなネット小説家は、またしても──私が第二話を読んでいる数分のうちに、第三話を投とう稿こうした、ということになる。

　当時の私は、そこまで深く考えていなかったが、『この小説、なにかがおかしいぞ？』とは感じていた。

　第四話を読み終え、更こう新しんボタンを押おすと、第五話が現れる。

　第五話を読み終え、更こう新しんボタンを押おすと、第六話が現れる。

　第六話を読み終え、更こう新しんボタンを押おすと、第七話が現れる。

　第七話を読み終え、更こう新しんボタンを押おすと、第八話が現れる。

　第八話を読み終え、更こう新しんボタンを押おすと、第九話が現れる。

　第九話を読み終え、更こう新しんボタンを押おすと、第十話が現れる。

「ん？　ん？　ん～？」

　ここまでくると私じゃなくとも、ネット小説の読者なら『なんらかの異常事態が起こっている』と気づくだろう。

　小説の面おも白しろさとは別の方向で興味を惹ひかれた私は、よいしょとベッドの上で身体を起こすや、『勇者マサムネの冒ぼう険けん』の感想欄らんに、こう書かき込こんだ。

【書きためてるの？】

　すると、『和泉いずみマサムネ』から即そくレスが来た。十秒も経たたないうちにだ。

【？？？　書きためってなんですか？】

　私は再び、感想欄らんにメッセージを書きこむ。

　その後、次のようなやり取りがあった。

【この小説は、いつ書いたもの？】

【いまです】

【10話まで？　ぜんぶ？】

【はい。いま、書き終わったのから順番にアップしてます。よかったら感想ください！】

「…………………………………………………………………………………………」

『和泉いずみマサムネ』の書かき込こみを読んだ私は、ぱちくりと何度もまばたきした。

　目をこすって、何度か見直してしまった。

「えっと……」

　私は、ぞくぞくと肌はだを粟あわ立だたせながら──

　小説目次ページで、更こう新しんボタンをクリックする。

　ずらっ……と、十六話まで一気に、新着リンクが表示された。

　もう解説する必要もないだろう。

　……そういうことである。

「……なんだこいつ」

　私は、ぽかんと口を開け、顔も知らない相手に向かって、そう呟つぶやくのであった。

　その後も、興味半分怖こわいもの見たさ半分で『勇者マサムネの冒ぼう険けん』を読み続けた。

　相変わらずヘタクソだ。

　だけど、すっごく楽しそう。

　一時間経たっても、二時間経たっても、いっこうに更こう新しん速度が落ちる様子はない。

　そして、書きなれてきたのだろうか……少しずつ……内容が面おも白しろくなってきている、ような気がする。最初はレベル１だった勇者マサムネも、いまではドラゴンと戦えるようになった。

「なんだこいつ……ははっ……あははっ……」

　いつしか私は夢中になって、そのつたないネット小説を読みふけっていた。

　そんでもって。

「紗さ霧ぎり、紗さ霧ぎり、なにやってるの～？　ママのかっこいい仕事姿見てよぉ～」

　ちょくちょく邪じや魔まが入ったり。

　小説を読んでいる途と中ちゆうで話しかけられた私は、不ふ機き嫌げんにお母さんの方を見る。

「……ねっと小説」

「ああん！　悲報・ママの仕事姿、ネット小説に負ける！」

　こういうときのお母さんは、本当にうざい。

「そんなに面おも白しろいのぉ？」

「へたくそ」

　私は率そつ直ちよくに感想を述べる。

「でも、面おも白しろくなってきた」

　午後四時三十分現在──

『勇者マサムネの冒ぼう険けん』は、１０５話まで進んでいた。

　──こいつ、今朝からずーっと休まずこの小説を書き続けている。

　感想はゼロ件。評価もゼロ件。さっき私が書きこんだ質問のみだ。

　そしてリアルタイムのユニークアクセスが、作者をふくめて『２』。

　呆あきれと感心が綯ない交まぜになった笑いが、私の口から漏もれ出てくる。

「……私しか読んでないのに…………なんでこんな……がんばって書いてるのかな」

　別に、誰だれに問うたものでもなかったのに、回答があった。

「楽しいからでしょ？」

　お母さんからだ。

　私の中で、あまりにも、すとん、と、腑ふに落ちたのが不思議で──マジマジとお母さんの顔を見つめてしまった。

　お母さんは言う。

「誰だれも見てなくたって、作るだけで楽しい」

「誰だれかが見てくれたら、もっと楽しい」

「誰だれかが褒ほめてくれたら、もっともっと楽しい」

「創作って、そういうものよ」

　優やさしく微笑ほほえむその顔に……初めて、憧あこがれた。

「ふぅん………………だからママも……」

「ん？」

「腰こし痛いとか休みたいとか仕事したくないとか言ってるくせに、お絵かき動画を配信して遊んでるの？」

「…………さ、紗さ霧ぎり……？　な、な、なぜママの秘密を……知ってるのかな？」

　汗あせをたっぷりかいて焦あせるお母さん。

「だって、私がお昼ひる寝ねしてるすぐそばでやってるから……」

　そりゃ起きるし、見えるし、まる聴ぎこえなのだ。

　──エロマンガを描かいてるの家族にバレちゃったぁああぁぁぁぁぁ！

　そんなふうに泣なき叫さけぶ姿もだ。

　もしかして、お母さんのペンネームの由来って……いやっ、ちがう！

　……島の名前だってゆってたもん！

　話を戻もどそう。動どう揺ようするお母さんに、私はこう言った。

「ママが、いつも楽しそうに女の子の絵を描かいてるの……しってるよ」

　ネットの片かた隅すみで絵を描かいて、ひっそりと動画配信をしていた──エロマンガ先生。

『彼かれ』が遺のこした動画を、私が視し聴ちよう者として見るのは、何年も先のことになる。

　──お母さんがいなくなってから……しばらく絵が描かけなくなって……

　──どうしても部屋から出られなくなって……どうしていいかわからなくて……

　──そんなとき、他のイラストレーターさんが、動画を配信しているのを見つけたの。

　──そのひとは、みんなとお喋しやべりしながら、すごく楽しそうに絵を描かいてた。

　──描かいたその場で、感想をもらったり、してた。……見てて、羨うらやましかった。

　──私も……そうなりたいって、思ったの。

「そっか。ばれちゃってたかぁ」

　てへへ、と照れ笑うお母さん。

　きっと内心では、

『えっちな絵を描かいてることまで娘むすめにバレてる!?』

『そこどうなの!!　聞けないけど気になる！』

　という感じだったはずだが、そんなそぶりは露つゆほども見せず、こう続ける。

「……うん、そういうこと。だから、夢中になって創作をしている人の気持ち、わかるんだ」

　そっと私の頭をなでてから、片手で色いろ鉛えん筆ぴつを差し出してくる。

「『その人』に、教えてあげたら？」

「え？」

「『私は君の作品で、楽しんでるぞ』って。そしたらきっと、喜ぶわよ。そしたらきっと──楽しいわよ」

「────────」

　私は、お母さんの顔を見て、スマホに映る『勇者マサムネの冒ぼう険けん』を見て。

　色いろ鉛えん筆ぴつを手に取った。

「うんっ！」

　その日の夜、私は『和泉いずみマサムネ先生』に、メールを送った。

　とってもおもしろかったです。

　勇者マサムネの絵を描かきました！

　へたくそなイラスト付きの、ファンレターだ。

「私が、あなたの『初めての読者』。──それが、私の『きっかけ』」

　そこまで語り終えた私は、正まさ宗むねの顔をまっすぐ見み据すえる。

　彼かれは──呆ぼう然ぜんと私の話を聞いていた。

　よっぽど驚おどろいたのだろう。

　その口から言葉が発せられるまで、かなりの時を要した。

「おまえが……さ、紗さ霧ぎりが……俺おれの、初めての読者……？」

「……うん」

　しっかりと、頷うなずく。

「……噓うそだろ？　だって『あの人』は……年上で……男で……」

　当時の私は、正まさ宗むねと交流する際、ハンドルネームを使わなかったから、彼かれからは『あんた』とだけ呼ばれていた。

　聞いてのとおり、私のいないところでは『あの人』などと呼ばれていたようだ。

「確かに、当時の私は、兄さんに──そうゆったけど」

「…………」

「ほんとうは、年上じゃなくて……小学二年生だった」

「……マジか」

　正まさ宗むねは、頭を抱かかえている。その姿を見て、私はだんだん不安になってきた。

　彼かれが『あの人』に抱いだいていた幻げん想そうを、壊こわしてしまったのかも……と。

「その……しょ、証しよう拠こ、言う？」

「え……？」

「私、ぜんぶ、覚えてる。あの頃ころふたりで……どんな話をしたのか、とか……」

　そう。あれは私たちが（ネットで）出会って、初めての冬。

　早朝……今日も学校を休んだ私は、マンションの窓から外を眺ながめていた。

　窓の外には、登校中の小学生たち。みんな楽しそうにお喋しやべりしながら、学校への道を歩いている。一方で……私のランドセルは、机のフックにかけっぱなしだ。

　もう半年以上も。

　ぷち引きこもりになってから、毎朝この時間になると憂ゆう鬱うつで仕方ない。

　学校に行けば解決する問題だけど……行きたくない原因が取り除かれたわけじゃない。

　それに、一度長期間休んでしまうと……すっごく行き辛づらいのだ。

「はぁ」

　と重い溜ため息いきを吐つく。

　そんなときだ。

「！」

　私のスマホにメールが届いた。

『和泉いずみマサムネ』からだ。

【なーなー、俺おれの新作もう読んだ？】

　このように──もう、すっかり馴なれ馴なれしくなった。

　彼かれからのメールを読むと、いつも私は、子犬が懐なついてきたような心持ちになるのだった。

「ぷっ……まったくもう」

　私は、にやけ顔で返信する。

【まだ！　いま起きたとこ！】

【ええ！　まだ寝ねてたの！　もしかして……ニート？】

　するどぉい！

　私は、すっごく焦あせって、

「えっと……えっとぉ……」

【ちげーよ！　大学生！】

【へー！　大人だったんだ！】

【おう！　そっちは何なん歳さい？】

【十一歳さい！】

「へ、へぇ[image: ][image: ][image: ]」

　年上だったんだ……。弟みたいに思ってたよ……。

　そんなわけで。

　最初に年上ぶってしまったせいで、いまさら年下だとも言い出せず……。

　私は、小学二年生でありながら、和泉いずみマサムネ少年の兄貴分のように振ふる舞まい続けるしかなかったのである。

　それからも私たちの交流はしばらく続いた。

【またイラスト描かいてやったぞ！】

【マジで！　サンキュー！　なぁなぁ！　今度も小説にくっつけてアップしていい？】

【いいけどヘタクソだぞ】

【そんなのカンケーねーよ。俺おれ、めっちゃ好きだし！】

【そっか、じゃ、もっと描かいてやる。ありがたく思えよ】

【サンキュー！】

【ってか、どうせおまえの小説、オレ以外誰だれも読んでないもんな】

【それを言うなよ！　それに、最近ちょっとずつ読んでくれる人が増えてきたから！】

【おっ、オレのイラストのおかげかな？】

【俺おれの小説が面おも白しろいんだって！】

　春がすぎ、夏になっても、私は学校に行くことができず──憂ゆう鬱うつな日々を送っていた。

　そんな中……

　仲良くなった弟分、和泉いずみマサムネとの交流は、私の数少ない楽しみのひとつだった。

　そして、私が立ち直り、再び小学校に行くようになったのも、彼かれの影えい響きようだ。

　その日は早朝から、うだるような暑さで、エアコンが故障中の我わが家やは、ちょっとしたサウナのような有あり様さまだった。

「ねぇ紗さ霧ぎりぃ～、学校行った方が涼すずしいんじゃなーい？」

　ぱんつとブラのみというあられもない格好のお母さんが、死にそうな声で私に言う。

「……ぜったい行かない。あつい方がまし」

「かたくなだなぁ」

　お母さんは、ぐでーっと、机に突つっ伏ぷしてしまう。

「にしても暑いなぁ[image: ][image: ][image: ]」

　やがてお母さんは、緩かん慢まんな動きでタブレットに手を伸のばし、作業中の線画を私に見せてくる。

「ねぇ～、紗さ霧ぎりぃ～、この灼しやく熱ねつ空間でお仕事がんばってるママのこと、励はげましてよぉ」

　私は、悟さとりの表情で言う。

「こんな絵じゃ、おぱんつなめたくならない」

「そういうのどこで覚えたの？」

　お母さんを指さす私。

　このときの私は、すでに『先代』から影えい響きようを受けつつあったようだ。

　お母さん──否、エロマンガ先生は、手慣れた感じに話を変える。

「おっとぉー、そーいえば紗さ霧ぎり、最近お絵かきがんばってるみたいじゃん。やっぱりママが、がっつり教えてあげよっか？」

「んー……べつにいい」

「あ、そお？」

　がっかりした様子で、再び机に突つっ伏ぷすお母さん。

「……………………」

　お母さんの『絵を教えてあげようか？』という誘さそいを断ったものの。

　前回とは違ちがい、少し迷った。

　というのも……当時の私は、日常的に『和泉いずみマサムネ』に、絵を描かいてあげていたから……

　上手うまくなりたい、という気持ちが芽生えつつあったのだ。

　小学三年生の和泉いずみ紗さ霧ぎりは、イラストレーターである母に『多少絵の手ほどきを受けたことがある』程度だったから、『絵の腕うで』は、中学生に毛が生えた程度でしかなかった。

　和泉いずみマサムネは、私のへたくそな絵でも、大喜びで受け取って──

　ネットでみんなに自じ慢まんする。

　それが、ちょっぴり恥はずかしかったのだ。

　もっとあいつに、上手うまい絵を描かいてあげたいな。

　そう思うようにもなっていた。そんな心の動きがあったせいだろう。

　気付けば、彼かれに、こんなメールを送っていた。

【おまえ、なんで小説書こうと思ったの？】

【突とつ然ぜんなに？】

【いーから。教えろよ】

　返事がくるまでに、彼かれにしては珍めずらしく、時間があいた。

【俺おれ、父親しかいないんだ】

「！」

　……私と、似てる。

　お父さんがいない私と……お母さんがいない和泉いずみマサムネ。

　同じだ──と、思った。

　思った拍ひよう子しに、私の口からは絶対に出ない言葉がくる。

【俺おれが、楽しそうにしてないと、心配する人がいる。だから、好きなこと見つけなくちゃって】

　それで──小説を書きはじめたのだ、と。

「……な……なんだよっ」

　──私とは、大違ちがい……じゃん。

　机でしょぼくれているお母さんを見ながら、想おもう。

　私は……お母さんに心配をたくさんかけて……学校にも行ってなくて……。

　なのにこいつは……

　自分が恥はずかしくなってしまって、つい、喧けん嘩かごしの文面を送ってしまう。

【暗い理由。そんなんでおもしれーの？】

【めちゃめちゃ面おも白しろい。あんたが、読んでくれたから】

　──どきっ、と、した。

【あんたが、絵、描かいてくれるから。小説書くの、好きになったよ】

【あっそ】

「……うぁぁぁ………………」

　私は、ベッドの上で足をバタバタとさせる。

　──顔が、フライパンになったみたいだった。

　その翌日から。

　私は、ちょっぴり変わった。

　早朝、ランドセルを背負って部屋を出てきた私を目もく撃げきしたお母さんは、

「うえぇぇ!?　紗さ霧ぎりが学校に行こうとしてる──!!」

　目が飛び出そうなほど、驚おどろいていたっけ。

「どう？　……これで、信じた？」

「あ、ああ……」

　正まさ宗むねは、観念したとばかりに頷うなずいた。

「信じるよ。おまえが──『あの人』だったんだな」

「うん、そう。──『やっと会えたな、和泉いずみ先生』」

　当時の口調で言うと、彼かれは泣き笑いのような表情で、

「はは…………そういや、エロマンガ先生やってるときの紗さ霧ぎりと、喋しやべり方、おんなじだよ。……なんで気づかなかったんだろう」

「私が……女の子で、年下だったから……」

「そうだな。それもあるし……初めて一いつ緒しよに仕事をしたときから、エロマンガ先生の絵が上手うまかったからだ」

　あいつはヘタクソだったからなあ──と、本人を目の前にして、正まさ宗むねは笑う。

「悪かったな！　あのあと練習したんだよ！　じゃなきゃプロになんてなれるか！　おまえだってヘタクソだっただろ！」

「昔話してるときからオマエ、俺おれのことヘタクソヘタクソ言い過ぎじゃないか!?」

「だって兄さんヘタクソだったもん！」

「面おも白しろかったって言ったじゃん！」

「面おも白しろかったよ！　でもヘタクソだった！」

「またヘタクソって言った！　ああくそ、おんなじ会話、当時したな……ったく、本物だ！」

　正まさ宗むねは、複雑な感情を言葉に乗せて、

「ほんとに──あんただ。どうしよう……どんな顔していいか、わかんねぇ」

「普ふ通つうでいい。……私も、オレも、どっちも紗さ霧ぎりなんだから」

「そか。でも、わかんねぇわ、やっぱ」

「げんめつした？」

「は？」

「兄さんの、初めての読者が……『あの人』が……私で……がっかりした？」

「どうかな。混乱してるってのが、正直なとこで……会えて嬉うれしいし、なんで黙だまってたんだよって気持ちもあるし……ぐちゃぐちゃだ！　がっかりはしてない！」

「そ、そう……」

「なんで黙だまってたんだ？　言ってくれりゃよかったのに──それこそ、エロマンガ先生として、一いつ緒しよに仕事をすることになったときにさ」

「約束したから」

　察しの悪い正まさ宗むねも、ここで問い返してくることはなかった。

「約束ね。……あれか」

「うん、あれ」

　──いつもオレに、夢をくれる。

「あなたが、私に最初にくれた『始まりの夢』。……覚えてる？」

「ああ、もちろん」

＊

　あれは、俺おれ──和泉いずみ正まさ宗むねが小学校を卒業した日のこと。

　卒業式が終わった後、証書の筒つつを持った俺おれは、スーツ姿のままでコンビニへと向かった。

　親父おやじと一いつ緒しよにだ。

「ほれ、正まさ宗むね、ＵＳＢメモリ出せ」

「うんっ」

　コンビニのコピー機で、原げん稿こうを印刷する。

　新人賞に投とう稿こうする、小説の原げん稿こうだ。

　がががごごごという心地ここちよい音とともに、俺おれの小説が刷り出されてくる。

　プロ作家『和泉いずみマサムネ』のデビュー作となるはずの作品たちだ。

「うわぁ」

　俺おれは、わくわくとその様子を見守った。

　一方親父おやじは、

「……おい。……なんか、印刷長くねぇ？」

　無限に吐はき出だされてくるＡ４用紙に、やや引きつつあった。

　やがてどのくらいの時が経たったろうか……

　ピーッ！　というエラー音とともに、コピー機が停止してしまう。

「あ、インク切れだって。──お父さん！　店員さん呼んできて！」

「お、おう……マジでか」

　そうやって──

　印刷した原げん稿こうを、作品ごとにクリップで留とめ、封ふう筒とうに入れて、宛あて名なや必要事じ項こう等を書く。

『応おう募ぼ原げん稿こう』の完成だ。

　コンビニを出た俺おれたち親子は、たくさんの応おう募ぼ原げん稿こうを両手いっぱいに持って、今度は郵便局へと向かう。道すがら、俺おれたちはにこやかに会話をする。親父おやじはずっと忙いそがしくしていたから、久しぶりの親子団らんだったのだ。

「和泉先生、応おう募ぼ原げん稿こう多すぎじゃないですかね？」

　親父おやじが俺おれに向かって、茶化し半分、忠告半分の声こわ色いろで言った。

　俺おれは、自信満々、胸を張ってこう返す。

「ふふん、天才の作品だよ？　それがこんなにたくさん送られてきたら、編集部の人たち、きっと大喜びだ！」

「ぷはは、違ちがいない。──もう半分、こっちによこしな。重いだろ？」

「やだ、自分で持ってく！　僕ぼく……じゃなくて、俺おれ──もう小学生じゃないし、あと一年くらいしたら、プロの小説家になるんだから」

　子こ供ども扱あつかいすんな──と、子供っぽく主張する。

「……くく、すっげえ自信。案外、おまえの言うとおりになるかもな。……段々そんな気がしてきたぜ」

　小さい呟つぶやきに、

「ひひー、あったりまえじゃん！」

　幼い俺おれは、無む邪じや気きに返すばかりであった。

　郵便局に到とう着ちやくし、受付のお姉さんに、大量の原げん稿こうを預ける。

「お願いします！」

「ふふ、承うけたまわりました」

　微笑ほほえましいものを見る眼まな差ざしのお姉さんに、意味もなく、ニッと笑う俺おれ。

　郵便局を出ると、身軽になった両りよう腕うでを、大きく上に伸のばした。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]出したっ！　出したぞぉっ！」

「あとは結果待ちだな。どうする、正まさ宗むね？　卒業祝いに、美味うまいメシでも食ってくか？」

「やった！　あ、でも、待って！　俺おれ──先に用事ある！」

「？」

「友達に、知らせるんだ」

「──そっか。じゃ、行ってこい」

「うんっ！」

　俺おれは、その場から駆かけ出だした。

　なんで俺おれが、応おう募ぼ原げん稿こうを今日出したかっていうと──

　小学校の卒業式の日に、人生の節目に、ドカンと大たい砲ほうを打ち上げたかったから！

　俺おれは、親父おやじの姿が見えなくなるまで走って、止まり。

　スマホを取り出した。

「……よし」

　卒業証書授じゆ与よなんかより、ずっと緊きん張ちようする。

「行けっ！」

　顔も知らない大切な友達に、短いメールを送る。

【絵、描かくの好き？】

＊

　私が、そのメールを受け取ったのは、卒業式の日だった。

　小学校三年生である私自身が卒業するわけじゃなかったが、

『あいつ確か六年生だったな』

『今いま頃ごろ、あっちも卒業式やってんのかな』

　などと、顔も知らない大切な友達のことを、想おもっていた。

　桜の花びらが舞まう中を、私は一人きりで、歩いていく。

　一いつ緒しよに帰るほど親しい友達がいなかったからだ。

　さみしくはなかったが、騒さわがしくお喋しやべりしている卒業生の集団などが視界に入ると、もやもやした気分になってくる。

　──やっぱり学校って、苦手。

　はぁ、と、溜ため息を吐つく。

　そんなときだ。

【絵、描かくの好き？】

　和泉いずみマサムネから、変なメールが届いた。

「？」

　先までのもやもやは消えたものの、なんじゃこりゃ？　と思った。

　桜の下で立ち止まり、返信する。

【突とつ然ぜんなに？】

【いーから。教えろよ】

「ったく……なにをいまさら」

　よくわからないけど、正直に答えよう。

【好きだよ】

　続けて、ちょっぴり照れくさいけど……こう送った。

【オレの絵で、喜ぶやつがいるからな】

【そっか。なら、よかった】

【なんだってんだ？】

【俺おれ、プロの小説家になる！】

「……なに言ってんだこいつ」

　内心が、そのまま呟つぶやきとなって口から出た。

　あまりにも唐とう突とつなプロ宣言だったものだから、そんな反応しかできなかったのだ。

　本気かどうかもわからなくて、こう返信した。

【チョーシ乗んなヘタクソ】

【俺おれの小説、面おも白しろいって言ったじゃん！】

【面おも白しろいよ。でもプロになれるわけないって】

【なるよ！　なぜなら俺おれは天才だから！】

「ホントになに言ってんだこいつ！」

　スマホに向かって、思い切りツッコんでしまった。

　意味がわからない！

　プロになるって──まさか本気で言ってるの？

　小学校を今日卒業したばかりの子供が？

　当とう惑わくする私の目前で、スマホが新たなメールを受信する。

【たったいま、応おう募ぼ原げん稿こうを出してきた】

「えっ……」

【一番最初に、あんたに伝えたかった】

　──あ、これ、こいつ……本気だ。

「ふわ……」

　……長い、長い、溜ため息が出た。

　思いの外、私はショックを受けているようだった。

　もしも本当にこいつがプロになったら……オレたちの関係ってどうなるんだろう？

　そんな漠ばく然ぜんとした不安を抱いだきつつあった。

　ただ、まぁ、そんな不安なんて消し飛ぶようなことを、このあと言われたわけだが。

【ふうん、そっか。本気なんだ】

【うん！　だから、そっちもプロになってよ】

「はあ!?」

　コイツいま、なんてった!?

【そんで、また、俺おれのキャラを描かいてよ】

「……こいつ………………………………ったく…………もぉ…………………」

【生意気だなあ。お子様のくせに】

　年上の相手に、そんな言葉を送る。

　実際の歳としがどうだろうと関係ない。

　オレはこいつの兄貴分で、こいつはオレの弟分だったから。

　この生意気な弟分と出会ってから、いままでの思い出が……走そう馬ま灯とうのように脳のう裏りを巡めぐる。

『勇者マサムネの冒ぼう険けん』を見つけ、読んだ日のこと。

　とんでもない速度で更こう新しんされていく様を見て、ついコンタクトを取ってしまったこと。

　お母さんに促うながされ、絵を描かいて、ファンメールを送ったこと。

　それから交流が始まって……

　こいつの小説を読んで、感想を言って、私も絵を描かいて、絵の感想をもらって。

　バカ丸出しの喧けん嘩かをしたり、ときには真面目な会話をしたり、影えい響きようを受けたり、与あたえたり。

　こいつの小説を読んでいるとき、さみしさが紛まぎれた。

　こいつからメールが届くと、もやもやが消えた。

　学校に────行くようになった。

　あっというまに一年が経たって……季節が巡めぐって……

　きっと、あっちも、似たような気持ちだったのだろう。

　こんなメールが送られてきた。

【この一年、すっげー楽しかった】

【……オレも】

【たくさん笑った】

【オレもだ】

【明日からは、もっと楽しいことをしよう！】

　そうして彼かれは、夢を語る。

【プロの小説家になって、超ちよう面おも白しろい本をたくさんの人に読ませて、毎日笑って暮らすんだ！】

　彼かれの、小説を書きはじめた理由────その先にある夢だった。

【なあ、あんたも、一いつ緒しよにやろうぜ】

　まるで間近で誘さそわれているみたいで。

　メールを読んでいる間中、ドキドキが止まらなかった。

　このときめきは、何に対してか。当時はわからなかったけれど。

　涙なみだで瞳ひとみをうるませて、返信した。

【でかいクチ叩たたきやがって。そんなん、できるかどうかわかんねーぞ】

【できるよ。天才の俺おれが保証する】

【わかった】

　ぎり、と、唇くちびるを嚙かんだ。スマホを強く握にぎりしめた。

【もう、おまえの小説の絵は描かかない】

【え？】

【メールもしない。おまえからも、連れん絡らくすんなよ】

【なんで……？】

　なんで、だと？

【今日から本気で絵の練習をする。おまえがくれた、夢を叶かなえるためにだ】

　そんなの、腹をくくったからに決まってる。

【一いつ緒しよに本を作って、毎日笑って暮らすんだろ？　オレは天才じゃないからな。お子様と遊んでやる暇ひまなんか、もうねえよ】

　大きな口を叩たたきながら、私は、とてつもなく焦あせっていた。

『やる』と決めたなら。

　彼かれにぶつけた『お子様のくせに』という台詞せりふは、何倍にもなって私に返ってくるからだ。

　だから、ほんとうに、もう遊んでいる暇ひまなんてない。

　無理筋の夢を叶かなえようとするなら、こいつよりがんばらないと。

　このバカより、何倍もバカにならないと、たぶん無理だ。

「このやろう、やってやるぞ。ぜったい、ぜったい、おいていかせないっ……！」

　私の決意に、彼かれはこう応えた。

【なら、俺おれも、もう遊びで小説は書かない】

　約束したのは、どちらからだったろう。

【次に連れん絡らくするのは、いつか、お互たがいが一人前になったときだ】

【じゃあ、またな】

【ああ！　また！】

　ただのメールのやり取りなのに。

　その別れには、拳こぶしと拳こぶしを打ち合わせたような、強い手ごたえがあった。

「ふぅっ」

　それでおしまい。

　私の救いだったメールは、もう二度と届かない。
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　なんてさみしいことだろう。こころの底からそう思うのに、私の口は笑っている。

　傲ごう慢まんに、自信たっぷりに。

　まるで、あいつの兄貴分だった『オレ』のように。

「よし！」

　私は、その場から駆かけ出だした。

　向かう先は決まってる──師匠せんせいの仕事場だ。

　マンションに帰った私は、靴くつを乱暴に脱ぬぎ捨すてて、廊ろう下かを進む。

「ママっ！」

　バン！　と勢いよく扉とびらを開くと、

「うひゃあぁ!?」

　えっちな絵を描かいていたお母さんが、この世のものとは思えない絶ぜつ叫きようを上げた。

　彼かの女じよは大おお慌あわてでモニタを身体で隠かくし、涙なみだ目めで叫さけぶ。

「な、なに!?　どしたの紗さ霧ぎり！」

「私に……私に──────」

「絵を教えて！」

　この日から、約一年後──

　オレは、『エロマンガ先生』になる。


　──昔話は、これでおしまい。


　すべてを語り終えたあと、『開かずの間』には、穏おだやかな空気が満ちていた。

「……あのとき話した『夢』、叶かなったね」

「ああ、とっくに叶かなってたな」

　向き合って座すわり、微笑ほほえみあう。

　俺おれたちは、四年前から一いつ緒しよに本を作ってきた。

『笑って暮らせる』ようになったのは、最近になってからだけど。

　あのとき語った夢を、俺おれたちはずっと、ふたりで叶かなえ続けてきたんだ。

「『ふたりの夢』も、叶かなえようね」

「もちろんだ」

　ゆっくりと、頷うなずく。

　不思議な感覚だった。

　かつての親友が、いまの相棒で、妹で、好きな人で、恩人で……

　和泉いずみマサムネの『最初の読者』で。

「っはは……なんだよ。結局ぜんぶおまえなんじゃん」

「うん……ぜんぶ私だったの。驚おどろいたでしょ」

　笑いながら、強く、強く──

「ああ、驚おどろいた」

　肯こう定ていした。

　きっとエロマンガ先生が、和泉いずみマサムネの小説挿さし絵えを担当することになったのも、完全な偶ぐう然ぜんではないのだろう。もちろん俺おれと紗さ霧ぎりが兄妹きようだいになったのは、偶ぐう然ぜんだろうが。偶ぐう然ぜんだよな？

　ああ、まいったな。なんか妙みように照れくさくて、違ちがうことを考えてごまかしている自覚がある。

　数秒目を合わせてはそらし……また数秒目を合わせてはそらし……

　俺おれたちはさっきから、付き合いたての小学生カップルみたいな挙動をしていた。

　紗さ霧ぎりが、恥はずかしそうに小さな声でささやく。

「あの……ずっと秘密にしてて、ごめんね？」

「いいよ、約束だったしな。──あ、てことは俺おれら、もう一人前になったってことか？」

「と、思うけど……シリーズ最後までやれたし、新シリーズでアニメ化も決定したし………………えと、それに……」

「それに？」

「こうして、ちゃんと会って……相手を見て、すぐそばで、お話しできるようになったでしょ？」

「……そうだな」

　しみじみと、頷うなずく。

　まったく……ここまでくるのに、長くかかったよ。

　ふたりで向き合って、腹を割って話す。たったそれだけのことが、難題だった。

　ようやく果たしたんだ。

　胸を張っても、いいだろう。

「デビューしてから、四年もかかったけど……お互たがい一人前だ」

「義理の兄妹きようだいになってから、二年もかかったけど……お互たがいに、一人前」

　俺おれは、妹のことを想おもうとき、一度だって『義理』という言葉を付けたことはない。

　だから、紗さ霧ぎりがその単語を口にしたとき、『そういやそうだったな』なんて思った。

「ねぇ、兄さん」

「なんだ？　紗さ霧ぎり」

「もう……兄さんって呼ぶの、やめていい？」

　妹は、笑え顔がおで言った。

　笑え顔がおのまま、ぽろりと涙なみだをこぼす。

「もう……妹のふり、やめていい？」

「……紗さ霧ぎり……」

　どうして？　とは聞かなかった。

　俺おれたちは、わかり合うために、長い長い昔話をしてきたんだから。

「いま、私のこと、たくさん話したよね？　……なら、わかったでしょ？　私は………………あなたと、兄妹きようだいになんてなりたくないの」

　紗さ霧ぎりは、膝ひざの上で小さなこぶしを握にぎりしめる。

　切せつ羽ぱ詰つまった鼻声で、

「わ、私が……私がっ…………なりたいのは、家族なんかじゃなくて───」

「待ってくれ」

　俺おれは、紗さ霧ぎりの台詞せりふを、手と声で制した。

「おまえも、俺おれの昔話……聞いただろ？　なら、わかったはずだ。俺おれは家族が欲ほしいんだよ。どうしても、どうしても欲ほしいんだよ」

「……っ」

　紗さ霧ぎりは、辛つらそうにうつむく。

　それでもこればかりは、譲ゆずるつもりはない。

　そして、妹に辛つらい顔をさせておくつもりもない。

　だから俺おれは、予定を繰くり上あげることにした。

　後こう悔かいするかもしれないが、ガキの頃ころの俺おれなら、躊ちゆう躇ちよなく叫さけんだはずだ。

　構うものか、と。

　その勇気を、いま、ほんの少しだけ取とり戻もどす。

「紗さ霧ぎり」

「俺おれと結けつ婚こんしてくれ」


　あとがき

　伏ふし見みつかさです。エロマンガ先生八巻を手に取っていただきまして、ありがとうございました。今巻の二章は、以前電でん撃げき大王に収録した短編をベースに、加筆修正をし、本編エピソードとして再構築したものです。

『エロマンガ先生』は、原作本編だけを読んでいけば、きちんと楽しめるシリーズにしよう。

　本編未収録短編を読んでいるかどうかで、読者の持つ情報量に差がつくようなことをなくしたい。そんな意図がありまして、このような形で短編を収録することにしました。

　正直に申し上げますと、八巻の執しつ筆ぴつスケジュールが、ここ十年間で一、二を争うほどにキツかったから、という事情もあります。いつもよりページ数が少なくて、ごめんなさい。

　今回、あとがきで皆みなさんにお話ししたいことがたくさんあるのですが、まだ発表できないことばかりで、とてももどかしい気持ちでおります。

　いますぐお知らせできるのは、アニメの脚きやく本ほんを合計三話ぶん担当させていただくことが決まった件、くらいでしょうか。すでに二話ぶんは書きあがっており、皆みなさんがこのあとがきを読んでいる頃ころには、三話目の脚きやく本ほんも完成しているはずです。

　まだ言えませんが、今後、デビュー十周年企き画かくなど色々と発表していけると思いますので、どうぞご期待くださいませ。

　私のピンチには、マサムネのように腕うで利ききの美少女作家が助けに来てくれたりはしませんし、夏休みはぎっくり腰ごしの治ち療りようで終わりましたし、こんな綺き麗れいに一区切りついて休めたりしないのですが……サイン会や、ファンレターでいただいた皆みなさんからの応おう援えんは、私のピンチを何度も救ってくれました。そして『エロマンガ先生』のアニメは、作中のマサムネに負けないくらい、恵めぐまれた環かん境きようで制作が進んでおります。

　きっと原作ファンに喜んでいただける作品になるはずです。

　原作、アニメともども、応おう援えんよろしくお願いします！

　アニメ版では、マサムネの通う学校は、『和泉いずみ家の南側』にあります。

　原作では、『和泉いずみ家の北側』にあります。

　この点については、原作とアニメで、設定を揃そろえることはしません。

　ほとんどの方は気にならない件だとは思いますが、一応、ここで明記しておきます。

伏ふし見みつかさ
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伏ふし見みつかさ

写真は読者からいただいた色紙です。

アニメも原作も頑張ります！
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